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取引」という。）を行った。

（3）上告人は､本件各取引から所得が生じないことを

前提に､平成26年分及び平成27年分の所得税等の各

確定申告をした。これに対し、渋谷税務署長は、本件各

取引により為替差損益に係る雑所得が生じているなど

として、平成30年9月26日付けで、上記各年分の所

得税等の各更正処分及び過少申告加算税の各賦課決定

処分をした。

上告人が上記各処分を不服として再調査の請求をし

たところ､東京国税局長は､令和元年6月10日付けで、

平成26年分の所得税等の更疋処分及び過少申告加算

税賦課決定処分に係る再調査の請求を棄却し､平成27

年分の所得税等の更正処分及び過少申告加算税賦課決

定処分の各一部を取り消す旨の決定をした。

3 所論は､外国通貨により他の種類の外国通貨又は

同一の外国通貨建ての有価証券を取得する取引が行わ

れても、為替変動のリスクが依然として存在し、為替差

益は確定しないから､本件各取引に係る為替差益に課税

することは、未確定、未実現の利益に課税するものとし

て許されず､上記為替差益を本件各取引が行われた日の

属する年における「収入すべき金額」（所得税法36条

1項）とし、平成26年及び平成27年において本件各

取引により為替差益に係る所得が生じているとした原

審の判断には､同法の解釈適用の誤りがある旨をいうも

のである。

4(1)所得税法は､所得を外部からの経済的価値の流

入という収入の形態で捉え､原則として､収入の形態で｜

実現した利得のみを課税の対象とするとともにiﾖ‘条｜
’項参照)､収入の原因となる権利が確定した場合には、｜
その時点で所得の実現があったものとして､同権利確定

の時期の属する年分の課税所得を計算するという建前

を採用しているものと解される（最高裁昭和50年（行

ツ）第123号同53年2月24日第二小法廷判決・民

集32巻1号43頁等参照)。

そして、所得税法は、各種所得の計算に当たって控除

される各種控除額を全て本邦通貨の額面価格の単位で

ある円で表示し（21条1項、28条3項、32条4項、

33条4項、34条3項等)、外貨建取引を行った場合

には､当該外貨建取引の金額の円換算額は当該外貨建取

引を行った時における外国為替の売買相場により換算

した金額として､各種所得の金額を計算すべき旨を定め

る（57条の3第1項) など、所得金額及び所得税額の

計算について本邦通貨の額面価格の単位を基準に行う

ことを当然の前提としている。そうすると、所得税法は、

所得の把握についても本邦通貨の額面価格の単位を基

準に行うことを予定しているものというべきである。こ

のことは、所得税を含む国税に関し、その課税標準や確

定金額の端数計算について端数が円で表示されている

こと（国税通則法118条、119条）や、原則として

裁判例

民事

◎外国通貨により他の種類の外国通貨又は

同一の外国通貨建ての有価証券を取得す

る取引と所得税法36条1項にいう「収入

すべき金額」

件名 所得税更正処分等取消請求事件

－

最高裁判所令和5年（行上）第366号

令和8年6月16日 第三小法廷判決 棄却

上 告 人 X

被上告人 国

原 審 東京高等裁判所

主 文

本件上告を棄却する。

上告費用は上告人の負担とする。

理 由

上告代理人高木施文の上告受理申立て理由（ただし、

排除されたものを除く。）について

1 上告人は､外国の金融機関に自己の資産の運用を

一任していたところ、上記運用の一環として、運用対象

資産に属する外国通貨によって他の種類の外国通貨や

外国通貨建ての有価証券を取得する取引が行われた｡本

件は、上告人が、渋谷税務署長から、上記取引により為

替差損益に係る雑所得が生じているとして､平成26年

分及び平成27年分の所得税及び復興特別所得税(以下

「所得税等」という。）の各更正処分及び過少申告加算

税の各賦課決定処分を受けたため、被上告人を相手に、

上記各処分（ただし、後記2 (31の再調査の請求に対する

決定によりその一部が取り消されたものについては､上

記取消し後のもの）の取消し（上記各更正処分について

は上告人が主張する額を超える部分の取消し)を求める

事案である。

2 原審の適法に確定した事実関係の概要は､次のと

おりである。

（1）居住者である上告人は、平成26年5月27日、

スイス連邦に本店を置く金融機関（以下「本件外国金融

機関」という。）の上告人名義の預金口座に合計105

億円を送金し、同年7月18日、本件外国金融機関にそ

の運用を一任した。

（2）本件外国金融機関は､平成26年7月から平成2

7年12月までの間、上記運用の一環として、運用対象

資産に属する外国通貨によって他の種類の外国通貨や

外国通貨建ての有価証券を取得する取引（以下「本件各

1
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金銭により納付しなければならないものとされており

（同法34条1項本文)、我が国において強制通用力を

有する本邦通貨による納付が求められていると解され

ることとも整合的である。

（21以上を踏まえると、ある外国通貨により他の種類

の外国通貨又は同一の外国通貨建ての有価証券を取得

する取引が行われた場合､変動する外国為替の売買相場

の下で本邦通貨との関係において変動していたある外

国通貨の経済的価値が､上記取引により他の種類の外国

通貨又は有価証券の経済的価値をもって固定化され､他

の種類の外国通貨又は有価証券の経済的価値が流入す

ることによって、ある外国通貨の取得時の経済的価値を

上回る部分が実現した利得となるとともに､上記取引時

に他の種類の外国通貨又は上記有価証券に係る権利が

収入の原因となる権利として確定することから､その時

点における他の種類の外国通貨の金額又は有価証券の

価額の円換算額（所得税法57条の3第1項参照）を同

法36条1項にいう「収入すべき金額」とすべきことと

なる。

（3）そうすると、居住者が、外国通貨により他の種類

の外国通貨又は同一の外国通貨建ての有価証券を取得

する取引を行った場合､上記取引を行った日の属する年

分の所得の金額の計算上､上記取引時における他の種類

の外国通貨の金額又は有価証券の価額の円換算額が｢収

入すべき金額｣となると解するのが相当である｡そして、

は有価証券の価額の円換算額(所得税法57条の3第1

項）を同法36条1項の「収入すべき金額」と解すべき

ことになる。

しかし､それは飽くまでも為替差損益に係る課税につ

いて明文の規定がなく、外国通貨によって他の種類の外

国通貨や同一の外国通貨建ての有価証券を取得する取

引に係る所得の把握についても本邦通貨の額面価格の

単位を基準に行うほかない現行法を前提とする解釈論

にとどまる｡外国通貨建ての投資や国際取引が日常的に

活発に行われている現状において､所得の把握を常に本

邦通貨の額面価格の単位を基準に行うこと自体に問題

がないかも含めて､外貨建取引に係る所得税の課税の在

り方を改めて検討すべき時期に来ていると考えられる。

仮に､所得の把握を常に本邦通貨の額面価格の単位を基

準に行う方針を維持するとしても､為替差益に係る所得

の実現時期や、外貨建取引に係る「収入すべき金額｣、

必要経費等について定める規定を設けることなく、これ

を所得税法36条1項等の一般的な解釈適用に委ね､外

貨建取引が行われた場合の円換算額の計算規定にとど

まる同法57条の3を設けるにとどめていることは､租

税法律主義の観点から望ましい状況とは考えられない

し、日本の租税政策に対する国際社会からの信頼を損な

う現象が出てくる可能性も否定できない。

なお、所得税基本通達には、外貨建取引を取引発生時

には外国通貨で記録し､各月末等一定の時点において損

益計算書等の項目を本邦通貨に換算するといういわゆ

る多通貨会計を採用している居住者について､所得税法

57条の3の規定の適用に当たって､規則性を有する1

月以内の一定期間ごとの一定の時点において本邦通貨

への換算を行い､当該一定の時点を当該外貨建取引に係

る取引発生時であるものとし､その際の円換算に係る為

替相場について､当該一定期間を基礎として計算した平

均値も使用することを認める旨の定めや､国外において

雑所得等を生ずべき業務を行う個人で､当該業務に係る

損益計算書等を外国通貨表示により作成している者に

ついて、継続適用を条件として、当該業務に係る損益計

算書等の項目の全てを当該年の年末における為替相場

により換算することを認める旨の定めがある。これは、

外貨建取引に係る企業会計（｢外貨建取引等会計処理基

準」（昭和54年6月26日企業会計審議会)）に従った

そのような処理を認める法人税に係る取扱いについて

定める法人税基本通達の定めに倣ったものと解される。

しかし、法人税法においては、当該事業年度の収益並

びに費用及び損失の額は､別段の定めがあるものを除き、

一般に公正妥当と認められる会計処理の基準に従って

計算されるものとする旨を定める規定（22条4項）が

あり、この規定の解釈適用を通じて、上記のような会計

上の取扱いを同法に読み込む余地があるのに対し､所得

税法には同項に相当する規定はない｡所得税に係る所得

上記円換算額から支払に用いた外国通貨を得るのに要

した金額等を控除した金額が､上記取引に係る所得の金

額となるというべきである。

5 以上によれば､上告人には平成26年及び平成2

7年において本件各取引により為替差益に係る所得が

生じているとした原審の半|｣断は､結論において是認する

ことができる。論旨は採用することができない。

よって、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり判決

する。なお、裁判官林道晴、同渡辺惠理子、同石兼公博

の各補足意見がある。

裁判官林道晴の補足意見は、次のとおりである。

私は、法廷意見に賛同するものであるが、補足して意

見を述べておきたい｡外国通貨によって他の種類の外国

通貨や|司一の外国通貨建ての有価証券を取得する取引

が行われた場合、変動する外国為替の売買相場の下で、

本邦通貨との関係においてある外国通貨の経済的価値

が変動をしていたところ、上記取引により、これが他の

種類の外国通貨又は有価証券の経済的価値をもって固

定化され､他の種類の外国通貨又は有価証券の経済的価

値が流入することによって、ある外国通貨の取得時の経

済的価値を上回る部分が実現した利得となるとともに、

上記取引時に他の種類の外国通貨又は上記有価証券に

係る権利が収入の原因となる権利として確定すること

になり、その時点における他の種類の外国通貨の金額又

2
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の実現等に関しては､同法36条1項しかよりどころが

なく、また、外貨建取引の円換算について当該取引を行

った時における外国為替の売買相場により換算すべき

旨を定める同法57条の3第1項の定めと上記の所得

税基本通達を整合的に解することができるのかも問題

になり得るc いずれにしても､所得税法独自の観点から、

為替差損益に係る課税の在り方について、「収入すべき

金額｣、収入すべき権利、具体的な所得の計算方法等の

在り方､例外的取扱いを認めるのであればその要件や内

容について抜本的に検討し､必要な法的な手当てを講じ

ていくことが強く望まれているというべきである。

裁判官渡辺恵理子、同石兼公博は､裁判官林道晴の補

足意見に同鯛する。

(裁判長裁判官 林 道晴 裁判官 渡辺惠理子

裁判官 石兼公博 裁判官 平木正洋 裁判官

沖野眞已）

I

L唇。 I

Ⅱ

I
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託」という。）の期間は本件信託契約の締結日から30

年とする旨の定め（2条3項）があるほか、委託者兼受

益者は、本件信託の期間中、本件信託契約を解除するこ

とはできないものとする旨の定め（15条2項｡以下｢本

件条項」という。）がある。

（3）抗告人は､令和2年8月26日及び同年9月15

日、相手方に対し、本件信託契約の委託者兼受益者とし

て、信託法（以下「法」という。）164条1項により

本件信託を終了させる旨を通知した（以下、この通知を

「本件通知」という。)。これに対し、相手方は、同月2

5日、本件条項が同条3項所定の別段の定め（以下、単

に「別段の定め」という。）に当たるから、本件信託に

同条1項の適用はなく、本件信託が終了したとは認めら

れない旨を通知し、その後も、受託者の任務を遂行して

いる。

2 本件は、抗告人が、相手方に対し、法58条4項

に基づき、受託者の解任を申し立てた事案である。

3 原審は、要旨次のとおり判断し、抗告人の申立て

を却下すべきものとした。

本件条項は別段の定めに当たると解されるから､本件

信託には法164条1項の規定が適用されず､本件通知

により本件信託は終了しない。したがって、相手方が、

本件通知による本件信託の終了を認めず､抗告人の意に

反して受託者の任務を遂行したとしても､相手方に法5

8条4項所定の重要な事由があるとはいえない。

4 しかしながら､原審の上記判断は是認することが

できない。その理由は、次のとおりである。

（1）法164条は、1項において、委託者及び受益者

は、いつでも、その合意により、信託を終了することが

できるとする一方で、3項では、信託行為に別段の定め

があるときは､その定めるところによるものとしている。

同項は、社会、経済情勢の変化に的確に対応するため、

信託の本質に反しない限り、信託の種類や目的に応じて

柔軟に信託を設定することを可能にするという趣旨に

出たものである。

そして、信託は、信託財産の所有と利益享受の分離を

図り、受託者が名義主体でありながら利益を享受しない

ことを特色とする法制度であって、これは信託の本質を

成すものである。専ら受託者の利益を図ることを目的と

する信託は許されず（法2条1項)、受託者は、受益者

として信託の利益を享受する場合を除き､信託の利益を

享受することができない(法8条）とされていることは、

このような信託の本質に由来し、この受託者の利益享受

の禁止は､当事者の意思によって自由にこれを排除する

ことは許されないというべきである。そうすると、委託

者兼受益者と受託者との間で締結された信託契約に法

164条1項の適用を排除する旨の条項（以下「適用排

除条項」という。）が設けられた場合にこれが別段の定

めとして効力を有するか否かは、このような信託の本質

◎ 1 委託者兼受益者と受託者との間で締

結された信託契約に設けられた信託

法164条1項の適用を排除する旨

の条項が、同条3項所定の別段の定め

として効力を有するというためには、

上記条項が信託の目的の達成のため

に合理的に必要と認められることを

要する

2 委託者兼受益者と受託者との間で締

結された信託契約において信託法1

64条1項の適用を排除する旨の条

項が設けられた場合に､委託者兼受益

者が上記信託契約に係る信託の終了

を申し入れたとき、受託者が上記条項

を理由として上記の申入れを拒絶し

任務を遂行することが許されるため

には､受託者の当該行為が信託の目的

の達成のために合理的に必要と認め

られることを要する

件名 受託者解任申立て却下決定に対する抗告棄却

決定に対する許可抗告事件

最高裁判所令和6年（許）第30号

令和8年6月17日 第三小法廷決定 破棄差戻し

抗告人 X

相手方 Y

原 審 東京高等裁判所

主 文

原決定を破棄する。

本件を東京高等裁判所に差し戻す。

理 由

抗告代理人西潟理深の抗告理由について

1 記録によれば、本件の経緯は次のとおりである。

ill抗告人は、平成29年5月23日当時、香港の会

社であるA(以下「本件会社」という。）の発行済株式

総数93億6296万8249株のうち、9億1612

万7910株を保有していた（以下、抗告人の保有する

本件会社の株式を「本件株式」という。)。

（2）抗告人は、平成29年5月23日、兄である相手

方との間で、抗告人を委託者兼受益者、相手方を受託者

とし､抗告人が本件株式を信託財産として相手方に信託

譲渡する旨の信託契約（以下｢本件信託契約」という。）

を締結した。

本件信託契約には、委託者兼受益者及び受託者が、本

件会社の価値の穀損を防止し､本件会社の利益の最大化

を図ることを目的として､本件信託契約を締結する旨の

定め（1条)、本件信託契約に係る信託（以下「本件信

MI
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．したがって､適用排除条項が別段の定めとして効力をに照らして検討されるべきものである。

（2）適用排除条項を設けることは､法164条3項に 有するというためには､適用排除条項が信託の目的の達’

より､委託者兼受益者にとって本来自由に行使し得るは｜座、 す認められることを要 るとために合合理的｛ 必要と認め’一
Mｰ

いうべきである。

墓髄鰯騨腱怠覇遙馬簾｜
契約に適用排除条項を設けること自体、抽象的､ 類型的｜

には､委託者兼受益者と受託者の利益相反を招来する危
険のある行為であるということができる。

このような利益相反に関し、法は、31条1項におい

て､受益者と受託者の利益が相反する行為を列挙してこ

れを禁止した上で、同条2項において、1項所定の利益

相反行為であっても例外的に禁止が解除される事由を

定めており、その1号では、「信託行為に当該行為をす

ることを許容する旨の定めがあるとき」を、4号では、

「受託者が当該行為をすることが信託の目的の達成の

ために合理的に必要と認められる場合であって､受益者

の利益を害しないことが明らかであるとき､又は当該行｜
為の信託財産に与える影響、当該行為の目的及び態様、

受託者の受益者との実質的な利害関係の状況その他の

事情に照らして正当な理由があるとき」を挙げている。

同条1項が受益者と受託者の利益が相反する行為を列｜

挙してこれを禁止しているのは､受託者の利益享受の禁｜
止を受けて､その危険が現実化することを予防するとと｜

もに受託詩の行為"透明性を確保することをその趣旨｜
とするものであるから、当事者の意思によっても自由に

排除することができない信託の本質に根ざしたもので

ある。そうすると、同条2項により受託者の利益相反行

為の禁止が解除されるためには､上記のような信託の本

質に抵触しないことが前提となるというべきである。そ

して､同項4号の規定はその信託の本質に抵触しないた

めの事由を実質的に定めたものということができるか’

ら､受託者が利益相反行為をすることが許容されるため

には、その趣旨に照らし、信託の目的の達成のために合

理的に必要と認められることを要すると解するのが相

当である。このことからすると、当事者間の合意によっ

て､受託者が同条1項所定の行為をすることを許容する

旨の信託行為の定めが設けられた場合であっても､信託

の本質を脅かすときには同条2項1号によって当該行

為が許容されることはなく、これが許容されるためには

信託の目的の達成のために合理的に必要と認められる

ことを要すると解すべきである。

（31適用排除条項は信託契約の当事者間の合意によ

り設けられるものであるが､その設定が委託者兼受益者

と受託者の利益相反を招来する危険のある行為である

ことは前述のとおりであり、これによって、専ら受託者

が利益を享受する事態を招き､信託の本質に抵触するこ

とがあり得るのであるから､適用排除条項が別段の定め

として効力を有するというためにも同様の要件が必要

となると解される。

（4）また､仮に適用排除条項が別段の定めとして効力

を有する場合であっても､受託者は適用排除条項を理由

として委託者兼受益者の信託の終了の申入れを拒絶し

任務を遂行することが直ちに許容されるわけではない。

上記申入れの時点において､受託者がこれを拒絶して任

務を遂行することについて､信託の目的の達成のために

合理的に必要と認められるのでなければ､専ら受託者が

利益を享受して信託の本質を没却することになりかね

ないからである。

したがって､委託者兼受益者が信託の終了を申し入れ

た場合に､受託者が適用排除条項を理由として上記の申

入れを拒絶し任務を遂行することが許されるためには、

受託者の当該行為が信託の目的の達成のために合理的

に必要と認められることを要するというべきである。

5 以上と異なり、原審は、本件条項が適用排除条項

に当たるものとみた上で、直ちに、本件条項が別段の定

めとして効力を有し､相手方の任務の遂行が許容される

として､抗告人の申立てを却下すべきものとしたもので

あるが、この原審の判断には、裁判に影響を及ぼすこと

が明らかな法令の違反がある。論旨は理由があり、原決

定は破棄を免れない。そして、本件条項が別段の定めと

して効力を有するか否か､相手方が本件通知にかかわら

ず任務を遂行していることが本件信託の目的の達成の

ために合理的に必要と認められるか否かについて更に

審理を尽くさせるため､本件を原審に差し戻すこととす

る。

よって、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり決定

する。なお、裁判官渡辺惠理子の補足意見がある｡

裁判官渡辺恵理子の補足意見は、次のとおりである。

私は法廷意見に賛成するものであるが､原決定を破棄

し、本件を原裁判所に差し戻すに当たり、差戻審におい

て考慮されるべき点を敷桁しておきたい。

法廷意見は､類型的な利益相反行為の禁止の解除を定

める法31条2項と類似の状況があることに着目して、

適用排除条項の解釈の実定法上の手がかりを|司項4号

の規定に求めるものであり、法廷意見の指摘するとおり、

本件条項を適用排除条項に当たるものとみたときに､相

手方が本件条項を理由として抗告人の信託の終了の申

入れを拒絶して任務を遂行することができるか否かを

半l1断するに当たっては、まず、信託の本質を踏まえて本

件条項が別段の定めとして効力を有するか否かを判断

し､その上で.上記の相手方による任務遂行が許容され’
るかを判断する必要があり、いずれも信託の目的の達成

のために合理的に必要と認められるか否かが判断の基

準となる。

’
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そして､信託の目的が受益者の利益との関係で個別的

具体的に定められているのであれば、これに沿って上記

の判断をすることができるものの、本件信託契約では、

本件信託契約の目的を､本件会社の穀損を防止し本件会

社の利益の最大化を図ることとし､相手方は本件株式の

処分及び管理をすることとされており、こうした本件信

託契約の条項は、抽象的かつ不明瞭であり、直ちに相手

方による任務遂行を決定する指針となるものとはいい

難い。そうすると、本件信託の目的を形式的に本件信託

契約の条項の文言のとおりであると理解して､本件条項

や相手方の任務遂行（本件株式の議決権行使等）が本件

会社の利益を図るために必要であると説明しさえすれ

ば､直ちにこれらが本件信託の目的の達成のために合理

的に必要と認められるものではない。

本件信託の目的は、本件信託契約の締結に至る経緯、

本件信託契約の内容等を踏まえて､抗告人と相手方が本

件信託によって達成しようとした実質的な効果に照ら

して理解されるべきものである。

また、原審の確定した事実関係等によれば、本件信託

契約は､本件会社の当時の代表者を解任することにより

本件会社の社会的信用の低下を防止する必要があるた

め､相手方が本件株式と自己の保有する株式とを併せて

本件会社の議決権の過半数を行使することができるよ

う締結されたものであり、本件信託の終了の申入れ時に

は既に上記の解任がされるに至っているにもかかわら

ず、本件信託契約においては、本件信託の期間を30年

とし、相手方は、上記の抽象的かつ不明瞭なものという

べき本件信託契約の目的に従い、その裁量により、本件

株式の議決権を行使するものとし、抗告人は、本件信託

の議決権の行使につき相手方に対して指図権を有しな

いとする旨などが定められているというのである。この

ような本件信託契約全体の内容を前提としたとき､抗告

人が本件信託の期間中に本来自由であるべき信託の終

了権限を一切行使できない旨を定める本件条項は､相手

方が、極めて長期間にわたり、本件会社の議決権の過半

数を任意に行使するという利益を享受することを可能

にするものであるから､信託の本質に抵触しないよう制

限的に解釈することを要するものというべきである。

本件条項やこの本件条項に基づく相手方の任務遂行

が本件信託の目的の達成のために合理的に必要と認め

られるか否かは、これらの観点を踏まえた検討を要する

というべきである。

(裁判長裁半ll官 渡辺惠理子 裁判官 林 道晴

裁判官 石兼公博 裁判官 平木正洋）
－

＝~卓 '

Ｆ一一
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あり得ることから､憲法の保障する精神的自由の一つと

しての信教の自由の重要性に思いを致し､憲法がそのよ

うな規制を許容するものであるかどうかを慎重に吟味

しなければならないというべきである(前掲平成8年第

一小法廷決定参照)。

3 このような観点から本件解散命令について見る

と、原審の適法に確定した事実関係等によれば、抗告人

の信者らは､昭和48年から令和4年までの長期間にわ

たり、不法行為に該当する献金の勧誘行為を継続的に行

うなどし､多数の者に極めて多額に上る財産的又は精神

的損害を与えたものであり、上記不法行為は､抗告人が、

日本の信者らが無理をしてでも世界の国々のために経

済的援助をすべきとの抗告人の教義の創始者等の方針

を踏まえ、信者らに対し、社会通念上相当な範囲を逸脱

しない方法､態様による勧誘では達成できないような数

値目標を定めて献金の勧誘を求めるなど､抗告人による

組織的な関与の下に行われたものであるというのであ

るから、抗告人が、法令に違反して、著しく公共の福祉

を害すると明らかに認められる行為をしたことは明ら

かである。

そして、原審の適法に確定した事実関係等によれば、

抗告人は､信者らによる不相当な献金の勧誘行為を防止

するための実効性のある措置をとっておらず、今後も、

信者らに対し､社会通念上相当な範囲を逸脱しない方法、

態様による勧誘では達成できないような数値目標を定

めて献金の勧誘を行うよう求めるおそれがあり、その場

合、信者らは、上記勧誘行為を行う可能性が高いという

のであるから､抗告人の上記のような行為に対処するに

は、抗告人を解散し、その法人格を失わせることが必要

かつ適切であり、法人等による寄附の不当な勧誘の防止

等に関する法律に基づく措置を含め､他に実効性のある

手段があるということはできない。他方、本件解散命令

によって宗教団体である世界平和統一家庭連合やその

信者らが行う宗教上の行為に何らかの支障を生ずるこ

とが避けられないとしても、その支障は、解散命令に伴

う間接的で事実上のものであるにとどまる(前掲平成8

年第一小法廷決定参照)。また、解散命令は宗教法人の

法人格を失わせる効力を有するにとどまり、法人格を有

しない宗教団体として存続することは妨げられないの

であるから､本件解散命令が宗教的結社の自由に及ぼす

影響についても、同様に間接的で事実上のものであると

いうことができる。したがって、本件解散命令は、宗教

団体である世界平和統一家庭連合やその信者らの精神

的、宗教的側面に及ぼす影響を考慮しても、抗告人の行

為に対処するために必要でやむを得ないものであると

いうことができる。

以上によれば､本件解散命令及びこれに対する即時抗

告を棄却した原決定は、憲法20条1項、21条1項に

◎ 宗教法人法81条1項1号に規定する事

由があるとしてされた宗教法人の解散命

令が憲法20条1項、21条1項に違反し

ないとされた事例

件名 宗教法人解散命令申立事件

最高裁判所令和8年（ク）第407号

令和8年6月22日 第三小法廷決定 棄却

抗告人 世界平和統一家庭連合

相手方 文部科学大臣 X

原 審 束京高等裁半ll所

主 文

本件抗告を棄却する。

抗告費用は抗告人の負担とする。

理 由

第1 抗告代理人福本修也ほかの抗告理由第4につ

いて

1 所論は､宗教法人である抗告人について宗教法人

法（以下「法」という。)81条1項1号に該当する事

由があるとして抗告人を解散するとした原々決定(以下

「本件解散命令」という。）及びこれに対する即時抗告

を棄却した原決定は､抗告人及びその信者らの宗教活動

の自由並びに宗教的結社の自由を侵害し､憲法20条1

項、21条1項に違反する旨をいうものである。

2 法81条1項1号が宗教法人の解散命令の事由

として「法令に違反して、著しく公共の福祉を害すると

明らかに認められる行為をしたこと」と規定している趣

旨は、同号所定の事由がある場合には、宗教団体に法律

上の能力を与えたままにしておくことが不適切となる

ところから、司法手続によって宗教法人を強制的に解散

し､その法人格を失わしめることが可能となるようにす

ることにあると解されるのであり（最高裁平成8年(ク）

第8号同年1月30日第一小法廷決定･民集50巻1号

199頁参照)、その趣旨に照らし、民法709条の不

法行為を構成する行為は、法81条1項1号にいう「法

令に違反」する行為に当たると解するのが相当である

（最高裁令和6年（許）第31号同7年3月3日第一小

法廷決定・民集79巻3号997頁参照)。

そして、解散命令は、宗教法人の法人格を失わせる効

力を有するにとどまり、信者の宗教上の行為を禁止した

り制限したりする法的効果を一切伴わないものである

けれども、宗教法人の解散命令が確定したときはその清

算手続が行われ（法49条3項、49条の2）、宗教法

人に帰属する財産で礼拝施設その他の宗教上の行為の

用に供していたものも処分されることになり（法50条

参照)、これらの財産を用いて信者らが行っていた宗教

上の行為を継続するのに何らかの支障を生ずることが

違反するものではない。このことは､当裁判所の判例(最

7
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高裁昭和36年（あ）第485号同38年5月15日大

法廷判決・刑集17巻4号302頁）の趣旨に徴して明

らかである。論旨は採用することができない。

第2 抗告代理人福本修也ほかの抗告理由第5につ

いて

所論は､宗教法人の解散命令に対する抗告審の手続は、

口頭弁論すなわち公開法廷における対審によるべきも

のであり、口頭弁論を経ないでされた原決定は、憲法3

2条、82条に違反する旨をいうものである。

法81条1項に基づく宗教法人の解散命令は､宗教法

人について同項各号に該当する事由がある場合に､公益

の確保の観点から､裁判所が所轄庁等の請求により又は

職権で当該宗教法人を強制的に解散するものであり、当

事者の主張する実体的権利義務の存否を確定すること

を目的とするものではないから､その性質は固有の司法

権の作用に属しない非訟事件についての裁判であると

いうことができ、純然たる訴訟事件についての裁半|｣とし

て口頭弁論を経ることを要するものということはでき

ない。そして、解散命令に対する抗告審の裁半|｣も、この

ような解散命令に対する不服の申立てについての裁判

にすぎず､その手続は司法機関により行われ解散命令の

手続と相互に関連する一連の手続であるから、同様に口

頭弁論を経ることを要するものではないというべきで

ある。

したがって､原決定が口頭弁論を経ないでされたこと

をもって憲法32条、82条に違反するということはで

きない。このことは、当裁判所の判例（最高裁昭和37

年（ク）第64号同41年12月27日大法廷決定・民

集20巻10号2279頁、最高裁昭和41年（ク）第

402号同45年6月24日大法廷決定･民集24巻6

号610頁）の趣旨に徴して明らかである。論旨は採用

することができない。

第3 その余の抗告理由について

論旨は、違憲をいうが、その実質は単なる法令違反を

主張するものであって、特別抗告の事由に該当しない。

よって、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり決定

する。

(裁判長裁判官 渡辺惠理子 裁判官 林 道晴

裁判官 石兼公博 裁判官 平木正洋）

｜ 」
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提起した。

(3) Bは、平成14年10月23日に死亡し、その相

続人であるA及びその子でありBの養子でもある被上

告人X」（以下「被上告人X1」という｡）ら（以下「B

相続人ら」という。）が、前訴を承継した。

（4）本件銀行とB相続人らは､平成16年4月15日、

前訴において、次の内容を含む訴訟上の和解をした。

ア B相続人らは、本件銀行に対し、本件貸付けに係

る借入金債務を法定相続分に従って支払う義務がある

ことを確認し、Aは、他のB相続人らの本件銀行に対す

る同債務を引き受け､他のB相続人らはこれを承認する。

イ Aは、本件銀行に対し、上記アの債務を、①平成

16年9月30日限り3億7130万円､②平成18年

12月31日限り2億5000万円､③平成19年から

平成28年まで毎年6月30日限り各50万円(合計5

00万円)、④平成28年7月31日限り9億7370

万円に分割して支払う。

ウ 本件銀行は、Aが、本件銀行に対し、上記イの分

割金のうち①～③の合計6億2630万円を期限の利

益を失うことなく支払ったときは、Aに対し、同④の9

億7370万円の支払義務を免除する。

エ Aが上記イの分割金の支払を怠り、本件銀行がそ

の履行を請求してから1週間以内に遅滞した全額を支

払わないときは、Aは当然に期限の利益を失い、本件銀

行に対し、直ちに、上記イの総額から既払金を控除した

残金及びこれに対する遅延損害金を支払う。

(5) Aは、本件銀行に対し、上記|4)イ①及び②の分割

金並びに'可③のうち平成19年から平成26年までの

分の分害'1金を、期限の利益を失うことなく支払った。

(6) Aは、平成26年10月27日に死亡し、Aの妻

である被上告人X2(以下「被上告人X2」という。）及

び被上告人X,ら（以下、被上告人X2と併せて「A相続

人ら」という。）が、Aを相続した（以下、この相続を

「本件相続」という。)。

（7）本件銀行とA相続人らは､平成27年6月24日、

被上告人X1が上記(4)イの分割金の残額である9億7

470万円の支払債務を免責的に引き受け、被上告人

X2がこれを重畳的に引き受ける旨の債務引受契約を

締結した。

(8) A相続人らは、平成27年8月12日、本件貸付

けに係る残債務については､被上告人らがそれぞれ2分

の1ずつ承継する旨の遺産分割協議を成立させた。

（9）被上告人らは、本件銀行に対し、上記(4)イ③の分

割金として、平成27年6月25日に50万円、平成2

8年6月15日に50万円をそれぞれ支払い、これによ

って、同日、同④の分割金9億7370万円の支払債務

（以下「本件債務」という。）について免除の効力が生

じた。

、 被上告人らは､本件相続に係る相続税の申告にお

◎金銭債務を相続した者が当該債務の免除

によって受ける経済的利益は、所得税法

（令和3年法律第11号による改正前のも

の）9条1項16号所定の非課税所得に当

たらず､上記経済的利益に所得税を課すこ

とが同号に反しないとされた事例

件名 所得税更正処分取消等請求事件

最高裁判所令和6年（行上）第160号

令和8年6月23日 第三小法廷判決 破棄差戻し

上 告 人 国

被上告人 XⅡ ほか1名

原 審 東京高等裁判所

主 文

原判決を破棄する。

本件を東京高等裁半l1所に差し戻す。

理 由

上告代理人春名茂ほかの上告受理申立て理由（ただし、

排除されたものを除く。）について

］被k告人らは､八(以下｢A｣と‘,う｡)から金｜
融機関に対する借入金債務を相続したが、同債務は、同

相続後に免除の効力が生じたことにより消滅した｡本件｜

蕊蝋鴻靭駕薫製:爺唾胤」
所得税及び復興特別所得税に係る更正処分並びに過少

申告加算税の賦課決定（以下、併せて「本件各処分」と

いう。）を受けたため、上告人を相手に、本件各処分（更

正処分については申告額を超える部分)の取消し…｜る事案である。

2 原審の確定した事実関係等の概要は､次のとおり

である。

（1）所得税法(令和3年法律第11号による改正前の

もの）9条1項16号（以下「本件規定」という。）は、

相続､遺贈又は個人からの贈与(以下､併せて｢相続等」

という。）により取得するもの（相続税法の規定により

相続等により取得したものとみなされるものを含む｡）

を非課税所得とする旨を定めている。また、相続税法1

4条1項は､相続税の課税価格に算入すべき価額からそ

の金額を控除すべき債務は、「確実と認められるもの」

に限る旨を定めている。

（21株式会社三和銀行（以下、商号変更等の前後を通

じて「本件銀行」という。）は、平成5年9月6日付け

でB(以下「B」という。）を借主、その子であるAを

保証人として16億円を貸し付けたとして（以下、この

貸付けを「本件貸付け」という。)、平成14年2月15

日、B及びAを被告として、本件貸付けに係る元金16

億円等の支払を求める訴訟（以下「前訴」という。）を

9



裁 判 所 時 報 令和8年7月15日 第1890号

いて、当初、上記(71の支払債務を各2分の1の割合で相

続したとして､その金額を課税価格に算入すべき価額か

ら控除していたが、平成29年5月12日、これを控除

しない旨の内容を含む修正申告をした。

伽 所轄税務署長は、平成30年4月25日、被上告

人らに対し､本件債務の免除により受けた各自4億86

85万円（本件債務の金額の2分の1）の経済的利益が

一時所得に当たるとして、本件各処分をした。

3 原審は、上記事実関係等の下において、要旨次の

とおり判断し、本件各処分の取消請求を認容した。

相続税の課税価格の算定に当たり、相続税法14条1

項の「確実と認められるもの」に当たらず、担税力を減

殺させるものではないとして控除されなかった債務が

相続開始後に免除を受けたからといって、これによって

債務者に新たな担税力が生じると解するのは相当でな

い。被相続人から相続した債務であって、相続税の課税

価格の算定に当たり、近い将来に免除を受ける可能性が

極めて高いこと等を理由に同項によって課税価格に算

入すべき価額から控除されなかったものが､その後に免

除された場合は、当該債務免除に係る相続人の利益は、

形式的には当該債務免除を受けた時点で発生したもの

といえるとしても、所得税との関係では、潜在的には相

続により取得していたものとみることが可能である。ま

た、当該債務免除に係る相続人の利益は、相続により取

得した財産のうち控除されなかった上記債務に相当す

る部分の経済的価値と実質的に同一のものということ

ができる。そうすると、特段の事情のない限り、これに

所得税を課すことは本件規定に反するものとして許さ

れないというべきである｡本件において上記特段の事情

は見当たらないから､本件債務が免除されたことによる

利益に所得税を課すことは､本件規定に反し許されない。

4 しかしながら､原審の上記判断は是認することが

できない。その理由は次のとおりである。

本件規定にいう「相続、遺贈又は個人からの贈与によ

り取得するもの」とは、相続等により取得し又は取得し

たものとみなされる財産そのものを指すのではなく、当

該財産の取得によりその者に帰属する所得を指すもの

と解される。そして、当該財産の取得によりその者に帰

属する所得とは､当該財産の取得の時における価額に相

当する経済的価値にほかならず､これは相続税又は贈与

税の課税対象となるものであるから､本件規定の趣旨は、

相続税又は贈与税の課税対象となる経済的価値に対し

ては所得税を課さないこととして､同一の経済的価値に

対する相続税又は贈与税と所得税との二重課税を排除

したものであると解される（以上につき、最高裁平成2

0年(行上）第16号同22年7月6日第三小法廷判決・

民集64巻5号1277頁参照)。

債鏡熟貌囎繰駕醗鴛蝶’

これによる経済的利益を相続等により取得したという

ことはできない。そして、本件相続に関し、本件債務が

相続税法14条1項所定の「確実と認められるもの」に

当たらず､相続税の課税価格に算入すべき価額からその

金額が控除されないとしても､本件相続後に本件債務が

消滅することによって生ずる経済的価値に対して相続

税が課されるものではないから､上記経済的利益に所得

税を課すことは､同一の経済的価値に対し相続税と所得

税とを二重に課すものとはいえず､本件規定の上記趣旨

に反するものではないというべきである。

したがって､本件債務の免除により被上告人らが受け

る経済的利益は､本件規定所定の非課税所得には当たら

ず、上記経済的利益に所得税を課すことが、本件規定に

する まできないと
＞

ことI反 |ノ、 つ

5 これと異なる原審の判断には､判決に影響を及ぼ

すことが明らかな法令の違反がある｡論旨は理由があり

原判決は破棄を免れない。そして、その余の点について

更に審理を尽くさせるため､本件を原審に差し戻すこと

とする。

よって、裁判官石兼公博の反対意見があるほか、裁判

官全員一致の意見で、主文のとおり判決する。なお、裁

判官平木正洋、同沖野眞已の補足意見がある。

裁判官平木正洋の補足意見は、次のとおりである。

私は、多数意見に賛同するものであるが、原判決を支

持する石兼裁判官の反対意見があることを踏まえ､意見

を述べておきたい。

1 原判決は､被上告人らが本件債務を免除されたこ

とによって受けた利益(以下｢本件債務免除益」という。）

は、被上告人らがAから相続した財産のうち、相続税法

14条1項にいう「確実と認められるもの」に当たらな

いとして控除されなかった本件債務に相当する部分の

経済的価値と実質的に同一のものと評価できるという

点を重視して､本件債務免除益に所得税を課すことは許

されないとしている。

2 本件では､被上告人らがAを相続した後に本件債

務の免除の効力が生じたのであるが､原半l1決のように経

済的価値を問題にするのであれば､(1)Aが存命中に本件

債務の免除の効力が生じたと仮定した場合（以下「仮定

事例」という。）の課税関係と、(2)原判決の考え方によ

る課税関係とを､経済的価値の観点から比較検討してみ

ることも有益であろう。というのも、仮定事例の課税関

係は、本件債務の免除等を内容とする債務引受契約（多

数意見2(7)参照)が履行された場合に本来想定されてい

た課税関係であるからである。

（11仮定事例においては､本件債務は免除されて消滅

したから、①Aに対しては、本件債務免除益に所得税が

課されることとなり、②その後に被上告人らがAから相

続した財産から本件債務は控除されず､そのような相続

財産について被上告人らは相続税を課されることとな

10
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の効力が生じたことに係る利益であり、仮に上記の期待 ｜
権ないし地位を相続によって取得したとみるとしても、

その取得自体の経済的価値を観念してそれに対して所

得税が課されたものとはいえない。したがって、上記の

期待権ないし地位を観念したとしても、これをもって相

続により取得した「所得」とみることはできず、本件債

務免除益について本件規定の該当性を肯定するのは文

理上困難である。

また、仮に、当該債務免除に係る経済的利益を、所得

税との関係においては､潜在的には相続により取得する

経済的価値であるとみ、かつ、その経済的価値が、相続

税の課税価格に算入されなかった当該債務免除に係る

部分の債務の経済的価値と実質的に同一であるとみる

としても、相続税課税において、その経済的価値が課税

の対象とされたものとみることはできないから､相続税

と所得税との間の二重課税の排除を図る本件規定の趣

旨に照らしても､本件規定に該当するとみることはでき

ない。

したがって、当該債務免除益に係る所得について、本

件規定の「相続…により取得するもの」に該当するとす

るのは､本件規定の文言及び趣旨を超える解釈といわざ

るを得ない。

（2）原判決は､本件場合における相続人の担税力の増

減に関して､相続税課税と所得税課税との間での相続債

務の負担による担税力への影響に関する評価が相反す

ることを問題視して､当該債務免除益に係る所得が本件

規定に掲げる所得に当たるものと半|｣断したものと解さ

れる。すなわち、原判決は、相続財産の課税価格の算定

において相続債務の金額が控除されるのは､それに相応

して担税力が減殺するためであり、所得税について債務

の免除によって所得が発生するのはそれによって担税

力が増加するためであると考えられるところ､ある相続

債務について相続税課税においてその負担によって担

税力を減殺させるものではないという評価又は扱いを

しながら、所得税において、その免除によって担税力が

増加するという評価又は扱いをすることは､その債務負

担により担税力が減殺していたという評価が前提とな

るはずであるから、同一の債務の負担に関する担税力へ

の影響についての評価が相反することを問題視した上

で、その解決を、相続税と所得税との調整を行う本件規

定を適用することによって図ろうとするものと考えら

れる。

しかし、本件規定が、およそ一般に所得税課税と相続

税課税における担税力に関する評価の調整を行うもの

と解することはできず､飽くまでも所得税と相続税の二

重課税の排除をしようとするものである以上､上記(1)の

とおりであり、本件規定をもって上記判断に示された問

題意識に対応するのは､租税法規の解釈として無理があ

るといわざるを得ない。

る（納税者がAであるという違いはあるものの、本件債

務免除益は所得税の課税対象となっている｡)。

（2）これに対して、原判決の考え方によれば、①仮定

事例と同様に、本件債務は相続財産から控除されず、そ

のような相続財産について被上告人らは相続税を課さ

れることとなるものの、②仮定事例とは異なり、本件債

務免除益に所得税は課されないことになる。このような

原判決の考え方の下では､本件債務免除益が明らかに発

生しているにもかかわらず､相続という事象を経ること

によって､だれも本件債務免除益に係る所得税を納税し’

ないという結果を招いており仮定事例における課税闇｜
係との均衡を欠いている。

3 ちなみに、本件の第1審判決は、①本件債務は相

続財産から控除されず（相続税法14条1項)、そのよ

到露興簡ﾐ顛駕轆蕊熊｜
所得税が課されることとなる旨判断しており、仮定事例 ；

における課税関係と整合的なものであるといえよう。 ，

4 以上の検討結果に照らすと、原判決の考え方は、｜
経済的価値の観点からみても問題があり、採用すること

ができないと考えられる。

裁判官沖野眞已の補足意見は、次のとおりである。

私は､多数意見に賛同するものであるが､事案に鑑み、

その趣旨及び判断対象について､意見を述べておきたい。’
1(1)本件規定は､所得のうち「相続…により取得す’

誤爆遮堅唾i蕊熱職亨｡｢鵠｜
により取得する」「所得」である必要がある。

相続税について､相続開始の際現に存する被相続人の

債務（相続税法13条1項1号）を相続人が負担するも

のの、その負担に係る債務が、近い将来にその免除を受

ける可能性が極めて高いこと等を理由に、「確実と認め’

られるもの」（同法14条1項）に該当しないとして、｜

課税価格に算入すべき価額からその金額が控除されな’
かつた場合において、相続開始後に、相続人の下で当該｜
債務免除の効力が生じたとき(以下｢本件場合」という。）、

当該債務免除に係る相続人の経済的利益は､相続人の下

で実現したものである。

原判決は、当該債務免除に係る経済的利益を、所得税

との関係においては､潜在的には相続により取得する経

済的価値であるとみることができるとする。確かに、本

鮮懸罷鴬繋W猟鰯鰄戦I
付された金銭債務を相続しているとみられるから､債務

免除益について､停止条件付きで債務免除を受ける期待

権ないし地位を相続したとみることも考えられなくは

ない。しかし、本件において所得税の課税対象とされた

経済的利益は､相続開始後に相続人が停止条件を成就さ

せる行為（分割金の支払）をしたことにより、債務免除

」

111



裁 判 所 時 報 令和8年7月15日 第1890号

2(1)もっとも､原判決が指摘する上記1(2)の担税力

に関する評価は､債務免除益に対する所得税課税の根拠

との関係で､本件場合における相続人の債務免除益の所

得該当性に影響するとも考えられる。

すなわち、例えば、仮に債務免除益に係る所得税課税

が、債務の免除に対応して消極財産が減じ、それにより

プラスマイナスの総財産が増加して、所得税法上、資産

が増加して担税力が増加することに着目するものと考

えるならば、相続人が承継した相続債務について、相続

税課税において(将来の債務免除の可能性の高さ等を考

盧して)課税価格の算入から控除されなかった場合には

債務免除の前提となる債務負担において担税力を減殺

するものではないと評価されそのように処遇されてい

るのであり、そうである以上、担税力を減殺しない債務

の負担について当該債務が免除されることによって担

税力が増加したと評価されるものではなく、したがって

当該債務免除によって資産の増加は生じないという考

え方があり得る。

また、債務免除益に係る所得税課税が、借入金債務の

免除の場合のように､対応する経済的価値の流入を減殺

していた債務が免除されることでそれに相応する経済

的価値分の減殺の前提が崩れ､それにより担税力が増加

することを捉えるものと考えるならば､包括承継である

相続によって、相続財産（積極財産）と相続債務が承継

される場合、相続財産（積極財産）と相続債務との間に

は､上記借入金とその返済債務と同様の構造を見出すこ

とができる｡そして､相続後における相続債務の免除は、

この構造を免除の範囲で覆すことになるから、これに相

応した相続財産（積極財産）の取得による経済的価値に

つき、担税力が増加するとみることができる。そうだと

すれば、相続税課税において、そもそも、相続債務の金

額が相続財産（積極財産）の課税価格から控除されなか

ったのであれば､当該債務については上記構造の成立が

認められなかったということとなるから、その後に免除

がされても、それにより担税力が増加するものではない

という考え方もあり得る。

（2）以上は､相続債務の債務免除益に係る所得税課税

において､直ちにこれらの考え方が採られるべき旨を述

べるものではない。

上記(1)は､相続税は一種の所得税であり両者は共通す

る性格を有するという理解の下､具体的な事象の評価及

び扱いを統一的、共通的に行うべきであり、相続税の課

税において債務控除の対象とならないとの評価及び扱

いがされた場合､所得税課税において同様の評価及び扱

いがされるべきであることを前提としている。しかし、

所得税と相続税に上記のとおり共通する性格を有する

面があるとしても、相続税法は、本来は相続人等の所得

税の課税対象となるべきとも考えられる相続財産の取

得について、所得税法とは別個に、固有の課税体系を設

けているのであって、特別の規定がない限りは、具体的

な事象の評価及び扱いは､それぞれの領域ごとに独立し

てされるべきであるとの考え方もあり得る。このような

前提に立てば、本件においても、相続税法上、本件債務

が（相続税法上の観点からの）担税力を減少させるもの

ではないと評価されるべきものであるとしても､借入金

債務である本件債務について免除の効力が生じること

について（所得税法上の観点から）担税力があると評価

することが妨げられることはないと考えることもでき

る。

また、上記(1)では、借入金債務の免除との対比におい

ては､包括承継の一部として債務免除に係る債務を相続

人が負担している点を捉えて､一方に当該債務を含む相

続債務の承継･負担があり、他方に相続財産(積極財産）

の取得があると捉えたものであるが、これに対し、当初

の借入金債務と借入金の承継に着目することも考えら

れるのかもしれない。もっとも、そのような考え方によ

る場合には､当初の借入金による経済的価値と借入金債

務とを相続人がどのように承継しているのかが問題と

なり、本件のように和解契約を経ている場合には、借入

金からの財産の変遷とともに､借入金債務についても和

解契約（裁判上の和解）による変容があり、それらをど

うみるのかという問題も生じ得るように思われる。

（3）そもそも､債務免除益に係る所得税課税の根拠及

び要件については様々な議論がある上､本件におけるよ

うな相続が関わる場合の相続債務との関係については、

従来、十分な議論がされてきたとはいい難い。

多数意見は､本件における本件規定の適用について判

断したものであって､本件場合における相続人の債務免

除益の所得該当性について、肯定、否定いずれの判断を

したものでもない。

裁判官石兼公博の反対意見は、次のとおりである。

私は、多数意見と異なり、原審の判断は是認すること

ができ、本件上告を棄却すべきであると考えるので、以

下、その理由を述べる。

1 相続税法13条1項1号は､相続税の課税価格に

算入すべき価額から､被相続人の債務で相続開始の際現

に存するものを控除する旨を定め、同法14条1項は、

相続税の課税価格に算入すべき価額からその金額を控

除すべき債務は、「確実と認められるもの」に限る旨を

定めている。これらの規定は、債務の弁済に必要な資金

を相続税課税の対象外とすることによって、これを相続

人に留保させることを意図したものと考えられるとこ

ろ、このことは、上記各条項所定の債務が、相続人の担

税力を減少させる要因として評価されていることを意

味する。すなわち、当該債務は、担税力を減少させるも

のとして､消極的経済的価値を有するものと捉えられて

いる。

これを本件についてみると、本件相続に係る被上告人
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一

らの相続税において、本件債務は、相続税法13条1項

1号及び14条1項所定の債務に当たらないものとし

て､その課税価格に算入すべき価額から控除されなかっ

たのであり、これによって、本件債務は、担税力を減少

させる価値を有するものとは評価されずに、これに相当

する経済的価値が相続税の課税対象となったというこ

とができる。このような本件債務が相続の後に免除され

たことによって被上告人らが受ける経済的利益に対し

て所得税を課すことは､本件債務が担税力を減少させる

ものであったために､その免除が担税力を増加させると

評価することを意味するものと考えざるを得ない｡すな

わち、本件債務は、相続税課税時には担税力を減少させ

る価値がないと評価されたものの､所得税課税時には担

税力を減少させる価値があるという異なった評価を受

けたため､本件債務という同一の消極的経済的価値に対

して､所得税と相続税が二重に課税されたものというこ

とができる。

2 本件において､本件債務が免除されたことによっ

て被上告人らが受ける経済的利益に対して所得税を課

すことが二重課税に当たらないとする論拠には、「相続

税の課税対象は積極財産であって、消極財産（債務）は

その課税価格を算出する際の控除要素にとどまり、課税

対象に含まれない」というものが考えられる。

確かに相続税法は、債務に関する規定を、相続税の課

税価格に算入すべき価額との関係で設けているが（13

条1項1号、14条1項)、課税価格（課税標準）は飽

くまでも課税対象（課税物件）を数量化して税額を算出

するための概念であって､相続税の課税価格の算出に当

たって債務が控除されるか否かは､その課税対象の範囲

にも関わる事柄とみるべきである。そして、所得税にお

いては、「課税対象は積極財産に限り、消極財産は課税

標準の算出に当たって考慮されるにすぎない」とは考え

られていない｡多数意見も引用する最高裁平成22年7

月6日判決は、本件規定の趣旨を「相続税…の課税対象

となる経済的価値｣に所得税を課さないことと判示して

いるが、以上でみたところによれば、ここでいう「課税

対象となる経済的価値」を、積極財産に限定すべきであ

るとは考えられない。そうすると、本件債務の消極的経

済的価値が相続税の課税価格の算定において控除され

なかったことは､単に課税標準の算定の問題にとどまる

ものではないというべきであって、上記1のとおり、こ

れに相当する経済的価値が相続税の課税対象とされた

ことを意味するものと理解すべきである。

3 以上によれば、本件において、本件債務の免除に

より被上告人らが受ける経済的利益に対して所得税を

課すことは､同一の経済的価値に対する相続税又は贈与

税と所得税との二重課税を排除する趣旨の規定である

本件規定に反するものであり、本件各処分は取り消され

るべきであると考える。

(裁判長裁判官 沖野眞已 裁判官 林 道晴 裁判官

渡辺惠理子 裁判官 石兼公博 裁判官 平木正洋）
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促進するための工夫、課題等について、意見交換

が行われた。意見交換においては、各デジタルツ

ールの活用が進んできたことにより、部や庁、世

代等を超えたコミュニケーションが促進されるよ

うになってきており、庁規模等を踏まえた役割分

担を意識しつつ、若い世代の声や多様な知識・経

験が組織運営に活かされるようになってきている

といった意見があった。一方で、立場や部署、担

当事務等による情報に差があることを意識しなが

ら全体的な議論を進める必要性についての指摘

や、デジタルツールの活用次第ではかえって情報

過多となってしまい、的確な情報伝達に課題があ

るといった指摘もあり、更なるコミュニケーショ

ンの工夫の必要性についての意見も出された。

2 事務的協議においては、近時の社会経済情勢の

変化やそれに伴う国民のニーズの変化等に適切に

対応し、将来にわたって、より質の高い裁判を迅

速に行うため、裁判事務の合理化・効率化を進め

ていくことが重要であるとの認識の下、デジタル

化を契機とした裁判事務の検討、とりわけ標準

的・汎用的な事務処理を推進して、裁判事務を合

理化・効率化していくための課題等について意見

交換が行われた。

デジタル化は裁判事務の合理化・効率化を進め

る重要な契機になるべきものであり、システム導

入等により標準的・汎用的な事務処理を進めてい

くことは重要であり、裁判利用者との関係でもそ

れが望ましいという意見が多かった。もっとも、

裁判官の職権行使の独立や、審理運営・事務処理

上の創意工夫等との関係で、どのようにバランス

を取りながら進めていくのがよいかについて、更

に検討が必要であるという指摘もあった。

以上を踏まえつつ、標準的・汎用的な事務処理

の推進を組織として進める上で所長がどのような

役割を果たすべきかについても議論がされた。そ

の中では、各庁の実情・規模を踏まえ、具体的な

事件分野や業務を前提とした地道な議論を継続的

に行うことが重要であるとの意見が多く出され

た。また、庁の規模に応じた役割分担や上級庁の

関わりについても更なる工夫が必要であるといっ

た指摘もあった。

記事

◎令和8年度長官所長会同協議結果概要

1 令和8年6月10日、11日の両日にわたり、

最高裁判所において、全会同員が参集する形で、

高等裁判所長官、地方裁判所長及び家庭裁判所長

会同が開催された。

本年の会同においても、昨年までと同様、裁判

所の紛争解決機能を全体として高めていくための

司法行政上の方策について、協議が行われた。

具体的には、本年は、5月に民事訴訟のデジタ

ル化フェーズ3が開始され、以後、順次刑事手

続・少年事件、家事事件・民事非訟事件へと全事

件分野にわたってデジタル化が進展することや、

裁判官を含む裁判所職員の置かれた環境や働き方

に関する意識の変化などを踏まえ、中長期的な組

織課題に対する各庁の実情に適した取組の実情や

課題、対応策等について意見交換が行われた。

近時の裁判所を取り巻く社会経済情勢等の変化

の速さは、これまで経験したことのないものであ

り、デジタル化も日進月歩の進展が続いており、

近い将来であっても的確に予測することは容易で

はない状況の中では、当面の裁判手続のデジタル

化を着実かつ円滑に導入・実行していくために

は、庁の規模や実情の相違も踏まえつつ、柔軟か

つ機動的に軌道修正を図っていくことが重要であ

るという意見が多く出された。一方で、上記のよ

うな姿勢で組織的な取組を行うに当たって、試行

錯誤として許容される範囲についての認識が十分

に共有されていないといった指摘もあった。

その上で、柔軟かつ機動的で施策実行力の高い

組織運営を行い、組織課題に対する取組を進める

ために、地方裁判所・家庭裁判所において、所長

や幹部職員が中心となることが必要であり、裁判

官を含む職員の異動も念頭に、次代継承や継続性

を意識することが重要であるという意見が出さ

れ、異論は見られなかった。そのような認識の

下、所長等において、各庁の実情について的確な

把握を進めながら、裁判官その他の職員との間、

他庁や上級庁との間の連携協働や情報流通を更に

14
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◎人事異動

山形地方・家庭裁判所判事補

千葉地方・家庭裁判所木更津支部判事

補 木村大慶

定年退官

東京簡易裁判所判事 山下伸生

（以上6月17日）

定年退官

東京簡易裁判所判事 西村公雄

（6月19日）

定年退官

高知簡易裁判所判事 萩原高徳

（6月25日）

定年退官

大阪高等裁判所判事 上田卓哉

（6月26日）

定年退官

木更津簡易裁判所判事 山北 学

（6月28日）

大阪家庭・地方裁判所判事補

千葉地方・家庭裁判所松戸支部判事補 山田覚己

大阪地方・家庭裁判所判事補

鳥取地方・家庭裁半|｣所判事補 青戸大悟

京都地方・家庭裁判所判事補

那覇地方・家庭裁判所判事補 赤瀬柚紀

東京地方裁判所判事補

函館地方・家庭裁判所判事補 佐藤秀行

木更津簡易裁判所判事

東京簡易裁判所判事 森 健児

（以上6月29日）

定年退官

東京簡易裁判所判事 森 義之

依願退官

京都地方裁判所判事補 林 萌百

（以上6月30日）

東京家庭裁判所判事

東京高等裁判所判事 日野直子

東京高等裁判所判事

水戸地方・家庭裁半|｣所判事 佐々木健二

水戸地方・家庭裁判所半|｣事

東京高等裁判所判事 三井大有

大阪家庭・地方裁判所岸和田支部判事補

千葉地方・家庭裁半ll所半|｣事補 岸本若菜

神戸地方・家庭裁判所姫路支部判事補

鹿児島地方・家庭裁判所判事補 赤坂誠悟

依願退官

東京高等裁判所判事

同

大阪高等裁判所判事

佐藤 基

杉本宏之

木太伸広

(以上7月1日）
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民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
が
、
令
和
八
年
六
月

二
十
四
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
附
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
各
号

に
掲
げ
る
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
ま
す
。

標
記
の
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
四
号
）
が
、
令
和
八
年
六
月
十
日
に
公
布
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
、
附
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
、
第

一
条
並
び
に
附
則
第
二
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
同
年
七
月
十
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
最
近
に
お
け
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
に
係
る
状
況
等
に
鑑
み
、
預
貯

金
通
帳
の
不
正
譲
渡
等
に
対
す
る
罰
則
の
引
上
げ
、
預
貯
金
口
座
等
を
利
用
し
た
財
産
の
移

転
等
を
人
に
有
償
で
依
頼
す
る
行
為
等
に
対
す
る
罰
則
の
創
設
、
預
貯
金
口
座
等
が
犯
罪
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
警
察
官
に
よ
る
預
貯
金
口
座
等
を
用
い
た
措
置
に
関

す
る
規
定
の
整
備
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の

で
す
。

◎
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
八
年
六
月
一
○
日
公
布

法
律
第
三
四
号
）

《
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
》

法
律

等

《
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
》

法
律
Ⅱ
別
添
１
の
と
お
り

』

誕

毎＝

語

こ
の
法
律
は
、
高
齢
化
の
進
展
、
単
身
高
齢
者
世
帯
の
増
加
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
鑑
み
、
成
年
後
見
及
び
遺
言
の
制
度
を
国
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る
等
の
観

点
か
ら
、
成
年
後
見
に
つ
い
て
、
後
見
及
び
保
佐
の
制
度
の
廃
止
並
び
に
補
助
の
制
度
の
適

用
範
囲
の
拡
大
、
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
者
に
つ
い
て
の
補
助
の
制
度

の
特
例
の
創
設
、
任
意
後
見
契
約
と
補
助
の
制
度
と
の
関
係
の
見
直
し
等
を
行
う
と
と
も

に
、
遺
言
に
つ
い
て
、
電
磁
的
記
録
等
を
も
っ
て
作
成
す
る
保
管
証
書
遺
言
の
創
設
等
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

◎
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文

◎
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

新
旧
対
照
条
文
Ｉ
別
添
２
の
と
お
り

（
法
律
本
文
は
省
略
．
条
文
に
代
え
て
、
新
旧
対
照
条
文
を
掲
載
．
）

（
令
和
八
年
六
月
二
四
日
公
布

法
律
第
四
五
号
）
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裁判所時報第1890号 別添1

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

す
る
。第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
預
貯
金
取
扱
事

業
者
」
と
い
う
」
に
、
『
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
イ
」
に
、
「
特
定
事
業
者
と
の
間
に
お

け
る
預
貯
金
契
約
に
係
る
」
を
「
当
該
」
に
、
「
一
年
」
を
「
三
年
」
に
、
「
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
」
に
、
「
一
年
」
を
「
三

年
」
に
、
「
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万

る
。

条
と
す
る
。

円
一
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
」
に
、

．
年
」
を
「
三
年
」
に
、

「
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万
円
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ハ
」
に
、
「
｜
年
」
を
「
三

年
」
に
、
「
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万

円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
二
十
七
条
及
び
前
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
及
び
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
三
億
円
以
下
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」

に
、
「
二
億
円
」
を
「
三
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
前
条
』
に
、
「
同
条
」
を
「
二
億
円
以

下
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
条
第
四
項
第
一
号
ホ
」
に
、
二
年
」
を
「
三
年
」
に
、
「
百
万

目
次
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
を
削
る
。

第
二
十
七
条
中

二
年
」
を
「
三
年
」
に
、
「
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
第
六
章
中
同
条
を
第
二
十
五
条
と

2 1

円
一
を
「
五
百
万
円
一
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
年
一
を
「
五
年
一
に
、
「
五
百
万
円
一
を
「
千
万
円
一
に
改
め
、
同

条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条

通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、

4 勧
誘
し
、
又
は
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
方
法
に
よ
り
人
を
誘
引
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

３
業
と
し
て
第
一
項
前
段
又
は
前
項
前
段
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
五
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

2 自
己
又
は
第
三
者
が
管
理
し
、
又
は
管
理
し
よ
う
と
す
る
財
産
を
移
転
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
に
、
有
償
で
特
定

役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
を
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に
、
当
該
目
的
で
、
有
償
で
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
を
す
る
よ
う
、
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る

方
法
に
よ
り
人
を
誘
引
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
他
人
の
依

頼
を
受
け
て
、
当
該
他
人
に
前
項
前
段
の
目
的
が
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
有
償
で
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
を

し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
通
常
の
商
取
引

又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行

為
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
、
有
償
で
の
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
の
実
施
を
自
己
に
依
頼
す
る
よ
う
、
人
を

第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

｜

預
貯
金
契
約
等
役
務
（
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
と
の
間
に
お
け
る
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め

る
契
約
に
係
る
役
務
及
び
預
貯
金
取
扱
事
業
者
又
は
資
金
移
動
業
者
と
の
間
に
お
け
る
為
替
取
引
に
よ
る
送
金
又
は
そ

の
受
取
に
係
る
役
務
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利
用
し
て
自
己
以
外
の
者
に
財
産
を
移
転
す

る
行
為

イ
預
貯
金
取
扱
事
業
者

預
貯
金
契
約

ロ
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
利
用
契
約

ハ
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
電
子
決
済
手
段
等
取
引
契
約

二
電
子
決
済
等
取
扱
業
者
等
瞳
子
決
済
等
利
用
契
約

ホ
暗
号
資
産
交
換
業
者
暗
号
資
産
交
換
契
約

341



年
一
に
、
「
百
万
円
一
を
「
五
百
万
円
一
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
一
に
、
「
五
百
万
円
一
を
「
千
万

円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
条

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
四
章

監
督
（
第
十
五
条
’
第
十
九
条
）

第
四
章
の
二

口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置

第
一
節

口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
の
実
施
（
第
十

第
二
節

特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給

目
吹
中
「
第
四
章
監
督
（
第
十
五
条
’
第
十
九
条
）
」
を

第
一
款

通
則
（
第
十
九
条
の
十
一
’
第
十
九
条
の

第
二
款

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
（
第
十

第
三
款

雑
則
（
第
十
九
条
の
十
八
’
第
十
九
条
の

第
三
節

雑
則
（
第
十
九
条
の
二
十
八
・
第
十
九
条
の

三
預
貯
金
契
約
等
役
務
を
利
用
し
て
財
産
を
受
け
取
る
こ
と
を
約
し
て
、
当
該
財
産
に
相
当
す
る
財
産
の
全
部
又
は
一

部
を
自
己
以
外
の
者
に
移
転
す
る
行
為

第
三
十
三
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑

若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
三
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し

く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若

し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
と
き
。

二
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答

弁
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
二
」
に
、
「
一
年
」
を
「
三

二
預
貯
金
契
約
等
役
務
を
利
用
し
て
受
け
取
っ
た
財
産
に
相
当
す
る
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
自
己
以
外
の
者
に
移
転

す
る
行
為
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九
条
の
二
’
第
十
九
条
の
十
）

に
、
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
改
め
る
。

十
三
）

九
条
の
十
四
’
第
十
九
条
の
十
七
）

二
十
七
）

二
十
九
）

」

第
一
条
中
「
の
措
置
」
の
下
に
「
及
び
警
察
官
に
よ
る
預
貯
金
口
座
等
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
五
項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
の
下
に
「
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六

項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
を
「
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
中
「
第
十
五
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
五
号
」
を
加
え
、
『
次
条
及
び
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に

お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
「
特
定
信
託
受
益
権
」
の
下
に
「
（
信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
第
百
八
十

五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
発
行
信
託
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
法
第
百
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
無
記
名
受
益

権
に
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
｜
を
加
え
、
「
同
条
第
十
項
一
を
「
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
項
一
に
改

め
る
。第
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
を
「
公
安
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
道
府
県
警
察
本
部

長
」
の
下
に
「
（
以
下
「
警
察
本
部
長
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
二

口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置

第
一
節

口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
の
実
施

（
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
の
開
設
等
）

第
十
九
条
の
二

警
察
官
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
（
以
下
「
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す

十
九
条
の
二

警
察
官
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
（
以
下
「
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す

る
た
め
、
そ
の
所
属
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
対
し
、
そ
の

身
分
を
証
明
す
る
証
票
及
び
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
面
の
提
示
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ

の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
当
該
提
示
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
行
っ
て
、
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
（
警
察
本
部
長
と
次
の
各
号
に
掲
げ
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る
特
定
事
業
者
と
の
間
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
契
約
に
よ
り
、
当
該
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に

開
設
さ
れ
、
又
は
設
定
さ
れ
る
口
座
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
「
口
座
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
口
座

等
に
係
る
通
帳
、
カ
ー
ド
そ
の
他
の
も
の
に
お
い
て
表
示
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
る
当
該
口
座
等
の
名
義
人
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
当
該
口
座
等
が
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
当
該
口
座
等
犯
罪

利
用
防
止
措
置
の
相
手
方
そ
の
他
の
者
に
推
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
開
設
し
、
又
は
設
定
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
第
一
十
六
条
第
一
項
及
び

第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
預
貯
金
取
扱
事
業
者
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第

三
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
預
貯
金
契
約
（
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
預
貯
金

契
約
」
と
い
う
。
）

二
第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
の
二
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
高
額

電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
」
と
い
う
。
）

高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
が
顧

客
に
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
を
利
用
さ
せ
る

三
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
資
金
移

動
業
者
」
と
い
う
ｐ
）

資
金
移
動
業
者
と
の
間
に
お
け
る
為
替
取
引
に
よ
る
送
金
又
は
そ
の
受
取
に
係
る
役
務
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約

四
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容

と
す
る
契
約
（
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
電
子
決
済
手
段
等
取
引
契
約
」
と
い
う
。
）

五
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
の
三
か
ら
第
三
十
一
号
の
五
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い

て
「
電
子
決
済
等
取
扱
業
者
等
」
と
い
う
。
）

銀
行
法
第
二
条
第
十
七
項
各
号
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
第

二
項
各
号
又
は
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ

と
を
内
容
と
す
る
契
約
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
電
子
決
済
等
利
用
契
約
」
と
い
う
。
）

六
暗
号
資
産
交
換
業
者
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す

る
契
約
（
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
暗
号
資
産
交
換
契
約
」
と
い
う
。
）

と
い
雷
っ
。
）

こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
（
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払
手
段
利
用
契
約
一
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（
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
の
実
施
）

第
十
九
条
の
三

警
察
官
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
認
め
た
場
合
に
お
い
て
、
預
貯
金
口
座
等
（
前
条
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事

業
者
と
の
間
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
契
約
に
係
る
役
務
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
「
預

貯
金
契
約
等
役
務
」
と
い
う
。
）
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
開
設
さ
れ
、
又
は
設
定
さ
れ
た
口
座
等
を
い
う
●

以
下
こ
の

条
及
び
第
十
九
条
の
十
一
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
属
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
犯
罪
利
用
防
止

措
置
用
口
座
等
に
係
る
通
帳
、
カ
ー
ド
、
預
貯
金
契
約
等
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
情
報
そ
の
他
当
該
預
貯

金
契
約
等
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
以
下
「
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
通
帳
等
」
と
い
う
。
）
を
譲
り

渡
し
、
交
付
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
（
第
二
号
及
び
第
十
九
条
の

六
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
を
受
託
し
て
犯
罪
利
用

防
止
措
置
用
口
座
等
に
お
い
て
財
産
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
口
座
等
関
係
情
報
」

と
い
う
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
預
貯
金
口
座
等
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
犯
罪
利
用
防

止
措
置
用
口
座
等
又
は
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
通
帳
等
を
用
い
た
措
置
を
識
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

口
座
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
当
該
措
置
に
係
る
事
実
を
隠
し
、
又
は
偽
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
預
貯
金
通
帳
等
、
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払

式
支
払
手
段
利
用
情
報
、
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
為
替
取
引
カ
ー
ド
等
、
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

電
子
決
済
手
段
等
取
引
用
情
報
、
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
決
済
等
利
用
情
報
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
暗
号
資
産
交
換
用
情
報
を
砿
り
渡
し
、
交
付
し
、
又
は
提
供
す
る
よ
う
、
人
を
勧
誘
し
、
又
は
広
告
そ
の
他

こ
れ
に
類
似
す
る
方
法
に
よ
り
人
を
誘
引
す
る
者
（
通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
）

二
有
償
で
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
を
す
る
よ
う
、
人
に
依
頼
し
、
又
は
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
方
法
に

よ
り
人
を
誘
引
す
る
者
（
前
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
）

（
特
定
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
求
め
）

第
十
九
条
の
四

警
察
官
は
、
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

は
、
警
察
官
は
、
当
該
措
置
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
警
察
官
の
氏

名
、
身
分
そ
の
他
の
事
項
、
当
該
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
通
帳
等
又
は
当
該
口
座
等
関
係
情
報
が
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
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第
十
九
条
の
六

前
条
の
規
定
に
よ
り
財
産
を
保
管
し
た
警
察
本
部
長
は
、
速
や
か
に
、
当
該
保
管
の
原
因
と
な
っ
た
同
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
（
以
下
「
保
管
原
因
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該
保
管
に
係
る

財
産
（
当
該
財
産
が
金
銭
債
権
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
銭
債
権
の
価
額
に
相
当
す
る
金
銭
）
を
返
還
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
後
速
や
か
に
返

還
す
る
も
の
と
す
る
。

一

こ
の
節
の
規
定
の
施
行
又
は
犯
罪
の
捜
査
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

二
保
管
原
因
行
為
が
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
管
原
因
行
為
に
係

る
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
係
る
財
産
の
払
戻
し
を
求
め
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
財
産
に

係
る
債
権
に
つ
い
て
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
若
し
く
は
仮
処
分
の
手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
情

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
す
る
財
産
の
価
額
又
は
数
量
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
価
額
等
」
と
い

う
。
）
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
財
産
の
保
管
が
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
保
管
の
開
始
の
時
の
価
額
等
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
対
し
、
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
係
る
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提

供
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
移
転
を
受
け
た
財
産
の
保
管
）

第
十
九
条
の
五

口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
が
あ
っ

た
と
き
は
、
当
該
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
の
指
揮
を
行
う
警
察
本
部
長
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
を
行

う
た
め
に
当
該
各
号
に
定
め
る
財
産
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
へ
の
財
産
の
移
転
当
該
移
転
に
係
る
財
産

二
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
通
帳
等
の
誠
渡
し
、
交
付
又
は
提
供
の
対
価
を
受
け
取
る
こ

と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
警
察
官
へ
の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転

当
該
移
転
に
係
る
財
産

２
警
察
本
部
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
財
産
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
段
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は

そ
の
保
管
若
し
く
は
返
還
に
過
大
な
費
用
若
し
く
は
手
数
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
財
産
を
換
価
し
て
当
該
換
価
に
よ
り

得
ら
れ
た
金
銭
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
管
財
産
の
返
還
）
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３
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
に
要
す
る
費
用
は
、
当
該
返
還
を
受
け
る
者
の
負
担
と
す
る
。

４
警
察
本
部
長
は
、
吹
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
返
還
の
相
手
方
に
対
し
て
引
き
渡
す
財
産
の
価
額
等
か
ら
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
移
転
に
係
る
財
産
に
相
当
す
る
財

産
の
価
額
等
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
保
管
原
因
行
為
の
前
又
は
後
に
当
該
保
管
原
因
行
為
に
係
る
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
か
ら
財
産
の
移
転

が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
返
還
の
相
手
方
が
当
該
移
転
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
当
該
保
管
原
因
行
為
の
前
又
は
後
に
警
察
官
が
他
人
の
依
頼
を
受
け
て
当
該
保
管
原
因
行
為
に
係
る
犯
罪
利
用
防
止

措
置
用
口
座
等
か
ら
特
定
役
務
利
用
財
産
移
転
行
為
を
し
て
財
産
の
移
転
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
返
還
の
相

手
方
が
当
該
依
頼
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

５
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
す
る
財
産
に
は
、
利
息
を
付
さ
な
い
。

（
返
還
の
た
め
の
調
査
）

第
十
九
条
の
七

警
察
本
部
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
を
行
う
た
め
、
必
要
な
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
警
察
本
部
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照

会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
警
察
本
部
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
を
受

け
る
べ
き
者
を
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
（
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

事
情
が
や
ん
だ
後
速
や
か
に
）
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
返
還
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
公
告
）

第
十
九
条
の
八

警
察
本
部
長
は
、
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
財
産
（
第
十
九
条
の
六
第
四
項
各
号
に
規
定

す
る
移
転
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
移
転
に
係
る
財
産
を
含
む
。
以
下
「
保
管
財
産
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
前

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て
も
な
お
そ
の
返
還
を
受
け
る
べ
き
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
そ
の
所
在

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
警
察
庁
長
官
に
対
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
警
察
庁
長
官
は
、
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
態
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
蕃
察
本
部
長
が
置
か
れ
る
都
道
府
県
警
察
の
名
称
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二
当
該
保
管
財
産
の
保
管
原
因
行
為
が
あ
っ
た
日
時

三
当
該
保
管
財
産
の
保
管
原
因
行
為
に
係
る
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
係
る
特
定
事
業
者
の
名
称
並
び
に
口
座

等
の
番
号
そ
の
他
の
符
号
及
び
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
当
該
保
管
原
因
行
為
に
係
る
事
項
（
前
号
に
掲
げ

る
事
項
を
除
く
。
）

四
当
該
保
管
財
産
の
内
容

五
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項

（
返
還
時
の
措
腫
）

第
十
九
条
の
九

蕃
察
本
部
長
は
、
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
を
行
う
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
が
当
該
返
還
を
受
け
る
・
へ
き
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
か
つ
、
受
領
書
と
引
換
え

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
警
察
本
部
長
は
、
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
返
還
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
幹
察
官
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．

３
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
保
管
財
産
の
返
還
を
受
け
る
権
利
の
消
滅
）

第
十
九
条
の
十

第
十
九
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
（
第
十
九
条
の
六
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
情
が
あ
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
を
経
過
し
て
も
な
お
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
財
産
の
返
還

を
受
け
る
べ
き
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
若
し
く
は
そ
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
当
該
返
還
を
受

け
る
べ
き
者
が
保
管
財
産
に
つ
い
て
返
還
を
受
け
る
権
利
（
以
下
「
返
還
請
求
権
」
と
い
う
。
）
を
放
棄
し
た
と
き
は
、

当
該
保
管
財
産
に
係
る
返
還
請
求
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
管
財
産
が
金
銭
以
外
の
財
産
で
あ
る

と
き
は
、
警
察
本
部
長
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
換
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給

第
一
款

通
則

第
十
九
条
の
十
一

こ
の
節
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
被
害
回
復
給
付
金

給
付
資
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
金
銭
で
あ
っ
て
、
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た
財

産
の
価
額
を
基
礎
と
し
て
次
款
及
び
第
三
款
の
規
定
に
よ
り
そ
の
金
額
が
算
出
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

（
定
義
）
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が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
に
対
し
、
特
定
被
害
回
復

給
付
金
を
支
給
す
る
。

（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
九
条
の
十
三

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
給
付
資
金

第
十
九
条
の
十
四
第
四
項
又
は
第
十
九
条
の
二
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
保
管
す
る
金

銭
を
い
う
。

三
支
給
対
象
犯
罪
行
為

詐
欺
そ
の
他
の
人
の
財
産
を
害
す
る
罪
の
犯
罪
行
為
で
あ
っ
て
、
人
に
、
移
転
元
預
貯
金
口

座
等
（
預
貯
金
口
座
等
を
移
転
元
と
し
て
第
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
が
行
わ
れ
た
場
合
に

お
け
る
当
該
移
転
元
の
預
貯
金
口
座
等
を
い
う
。
第
十
九
条
の
十
四
及
び
第
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
対
す
る
財
産
の
移
転
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
財
産
を
害
し
た
も
の
を
い
う
。

四
費
用

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
給
付
資
金
か
ら
支
弁
す
拳
へ
き
も
の
と
し
て
国
家
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
費
用
を
い
う
。

（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
）

第
十
九
条
の
十
二

公
安
委
員
会
は
、
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者

（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
こ
れ
に
よ
り
財
産
を
失
っ
た
も

の
に
対
し
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
を
支
給
す
る
．

２
公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
（
以
下
「
対
象
被
害
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継

一

支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た
財
産
（
当
該
財
産
が
二
人
以
上
の
者
の
共
有
に
属
す
る
と
き
は
、
そ
の
持

分
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
価
額
に
相
当
す
る
損
害
の
全
部
に
つ
い
て
、
そ
の
填
補
又
は
賠
償
が
さ
れ
た

場
合
（
当
該
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
当
該
財
産
を
失
っ
た
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
に
よ
り

当
該
填
補
又
は
賠
償
が
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
当
該
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
当
該
財
産
を
失
っ
た
対

象
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人

二
支
給
対
象
犯
罪
行
為
を
実
行
し
た
者
若
し
く
は
こ
れ
に
共
犯
と
し
て
加
功
し
た
者
、
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
関
連
し

て
不
正
な
利
益
を
得
た
者
、
支
給
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
財
産
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
己
に
不
法
な
原
因
が
あ
る

者
そ
の
他
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
な
い
者
又
は
対
象
被
害
者
が
こ
れ
ら
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の
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
一
般
承
継
人

第
二
款

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続

（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
の
開
始
）

第
十
九
条
の
十
四

警
察
本
部
長
は
、
第
十
九
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
管
原
因
行
為
が
第
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
で
あ
る
保
管
財
産
に
つ
い
て
返
還
請
求
権
が
消
滅
し
た
場
合
（
当
該
保
管
財
産
に
つ
い
て
第
十

九
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
換
価
を
行
う
べ
き
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
換
価
が
終
了
し
た
場
合
に
限
る
。
第
五
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
財
産
の
移
転
に
つ
い
て
移
転
元
預
貯
金
口
座
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
警
察
を

管
理
す
る
公
安
委
員
会
に
対
し
、
当
該
保
管
財
産
に
係
る
給
付
資
金
か
ら
特
定
被
害
回
復
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
手

続
（
以
下
「
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
」
と
い
う
。
）
を
開
始
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
保
管
財
産
（
当
該
保
管
財
産
が
第
十
九
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
換
価
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
換
価
に

よ
り
得
ら
れ
た
金
銭
。
第
四
項
及
び
第
十
九
条
の
二
十
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
価
額
が
特
定
被
害
回
復
給
付
金

支
給
手
続
に
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
費
用
の
額
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
開
始
す
る
旨
の

決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３
前
項
の
決
定
は
、
第
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
に
係
る
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
ご
と

に
す
る
も
の
と
す
る
。

４
公
安
委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
開
始
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、

当
該
決
定
に
係
る
保
管
財
産
を
給
付
資
金
と
し
て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

５
蕃
察
本
部
長
は
、
第
十
九
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
管
原
因
行
為
が
第
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財

産
の
移
転
で
あ
る
保
管
財
産
に
つ
い
て
返
還
請
求
権
が
消
滅
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
財
産
の
移
転
に
つ
い
て
移
転
元

預
貯
金
口
座
等
が
な
い
と
き
、
又
は
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
警
察
庁
長
官
に
対
し
、

次
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
警
察
庁
長
官
は
、
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
返
還
請
求
権
が
消
滅
し
た
保
管
財
産
に
つ
い
て

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
が
行
わ
れ
な
い
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
等
）
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第
十
九
条
の
十
五

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
開
始
す
る
旨
の
決

定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
警
察
庁
長
官
に
対
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
警
察
庁
長
官
は
、
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

一

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
開
始
し
た
旨

二
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
行
う
公
安
委
員
会
の
名
称

三
当
該
決
定
に
係
る
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
ｕ
座
等
及
び
移
転
元
預
貯
金
口
座
等
に
係
る
特
定
事
業
者
の
名
称
並
び
に

口
座
等
の
番
号
そ
の
他
の
符
号
及
び
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称

四
当
該
決
定
に
係
る
給
付
資
金
の
額

五
支
給
申
請
期
間

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項

３
前
項
第
五
号
の
支
給
申
請
期
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
上
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
公
安
委
員
会
は
、
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
で
あ
っ
て
知
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
す
べ
き
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
関
し
て
必
要
な
事

項
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
準
用
）

第
十
九
条
の
十
六

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
七

号
）
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
十
七

条
の
規
定
は
、
公
安
委
員
会
に
よ
る
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
（
同
法
第
十
四
条
第
三
項
を
除
く
。
）
中
「
法
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
」
と
読
み

替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号

対
象
被
害
者

対
象
被
害
者
（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

24 23



第
九
条
第
一
項
第
二
号

第
十
二
条
第
一
項

第
十
一
条
第
二
項

第
十
二
条
第
三
項
及
び
第

検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁

十
三
条

第
十
二
条
第
三
項

第
十
四
条
第
一
項

支
給
対
象
犯
罪
行
為

書
面
を
も
っ
て
行
い
、
か
つ
、
理
由
を

付
し
、
当
該
裁
定
を
し
た
検
察
官
が
こ

れ
に
記
名
押
印
を

第
二
十
八
条
第
一
項

検
察
庁
に

、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

被
害
回
復
事
務
管
理
人
の
報
酬
の
決
定

及
び
犯
罪
被
害
財
産
支
給
手
続

す
べ
て

費
用

支
給
対
象
犯
罪
行
為
（
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
第
十
九
条
の
十
一
第
三
号
に
規
定
す
る
支

給
対
象
犯
罪
行
為
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
犯
罪
収
益
移
転

防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
十
二
第

二
項
に
規
定
す
る
対
象
被
害
者
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。
）

当
該
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
（
犯

罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
四
第
一

項
に
規
定
す
る
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給

手
続
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
係
る
全
て

都
道
府
県
公
安
委
員
会

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
八

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
庁
舎
に

理
由
を
付
し
た
書
面
を
も
っ
て

費
用
（
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の

十
一
第
四
号
に
規
定
す
る
費
用
を
い
う
。
次

及
び
当
該
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
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（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
の
終
了
）

第
十
九
条
の
十
七

公
安
委
員
会
は
、
吹
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を

終
了
す
る
旨
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
準
用
支
給

法
一
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
な
い
と
き
。

二
準
用
支
給
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
全
て
に
つ
い
て
準
用
支
給
法
第
十
条
又
は
第
十
一

条
の
規
定
に
よ
る
裁
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
支
給
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
被
害
回
復
給
付

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
す
る
旨
の
裁
定
（
以
下
「
資
格
裁
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
が
な

．

い
と
・
き
。

三
準
用
支
給
法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
七
条
の
規
定
（
第
十
九
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
支
給
す
べ
き
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
全
て

に
つ
い
て
、
当
該
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
支
給
し
た
と
き
。

２
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
を
終
了
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
警

察
庁
長
官
に
対
し
、
吹
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
警
察
庁
長
官
は
、
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
が
終
了
し
た
旨
を

公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款

雑
則

第
十
四
条
第
三
項

第
十
四
条
第
二
項

費
用
等

給
付
資
金

犯
罪
被
害
財
産
支
給
手
続

記
載
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り

記
載
す
る
と
と
も
に
、
警
察
庁
長
官
に
対

し
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
こ
と
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
警

察
庁
長
官
は
、
速
や
か
に

費
用

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
一
第

二
号
に
規
定
す
る
給
付
資
金

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
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４
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
に
お
い

て
第
一
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
で
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
た
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
他
の
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
他
の
資

格
裁
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
既
に
支
給
し
た
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
額
が
犯
罪
被
害
額
（
資
格
裁
定
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
準
用
支
給
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
犯
罪
被
害
額
を
い
う
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
保
管
に
係
る
給
付
資
金
を
原
資
と
し
て
、
準
用
支
給
法
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

及
び
第
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
他
の
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
に
対
し
、
特
定
被
害
回

復
給
付
金
の
支
給
を
し
な
け
れ
・
ぱ
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
徴
収
し
た
額
が
千
円
未
満
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
権
利
の
消
滅
等
）

第
十
九
条
の
二
十
一

特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
準
用
支
給
法
第
十
四
条
第
三
項
（
前
条
第
四
項

（
調
査
）

第
十
九
条
の
十
八

公
安
委
員
会
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
準
用
支

給
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
（
第
三
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
「
特
定
被
害
回
復
給

付
金
申
請
者
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
人
に
対
し
て
、
報
告
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
出
頭
を
命

じ
、
又
は
公
務
所
若
し
く
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
、
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
害
賠
償
請
求
権
等
と
の
関
係
）

第
十
九
条
の
十
九

特
定
被
害
回
復
給
付
金
を
支
給
し
た
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
者
が
有
す
る
支
給
対
象
犯
罪
行
為

に
係
る
損
害
賠
償
請
求
権
そ
の
他
の
請
求
権
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
額
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
等
）

第
十
九
条
の
二
十

特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
特
定
被
害
回
復
給
付

金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
支

給
を
受
け
た
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

３
公
安
委
員
会
は

る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
し
た
と
き
は
、
当
該
徴
収
に
係
る
金
銭
を
給
付
資
金
と
し
て
保
管
す
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及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
時
か
ら
六
月

間
行
使
し
な
い
と
き
は
、
消
滅
す
る
。

２
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
特
定
被
害
回
復
給
付
金
支
給
手
続
に
お
い
て
当
該
権
利
を
有
し
て
い
た
者
以
外
の
者
で
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
（
特

定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
他
の
資
格
裁
定
を
受
け

た
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
他
の
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
既
に
支
給
し
た
特
定
被
害
回
復
給
付

金
の
額
が
犯
罪
被
害
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
消
滅
し
た
権
利
に
係
る
特
定
被
害
回
復

給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
原
資
と
し
て
、
準
用
支
給
法
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
十
七
条

の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
他
の
資
格
裁
定
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
に
対
し
、
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支

給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
消
滅
し
た
権
利
に
係
る
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
額
が
千

円
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の
保
護
）

第
十
九
条
の
二
十
二
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え

（
戸
籍
事
項
の
無
料
証
明
）

第
十
九
条
の
二
十
三

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
と
す
る
。
）
は
、
公
安
委
員
会

又
は
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
当
該
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
条
例
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
対
象
被
害
者
若
し
く
は
そ
の
一
般
承
継
人
又
は
資
格
裁
定
が
確
定
し
た
者
の
一
般
承
継
人
の
戸

籍
に
関
し
、
無
料
で
証
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
道
府
県
の
一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四

警
察
本
部
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
財
産
を
当
該

都
道
府
県
警
察
の
属
す
る
都
道
府
県
の
一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
十
九
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
管
原
因
行
為
が
第
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
財
産
の
移
転
で
あ

る
保
管
財
産
に
つ
い
て
返
還
請
求
権
が
消
滅
し
た
と
き

当
該
保
管
財
産

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
国
税
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
）
に
よ
り
差
し
押
さ
え
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

1
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二
第
十
九
条
の
十
四
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
行
わ
れ
た
と
き

当
該
公
告
に
係
る
保
管
財
産

２
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
銭
を
当
該
公
安
委
員
会
が
置

か
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
定
の
時
に
給
付
資
金
を
保
管
し
て
い
る
と

き
当
該
給
付
資
金
（
当
該
確
定
の
前
に
第
十
九
条
の
二
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
保
管
を
し
た
金
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
保
管
に
係
る
給
付
資
金
を
原
資
と
し
て
特
定
被
害
回
復
給

付
金
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
金
銭
を
除
く
。
）

二
第
十
九
条
の
二
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
害
回

復
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
者
が
い
な
い
と
き

当
該
保
管
を
し
た
給
付
資
金

三
第
十
九
条
の
二
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
を
し
た
給
付
資
金
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
及
び
第
十
九
条
の
二
十
一

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
特
定
被
害
回
復
給
付
金
の
全
て
を
支
給
し
た
場
合
に
お
い
て
、
給
付
資
金
を
な
お

保
管
し
て
い
る
と
き

当
該
給
付
資
金

３
都
道
府
県
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
金
銭
の
額
に
相
当
す

る
金
額
を
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
犯
罪
被
害
者
等

の
た
め
の
施
策
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
公
安
委
員
会
に
対
す
る
審
査
の
申
立
て
）

第
十
九
条
の
二
十
五

次
の
各
号
に
掲
げ
る
裁
定
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
裁
定
等
」

と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
Ｒ
以
内
に
、
当
該
裁
定
等
を

し
た
公
安
委
員
会
に
対
し
、
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

準
用
支
給
法
第
十
条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
裁
定

裁
定
書
の
謄
本
の
送
達
が
あ
っ
た
日
の
翌
日

二
第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
決
定
当
該
決
定
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
に
係
る
公
安
委
員
会
の
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
も
の

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
，

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
審
査
の
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
二
十
六

こ
の
節
又
は
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
に
対
し
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て
裁
定
等
に
つ
い
て
の
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該
申
請
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
公
安
委

員
会
の
不
作
為
（
こ
の
節
又
は
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
対
し
て
何
ら
の

裁
定
等
を
も
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
公
安
委
員
会
に
対
し
、

当
該
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
準
用
）

第
十
九
条
の
二
十
七

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
の
三
か
ら
第
四
十
一

条
ま
で
、
第
四
十
二
条
第
一
項
（
第
四
号
及
び
第
六
号
を
除
く
．
）
及
び
第
二
項
、
第
四
十
二
条
の
二
（
第
三
号
を
除

く
。
）
並
び
に
第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
に
対
す
る
審
査
の

申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
四
十
四
条
を
除
く
。
）
中
「
法
務
省

令
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
の
三
第
二
項

一
第
四
十
条
第
一
項
各
号

第
四
十
条
の
三
第
二
項
第

一
号
及
び
第
三
項
第
一

号
、
第
四
十
二
条
第
一
項

第
三
号
、
第
五
号
及
び
第

七
号
並
び
に
第
二
項
、
第

四
十
二
条
の
二
第
一
号
及

び
第
四
号
、
第
四
十
五

条
、
第
四
十
六
条
並
び
に

第
四
十
七
条
第
一
項
及
び

第
三
項

処
分
等
に

処
分
等

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
」
と
い

う
。
）
第
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号

裁
定
等

裁
定
等
（
同
項
に
規
定
す
る
裁
定
等
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に

3536



ゴ

第
二
項

号

第
四
十
二
条
第
一
項
第
五

第
四
十
二
条
の
二
第
四
号

審
査
の
申
立
て
に
係
る
不
作
為
が
検
察

審
査
の

庁
の
長
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お

第
四
十
二
条
の
二
第
一
号

第
四
十
二
条
の
二
、
第
四

十
五
条
及
び
第
四
十
七
条

第
四
十
二
条
第
二
項

一
・
、
第
六
号
又
は

号
、
第
四
十
五
条
、
第
四

十
六
条
及
び
第
四
十
七
条

第
一
項

第
四
十
二
条
第
一
項
第
三

第
四
十
二
条
第
一
項
第
一

号 第
四
十
二
条
第
一
項

第
四
十
一
条
及
び
第
四
十

七
条
第
五
項

第
四
十
条
の
三
第
三
項

一
前
条

第
四
十
条
第
一
項
各
号

第
四
十
条
第
一
項

第
四
十
条
第
一
項
の

第
四
十
条
の
二

行
為
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
若

し
く
は
こ
れ

第
四
十
条
第
一
項
第
三
号

不
作
為

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項
各
号

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項

行
為

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
四
章
の
二
第
二
節

又
は
同
節
の
規
定

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項
の

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項
第
一
号

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
六

不
作
為
（
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
四
章
の

二
第
二
節
又
は
同
節
の
規
定
に
基
づ
く
国
家

公
安
委
員
会
規
則
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
対

し
て
何
ら
の
裁
定
等
を
も
し
な
い
こ
と
を
い

う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
六

又
は
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第
四
十
四
条

第
四
十
三
条

第
四
十
七
条
第
一
項
及
び

第
五
項

第
四
十
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条

第
一
項
に

第
三
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で

第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
及
び
前
条
各

号 第
十
二
条
の

第
十
二
条
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は

「
検
察
庁
の
長
」
と
、
同
条
第
二
項

検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁

第
四
十
二
条
第
一
項
各
号

法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
処
分
又
は
決
定
が
取
り
消
さ
れ
、

又
は
変
更
さ
れ
た

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条

第
一
項
第
二
号

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
同

項
第
二
号

い
て
、
そ
の

（
被
害
回
復
給
付
金

第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
（
第
四
号
及
び
第

六
号
を
除
く
。
）
及
び
前
条
各
号
（
第
三
号

を
除
く
。
）

警
察
庁
長
官
に
対
し
、
当
該
決
定
が
取
り
消

さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
公
告
す
る
こ

と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
警
察
庁
長
官
は
、
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項
に

第
三
十
八
条

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
六
に

お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
二
項

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
六
に

お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の

都
道
府
県
公
安
委
員
会

第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
（
第
四
号
及
び
第

六
号
を
除
く
。
）

（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
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第
三
節

雑
則

（
適
用
除
外
）

第
十
九
条
の
二
十
八

第
十
九
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
が
行
う
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
係
る
取
引
に

つ
い
て
は
、
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
条
第
一
項
並
び
に

第
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
警
察
官
が
口
座
等
犯
罪
利
用
防
止
措
置
又
は
そ
の
準
備
の
た
め
に
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
二
項
前
段
の
規
定
は
、
適
用

３
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
応
じ
て
開
設
さ
れ
、
又
は
設
定
さ
れ
た
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
係
る

犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
通
帳
等
を
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
で
あ
っ
て
当
該
開
設
又
は
設
定
を
行
っ
た
も
の
が

警
察
官
に
交
付
し
、
又
は
提
供
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第

二
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４
犯
罪
利
用
防
止
措
置
用
口
座
等
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

第
十
九
条
の
二
十
九

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
章
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
は
、
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
。

第
二
十
二
条
第
四
項
及
び
第
九
項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
を
「
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
特
定

し
な
い
。

第
四
十
七
条
第
二
項

一
一
第
四
十
二
条
の
二
各
号

第
四
十
七
条
第
五
項

第
四
十
七
条
第
三
項

第
十
二
条
第
二
項

題

第
岡
十
二
条
の
二
各
号
（
第
三
号
を
除

◎
〆

く
｝

都
道
府
県

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
第
十
九
条
の
十
六
に

お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
二
項

42 剛1

る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に
お
い
て

二
を
削
り
、
「
｜
と
い
う
。
）
と
の
」
を
「
と
の
一
に

改
め
、
「
（
同
法
第
二
条
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三

十
二
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
の
三
か
ら
第
三
十
一
号
の
五
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事

業
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
二
に
お
い
て

ご
を
削
り
、
「
」
と
い
う
。
）
と
の
」
を

「
と
の
」
に
改
め
、
「
（
銀
行
法
第
二
条
第
十
七
項
各
号
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
第
二
項
各
号
又
は
協
同
組
合
に

よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す

る
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
四
項
第
一
号
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
中
「
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
と
の
間
に
お
け
る
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に

定
め
る
契
約
に
係
る
役
務
及
び
←
及
び
「
又
は
資
金
移
動
業
者
」
を
削
り
、
「
い
う
」
を
「
含
む
」
に
改
め
、
同
号
イ
か
ら

ホ
ま
で
を
削
る
。

事
業
者
に
限
る
。
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
｜
を
削
り
、
「
｜
と
い
う
。
）
と
の
一
を
「
と
の
一
に
改
め
、

「
（
別
表
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
預
貯
金
契
約
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
の
一
→
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四

項
第
一
号
ロ
に
お
い
て

豆
を
削
り
、

ご
と
い
う
。
）
と
の
」
を
「
と
の
」
に
改
め
、
「
（
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払

式
支
払
手
段
発
行
者
が
顧
客
に
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
高
額
電
子
移
転
可
能
型
前
払
式
支
払

手
段
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項

第
一
号
に
お
い
て
「
」
を
削
り
、
「
」
と
い
う
。
）
と
の
」
を
「
と
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
の
二
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
並
び
に
資
金
決
済
に

関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
と

み
な
さ
れ
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
五
号
及
び
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
限

413煙！



第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
一
条
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
三
十
五
条

処
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
前
条
第
一
号
一
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
一
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
三
号
中
「
前
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２
法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務

に
関
し
て
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
同
条
の
刑
を
科

す
る
。

３
法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為

に
つ
き
法
人
で
な
い
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
五
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

ス
聖も

附
則

（
施
行
期
日
）

又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
。

二
準
用
支
給
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
又
は
資
料
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
と
き
。

四
第
十
九
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
文
書
の
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
虚
偽
の
記
載

を
し
た
文
書
を
提
出
し
た
と
き
（
特
定
被
害
回
復
給
付
金
申
請
者
又
は
準
用
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

二
準
用
支
給
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
又
は
資
料
に
虚
偽
（

三
準
用
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
の
届
出
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
と
き
。

’

第
十
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
対
し
、
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
の
提
出
を
し

届
出
を
し
た
者
が
違
反
し
た
場
合
に
限
る
。
）
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（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
吹
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
へ
及
び
第
二
号
イ
⑥
、
第
六
十
条
第
二
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
、
第
九
十
四
条
第
二
号

ハ
、
第
百
十
六
条
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
百
四
十
五
条
第
一
一
項
第
一
号
ハ
及
び
第
二
号
イ
②
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第

三
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
へ
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
⑥
中
「
第
三

十
五
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
条
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
二
項
第
一
号
口
中
「
第
三
十
五
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
条
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
口
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
二
号
ハ
及
び
第
百
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
条
ま
で
若
し
く
は
第

三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ハ
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
②
中
「
第

三
十
五
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
条
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
六
条
第
一
項
一
に
改
め
る

41748
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○ ○ ○ ○ C目
次第
一
編

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

意
思
表
示
（
第
九
十
三
条
’
第
九
十
八
条
の
三
）

第
三
節
～
第
五
節

（
略
）

第
六
章
・
第
七
章

（
略
）

第
二
網
・
第
三
謡

（
略
）

第
四
編

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

詞
到
刺

調
劇
剰
倒
則

第
一
節

未
成
年
後
見
の
閲
嫡
（
第
八
百
三
十
八
条
）

第
二
節

未
成
年
後
見
の
酬
閲

第
一
款

村
劇
剰
倒
則
刈
（
第
八
百
三
十
九
条
’
第
八
百
四
卜
七
条

）

第
二
款

未
成
年
後
見
監
督
人
（
第
八
百
四
十
八
条
ｌ
第
八
白
五
十

二
条
）

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

目
次

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
一
条
関
係
）
：
．
．
：
．
．
，
．
．
．
：
：
．
．
：
．
．
．
．
．
．
．
：
．
．
：

任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
号
）
（
第
二
条
関
係
）
．
：
．
：
．
…
：
…

後
見
豊
配
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）
。
：
：
：
‐
‐
：
§
：
‐

家
事
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
（
第
四
条
関
係
）
．
：
！
．
‐
．
：
‐
：
：
、
．
！
§
：
、
‐
・

法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
閲
す
る
法
律
（
平
成
一
一
一
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
五
条
関
係
）

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
一
条
関
係
）

改
正

案

目
次第
一
編

（
同
上
）

第
一
章
～
第
四
章

（
同
上
）

第
五
章

（
同
上
）

第
一
節

（
同
上
）

第
二
節

意
思
表
示
（
第
九
十
三
条
’
第
九
十
八
条
の
二
）

第
三
節
～
第
五
節

（
同
上
）

第
六
章
・
第
七
章

（
同
上
）

第
二
縄
・
第
三
編

（
同
上
）

第
四
編

（
同
上
）

第
一
章
～
第
四
章

（
同
上
）

調
到
剰

倒
圃

第
一
節

掛
則
‐
呵
闘
燗
〈
第
八
百
三
十
八
条
）

第
》
一
節
倒
則
呵
捌
閲

第
一
款

倒
則
刈
（
第
八
百
三
十
九
条
’
第
八
百
四
十
七
条
）

第
二
款

倒
則
圏
倒
刈
（
第
八
百
四
十
八
条
’
第
八
百
五
十
二
条
）
’

現
行

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

'46 66 58 1

'

（
公
正
証
書
に
よ
る
指
定
）

第
八
条

削
条
第
一
項
の
公
正
証
書
に
よ
る
指
定
を
す
る
場
合
に
は
、
本
人
が

、
特
定
の
者
を
補
助
開
始
の
審
判
を
硝
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
掴

41 31 21

…
麺定
す
る
旨
を
公
証
人
に
口
授
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‐

創
醐
項
刎
公
正
証
書
は
、
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
詞
割
引
‐

３
口
が
き
け
な
い
者
が
第
一
項
の
指
定
を
す
る
場
合
に
は
、
本
人
は
、
公
証

人
の
前
で
、
同
項
に
規
定
す
る
旨
を
通
訳
人
の
通
訳
に
よ
り
申
述
し
、
又
は

自
香
し
て
、
同
項
の
口
授
に
代
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
公
証
人
は
、
前
項
に
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
公
正
証
宮
を
作
っ
た
と
き
は

、
そ
の
旨
を
そ
の
証
書
に
記
載
し
、
又
は
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
助
開
始
の
審
判
）

に
よ
る
審
判
の
い
ず
れ
か
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
審
判
と
同
時
に
し
な
け
れ
ば
な

引
●
刺
叫
１

成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
、
補
助
開
蛸

剰
刎
訓
耳
剖
引
訓

荊
剛
飼

補
助
の
終
了
（
第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
三
’
第
八
百
七
十

六
条
の
二
十
八
）

第
七
章

（
略
）

第
五
編

（
略
）

が
で
き
る
者
と
し
て
公
正
旺
害
に
よ
っ
て
本
人
の
指
定
し
た
者
又
は
検
察
官

の
諒
求
に
よ
り
、
補
助
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
が
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ

に
つ
い
て
は

第
三
節

村
劇
剰
襯
司
珂
呵
朝
翻
（
第
八
百
五
十
三
条
’
第
八
百
六
十
九

条
）

第
四
節

未
成
年
後
則
呵
綱
引
（
第
八
百
七
十
条
’
第
八
百
七
十
五
条

）

第
六
章

補
助

剰
引
剛

補
助
の
開
始
（
第
八
百
七
十
六
条
）

剰
．
副

揃
馴
‐
呵
欄
閲

剰
訓
訓

補
助
人
（
第
八
百
七
十
六
条
の
一
Ｔ
第
八
百
七
十
六
条
の

ち

馴
．
制

補
助
監
督
人
（
第
八
百
七
十
六
条
の
七
’
第
八
百
七
十
六

条
の
十
）

補
助
開
始
の
審
判
は
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定

第
二
節

精
神
上
の
理
由
に
よ
り
事
理
を
弁
厳
す
る
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
者

開
始
の
審
判
を

痢
鬮
釧
判
所
は
、
本
人
、
配
偶
者

補
助
の
事
務
（
第
八
百
七
十
六
条
の
十
一
’
第
八
百
七
十
六

た

補
助
人
を
付
す
る

Ⅷ
剛
陶
幽
配
酬
閣
闘
岨
る
に
は
、
本
人
の

の
審
判
を
舗
求
す
る
こ
と

四
親
等
内
の
親
族
、
未

第
七
条

第
八
条 （
後
見
開
始
の
審
判
）

と
が
で
き
る
ｃ
‐

未
成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
，
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人
、
補
蹴
人

巷
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族

第
七
章

（
同
上
）

第
五
編

（
同
上
）

成
年
後
見
人
を
付
す
る
。

（
成
年
被
後
見
人
及
び
成
年
後
見
人
）

第
三
節

倒
則
呵
刺
糊
（
第
八
百
五
卜
三
条
’
第
八
百
六
十
九
条
）

第
四
節

倒
則
呵
樹
刊
（
第
八
百
七
卜
条
Ｉ
第
八
百
七
十
五
条
）

荊
利
刺

網
倒
到
飼
測
馴

到箪｜
罰節’

精
神
上
の
障
害
に
よ
り
事
理
を
弁
職
す
る
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る

後
見
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
は

人
又
は
検
察
官
の

詞
功
剖
第
八
百
七
十
六
条
の
六
’
第
八
百
七
十
六
条
の
十
）

保
佐
（
第
八
百
七
十
六
条
’
第
八
百
七
十
六
条
の
五
）

に
よ
り

成
年
被
後
見
人
と
し
，
こ
れ
に

佐
見
開
始
の
審
判
を
す
る
こ

屯



５
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
同
意
又

は
こ
れ
に
代
わ
る
許
可
を
得
な
い
で
し
た
も
の
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

引
訓

６
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
第
一
項
の
規

。
“
〉
・
の
法
定
代
理
人
と
し
て
す
る
二
と
計
‐

３
本
人
以
外
の
者
の
鮪
求
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
す
る
に
は

、
本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
厳
い
。
た
だ
し
、
本
人
が
そ
の
意
思
を
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
に
つ
い
て
、
補
助
人
が
補

補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
か
ら
謂
求
が
あ
っ
た
と
き
。

２
削
詞
の
特
定
の
行
為
は
．
次
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
家
庭
裁
判
所
が
定
め

る
も
の
を
い
う
１

ヨ

た
者
の
錆
求
に
よ
り
、
補
助
人
の
同
意
に
代
わ
る
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
禿

き
る
。

副
詞
司
顧
劇
し
な
い
と
き
は

八
桐
鰯
「
呵
承
田
若
し
く
は
放
棄
又
は
遺
産
の
釧
割
を
す
る
こ
と
。

九
酬
朝
の
申
込
み
を
隔
悶
陥
哩
■
鴎
幽
を
放
棄
し
、
負
担
付
贈
与
の
申
込
み

を
承
廃
し
、
又
は
負
担
付
遺
贈
を
承
認
す
る
こ
と
。

＋
第
六
百
二
条
に
定
め
る
期
間
を
超
え
る
賃
貸
借
を
す
る
こ
ｕ
ｌ

Ｈ
引

前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
制
限
行
為
鯛
刈
割
（
未
成
年
者
及
胡
鮒
蜀
へ

‐
珂
圃
列
鋼
痢
引
凋
呵
剥
圃
に
よ
る
翻
判
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ

廿
醐
割
、
和
解
又
は
仲
裁
合
意
（
仲
裁
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十

劃 四1ヨ ニ｜引 斗為
を
す
る
こ
と
。

対
．
訴
醗
行
為
を
す
る
こ
と
。

助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
耐
個
測
引
洲
が
洞

て
は

計 き
る
。
た
だ
し

め
る
と
き
は

他
②
画
要
な
役
溌
の
提
傾
に
腱
す
る
契
般
を
綿
絃
す
る
こ
と
‐

閏
目
副
盛
ら
舗
求
が
あ
っ
た
と
き
１

八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仲
裁
合
意
を
い
う
。
）
を
す
る
こ
と

元
本
を
領
収
し
、
又
は
利
用
す
る
こ
と
．

国
園
田
刎
割
刷
同
凹
槻
謂
川
到
理
輌
渕
叫
招
銅
顧
禰
口
舸
哨
祠
刻
。
当
事
の
澗
倒
劃
到
絢
到
制
瑚

借
財
又
は
保
旺
を
す
る
こ
と

不
財
産
そ

詞
鬮
劉
判
祠
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
剛

こ
の
限
り
で
な
い

開
始
の
審
判
が
あ
っ
た
後

の
審
判
を
す
る
場
合
に
お ：

割ろ
櫓
利

の
餉
求
を
す
る
こ
と
‐

い
て
、
第
七
条
第
一
項
に
剰
圃
詞

い
旨
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
や

を

行
為
を
す
る
に
は

る
行
為
に
つ
い

目
的
と
す
る
行

る
者
又
は

ヨ

限
り
で
な
い
。

し
、
日
用
品
の
購
入
そ
の
他
日
常
生
活
に
閲
す
る
行
為
に
つ
い
て
は

へ
瑚
年
被
後
見
人
の
法
律
行
為
）

成
年
被
後
見
人
の
法
律
行
為
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
．
た
だ

こ
の

4

と
す
る
旨
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
Ｒ
用
品
の
購
入
そ
の

．
他
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
第
一
項
の
規
定
に
よ
劉
調
剥
鯏
詞
刻
圏
罰
司
目
料
い
て
、
前
条
第
一
項
の
剃

31

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
判

を
受
け
た
者
が
し
た
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
（
日
用
品
の
剛
入
そ

‐
画
他
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
閑
引
間
）
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

７

（
特
定
補
助
人
を
付
す
る
旨
の
審
判
等
）

荊
Ｈ
剰

家
庭
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
補
助
開
始
の
審
判

を
受
け
た
者
（
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
を
含
む
．
汰

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
事
理
を
弁
厳
す
る

２
本
人
以
外
の
者
の
諦
求
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
翻
判
を
す
る
に
は
、

本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
が
そ
の
意
思
を
表
示

（
補
助
人
に
代
理
櫓
を
付
与
す
る
旨
の
審
判
）

荊
Ｈ
引
剰

痢
閏
鋤
判
所
は
、
吹
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
吊
閉
倒
削
閏
幽
詔
淵
劃
を
受
け
た
者
の
た
め
に
特
定
の
法
律
行

定
す
る
者
又
は
特
定
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
の
請
求
に
よ
り
、
前
条

第
一
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
以
外
の
特
定
の
行
為
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が
し
た
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

ろ
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
。

。
補
助
開
始
の
審
判
が
あ
っ
た
後

一’

掲
刺
を
欠
く
常
況
に
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
．
そ
の
者
の
た
め
第
五
項
に
規
定
す
る
権
限
を
有
す
る
補
助
人
と
し
て
特

定
補
助
人
を
付
す
る
旨
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
の
財
産
に
閲
制
る
保
存
行
為

．
痢
引
詞
刎
制
泪
口
刈

定
に
よ
る
審
唄
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
剰
所
は
、
当
賦
看
唄
を
取
り
消
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
補
助
人
は
、
吹
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。

引
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
又
ば
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
に
よ
り
取

二’

引
引

｜

補
助
開
始
の
審
判
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

為
に
己
い
て
補
助
人
に
代
唾
棺
を
付
与
す
る
旨
②
審
填
を
す
る
こ
と
が
で
き

定
に
よ
る
審
判
が
あ
る
と
き
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
か
ら
購
求
が
あ
っ
た
と
き
。

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
行
為
に
つ
い
て
の
取
消
櫓
の
行
使

る
者
か
ら
謂
求
が
あ
っ
た
と
き
。

補
助
開
始
の
審
判
が
あ
っ
た
後
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
又

ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き

る
と
き
は
、
第
七
条
第

項
に
規

て
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
詞

肖
さ

は

剣
Ⅷ
「
『
銅 ：

求
に
よ
り
、
保
佐
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
ｕ
１
ヨ
矧
匂
調

親
族
、
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
補
助
人
、
補
助
監
督
人
又
は
検
察
官
の
講

（
後
見
開
始
の
審
判
の
取
消
し
）

で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
ぱ

酎
嗣
弔
倒
則
監
督
人
を
い
う
．
以
下
同
じ
．
）
又
は
検
察
官
の
儲
求
に
よ
り

後
見
人
を
い
う
‐
以
下
属
じ
‐
言

後
見
監
督
人
（
未
成
年
後
見
監
督
人
及

に
規
定
す
る
原
因
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

（
保
佐
開
始
の
審
判
）

後
見
開
始
の
審
判
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
に
規
定
す
る
原
因
が
消
濠
し
た
と
き
は
、
家
庭
栽
判
所
は
、

禰
補
上
の
障
害
に
よ
り
事
理
を
弁
厳
す
る
能
力
が
著
し
く
不
十
分

四
親
導
内
の

後
見
人
（
未
成
年
後
見
人
及
び
成
年

配
偶
者
、
四
親
等
内
の

７

凸
０



判
所
は
、
同
項
に
規
定
す
る
者
又
は
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
の
鯖
求

に
よ
り
、
補
助
開
始
の
審
判
を
取
り
摘
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
調
函
鋼
判
所
は
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
秘
め
る
と
き
は
、
第
七
鋼
剰
「

、
第
十
条
第
一
項
剣
剰
函
に
よ
る
審
判
刻
閣
同
鯛
銅
ヨ
項
刎

判
‐
呵
剣
剛
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
．

引
剰
圏
釧
判
罰
は
、
必
盟
が
な
く
な
っ
た
と
秘
め
る
と
き
は

31

：

第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で

削
陶

61 、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
又
は
特
定
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人

の
鯖
求
に
よ
り
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
取
り
消
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
咽
引

４
家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
配
め
る
と
き
は
、
第
七
条
第
一

割
倒
剰
園
す
る
者
又
は
特
定
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
の
鮪
求
に
よ
り

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
『

劃
‐
引
可

項
‐
固
矧
園
詞
る
者
又
は
褐
助
人
若
し
く
ば
捕
崩
謬
固
門
人
の
開
求
に
よ
り
、
第

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
恥

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
渦
す
こ
と
が
で
き

る
。

消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
全
て
取
り
消
す
堀
合
に
は

謂
刈
鋼
痢
司
項
、
第
十
条
第
一

が
消
滅
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は

判
所
は
、
補
助
開
始
の
審
判
を

の
規
定
に
よ
る
審
判

…に
よ
り
、
前

尋
庭
裁

よ
る
霧

剥
剰

；

佐
人
を
付
す
る
。

（
被
保
佐
人
及
び
保
佐
人
）

三｜斗 引七｜利 到 四’

為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
た
だ
し
密
に
規
定
す
る
行

十’九’八［ （
保
佐
人
の
同
意
を
要
す
る
行
為
等
）

を
承
路
し
、
又
は
負
担
付
遺
贈
を
承
認
す
る
こ
と
。

『
。
！

為
を
す
る
こ
と
。

八
号
）
第
一

元
本
を
領
収
し
、
又
は
利
用
す
る
こ
と

『
週
障
凹
型

倒
銅
消
剴
調
副
濁
し
く
は
放
棄
又
は
遺
産
の
分
割
を
す
る
こ
と

剛
割
１
劃
翻
勾
判
圃
州
鋼
笥
詞
引
創
凶
報
揖
利
明
嗣
十
五
年
法
律
第
百
三
十

訴
舩
行
為
を
す
る
こ
と

借
財
又
は
保
証
を
す
る
こ
と

ヨ

第
六
百
二
条
に
定
め

新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
大
修
戸
市
を
す
る
こ
と
。

羽
動
画
そ
の
他
粛
要
な
財
産
に
関
制
劉
櫓
利
の
得
宴
を
目
的
と
す
る
行

被
保
佐
人
が
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
に
は
、
そ
の
保
佐
人
の
同

申
込
み
を
拒
絶
し
、
遺
崩
を
放
棄
し
、
負
担
付
開
与
の
申

開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
は

る
行
為
を
制
限
行
為
能
力

一
項
に
規
定
す
る
仲

被
保
佐
人
と
し
、
こ
れ
に
保

を（
未
成
年
者
、
成
年
被
後

い
う
。
）
を
す
る

こ
と

こ
と

で
‐
申

●画

副
刈
、
被
保
佐
人
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
審
判
を
受
け
た
掴
補
助
人
を
一

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
法
定
代
理
人
と
し
て
す
る
こ
と
。

釧
割
閏
鋼
判
所
団
、
第
十
一
条
本
文
に
規
定
す
る
者
又
は
保
佐
人
若
し
く
は

保
佐
監
督
人
の
蘭
求
に
よ
り
、
被
保
佐
人
が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
以
外

の
行
為
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
そ
の
保
佐
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
た
だ
し
害
に
剃

定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
１

荊
廿
凹
鍋

第
十
一
条
本
文
に
規
定
す
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は
．

保
佐
人
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
意
を
し
な
い

と
き
は
、
痢
鬮
鋼
判
所
は
、
被
保
佐
人
の
調
求
に
よ
り
、
保
佐
人
の
同
意
に

代
わ
る
軒
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
保
佐
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
同
意
又

は
こ
れ
に
代
わ
る
許
可
を
得
な
い
さ
し
た
も
の
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

副
１

31

；
21 2131

荊
Ｈ
ｕ
剰

痢
固
釧
判
所
は
、
第
十
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
者
又
は
補

：

開
始
の
審
判
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

判
所
は
、
本
即
■
罰
個
者
．
四
規
等
内
の
親
族
、
未
成
年
後
見
人
、
未
成
年

（
補
助
開
始
の
審
判
）

審
判
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
．

倒
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人
又
は
検
察
官
の
鯖
求
に
よ
り
、
保
佐

1

者
に
つ
い
て
は
、
痢
鬮
鋼
判
所
は
、
本
人

（
補
助
人
の
同
意
を
要
す
る
旨
の
審
判
等
）

I

劃
調
補
則
人
及
び
補
助
人
）

同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

後
見
人
‐
後
見
監
督
人
、
‐
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人
又
は
検
察
官
の
鮪
求
に
ょ

為
を
す
る
に
は
そ
の
補
助
人
の
同
意
を
割
倒
刷
刎
倒
な
ら
な
い
旨
の
割
判
剖

十
一
条
本
文
に
規
定
す
る
原
因
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

り
‐
補
助
開
始
の
審
判
を
す
る

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
審
判
に
よ
り
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ

助
人
若

翻
馴
剛
墹
制
執
劃
凱
剛
１
荊
制
伺
条
第
一
項
の
審
判
又
は
鋪
八
百
七
十
六
条

し
く
は
補
助
監
督
人
の

判
所
は

輔
神
上
の
障
害
に
よ
り
事
琿
を
弁
廠
す
る
能
力
が
不
十
分
で
あ
る

助
開
始
の

の
者
の
請
求
に
よ I

を
受
け
た
者
は
、
被
補
助
人
と
し

こ
と
が
で
き
ろ
。
た
だ
し
、
第
七
条
又
は
第

お
ら
な
い
行
為
に
つ
い
て
、
保
佐
人
が
被

る助
開
始
の
審
判
を
す
る
に
は
、
本
人
の

刷
利
ぱ
な
ら
な
い

Iよ
り
、
被
補
助
人
が
特
定
の
法
律
行

の
鯖
求
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の

四
親
等
内

リ

家
庭
裁

10'



（
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
の
催
告
権
）

第
二
十
条

（
略
）

２
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
が
、
制
限
行
為
能
力
者
が
行
為
能
力
者
と
な

ら
な
い
間
に
、
そ
の
法
定
代
理
人
又
は
補
助
人
に
対
し
、
そ
の
楢
限
内
の
行

為
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
催
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者

が
同
項
の
期
間
内
に
確
答
を
発
し
な
い
と
き
も
、
同
項
後
段
と
同
犠
と
す
る

３
（
略
）

４
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を

到
引
刺
割
に
対
し
て
は
、
第
一
項
の
期
間
内
に
そ
の
補
助
人
の
追
認
を
得
る

べ
き
旨
の
催
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
・
剛
剰
剰
引

項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が
そ
の
期
間
内
に
そ
の
追
記
を
得
た
旨

荊
Ｈ
Ｎ
剰

剰
刊
到
剰
荊
引
例
判
文
に
規
定
す
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は

家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
、
未
成
年
後
見
人

剰
劇
鋼
倒
園
鬮
割
人
‐
補
助
人
、
補
助
監
督
人
又
は
検
察
官
の
諦
求
に
よ

21

堀
川
詞
刈
須

掬
副
詞
酬
嫡
刎
密
翻
判
を
す
る
場
合
に
お
い
一

21 41 31

（
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
の
催
告
権
）

第
二
十
条

（
同
上
）

２
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
が
、
制
限
行
為
能
力
者
が
行
為
能
力
者
と
な

ら
な
い
間
に
、
そ
の
法
定
代
理
人
Ｊ
淵
倒
刈
又
は
補
助
人
に
対
し
、
そ
の
権

限
内
の
行
為
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
催
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
者
が
同
項
の
期
間
内
に
確
答
を
発
し
な
い
と
き
も
、
同
項
後
段
と
同

様
と
す
る
。

３
（
同
上
）

４
制
限
行
為
能
力
者
の
相
手
方
は
、
被
保
佐
人
又
は
第
十
七
条
第
一
項
の
審

判
を
受
け
た
被
補
助
人
に
対
し
て
は
、
第
一
項
の
期
間
内
に
そ
の
閑
蜘
刈
刻

叫
剰
醐
刈
の
追
認
を
得
る
ぺ
き
旨
の
催
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
が
そ
の
期
間
内
に
そ
の
追
認

３
前
条
第
一
項
の
審
判
及
び
第
八
百
七
十
六
条
の
九
第

項
の
審
判
を
す
べ

て
取
り
消
す
場
合
に
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

調
刷
祠
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

は
こ
れ
に
代
わ
る
許
可
を
得
な

引
刊

補
助
人
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
に
も
洲
洲
剃
ら
ず
同
意
を
し
な
い

被
後
見
人
若
し
く
は
被
補
助
人
で
あ
る
と
き
、
又
は
補
助
開
始
の
審
判
を
す

る
場
合
に
お
い
て
本
人
が
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
で
あ
る
と
き

口
づ
叫
剥
劃
禺
刷
詞
劉
１ ；

削
調
銅
剥
馴
刈
も
あ
る
と
き
は
、
鋼
劇
蜀
剰
判
所
は
、
そ
の
本
人
に
係
る
回
南
圏
師
岡

（
審
判
相
互
の
関
係
）

代
わ
る
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
瞳

と
き
は
、
封
謝
頓
鋼
如
。
即
国
川
鋼
掴
醐
和
判
呵
醐
求
に
よ
り
、
補
助
人
の
同
意
に

ぱ
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
は
、
溺
判
ヨ
鋼
荊
斗
討
到
口
剥

定
す
る
行
為
の
一
部
に
限
る
。

本
人
以
外
の
者
の
鯖
求
に
よ
り
前
項
の
審
判
を
す
る
に
は
、
本
人
の
同
意

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

蜀
翻
醐
関
崎
呵
審
判
等
の
取
消
し
）

『
山
圏
閣
誕
阻
閥

照，

開
始
の
審
判
を
す
る

な
ら
な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
同
意
又

で
し
た
も
の
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
者
の
開
求
に
よ
り
、
前
鋼
鯛
‐
「
‐
項
の

い
行
為
に
つ
い
て
、
補
助
人
が
被

I リ本
人
が
被
保
佐
人
又

お
い
て
本
人
が
成
年

､
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（
意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
人
）

第
九
十
八
条
の
三

意
思
表
示
の
相
手
方
が
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
事
理
を
弁

副
抑
利
劉
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
た

め
に
そ
の
意
思
表
示
を
受
け
る
者
が
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
表
意

者
の
舗
求
に
よ
り
、
特
別
個
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｑ
‐

副
臣
山
画
閑
濁
鼎
隣
匹
掛
而
垂
は
、
同
項
の
事
理
を
弱
劉
轟
凹
閣
瞠
画
を
欠
く
常
捌
口

（
意
思
表
示
の
受
領
能
力
）

第
九
十
八
条
の
二

意
思
表
示
の
相
手
方
が
そ
の
意
思
表
示
を
受
け
た
時
に
意

思
能
力
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
又
は
未
成
年
者
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
で
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
表
示
を
も
っ

て
そ
の
相
手
方
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者

が
そ
の
意
思
表
示
を
知
っ
た
後
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

｜
・
二

（
略
）

（
代
理
槽
の
消
陳
事
由
）

第
百
十
一
条

代
理
指
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

｜

（
略
）

二
代
理
人
の
死
亡
又
は
代
理
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
若
し
く
は
剰
刊

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
こ
と
。

２
（
略
）

（
追
認
の
要
件
）

第
百
二
十
囚
条

（
略
）

２
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
追
昭
は
、
取
消
し
の
原
因
と
な
っ
て
恥

た
状
況
が
消
滅
し
た
後
に
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

｜

法
定
代
理
人
又
は
制
限
行
為
能
力
者
の
補
助
人
が
追
浬
を
す
る
と
き
。

に
あ
る
者
に
つ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
七
条
第
一
項
又
は

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
第
一
項
に
規
定
す
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
そ
の
他
同
項
の
特
別
代
理
人

３
第
一
項
の

引
刺
Ⅷ
１第
三
節

（
略
）

に
よ
り
刻
剖
團
顕
娼
割
剤
ｌ
司
画
到
矧
剥
定
に

が
前
二
項
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
記
め
る
と
き
は

の
通
知
を
発
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
行
為
を
取
り
消
し
た
も
の
と
み
な
す
。

二
制
限
行
為
能
力
者

家
庭
裁
判
所
は

を
除
く
。
）
が
法
定
代
理
人
又
は
補
助
人
の
同
意
を
得
て
追
認
を
す
る
と

第
一
項
の
特
別
代
理
人
若
し
く
は
利
害
関
係
人
の
鯖
求

（
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者

よ
る
審
判
を
取
り
消
さ
な
け

こ
と
が
で
き
る
‐

（
追
認
の
要
件
）

第
百
一
一
十
四
条

（
同
上
）

２
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
追
認
は
、
取
消
し
の
原
因
と
な
っ
て
い

た
状
況
が
消
滅
し
た
後
に
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

法
定
代
理
人
又
は
制
限
行
為
能
力
者
の
保
佐
人
若
し
く
は
補
助
人
が
追

認
を
す
る
と
き
。

二
制
限
行
為
能
力
者
（
成
年
被
後
則
刈
を
除
く
。
）
が
法
定
代
理
人
１
閑

倒
刈
又
は
補
助
人
の
同
意
を
得
て
追
認
を
す
る
と
き
。

（
代
理
横
の
消
滅
事
由
）

第
百
十
一
条

代
理
権
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

｜

（
同
上
）

二
代
琿
人
の
死
亡
又
は
代
理
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
若
し
く
は
倒
則

酬
燗
刎
討
翻
判
を
受
け
た
こ
と
。

２
（
同
上
）

（
意
思
表
示
の
受
領
能
力
）

第
九
十
八
条
の
二

意
思
表
示
の
相
手
方
が
そ
の
意
思
表
示
を
受
け
た
時
に
意

思
能
力
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
又
は
未
成
年
者
若
し
く
は
成
年
被
後
見
人
で

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
表
示
を
も
っ
て
そ
の
相
手
方
に
対
抗
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
意
思
表
示
を
知
っ
た
後
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

｜
・
二

（
同
上
）

（
新
般
）

を
得
た
旨
の
通
知
を
発
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
行
為
を
取
り
消
し
た
も
の
と

み
な
す
。

第
三
節

（
同
上
）
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（
利
劇
銅
濁
翔
と
時
効
の
完
成
猶
予
）

第
百
五
十
八
条

時
効
の
期
間
の
満
了
前
六
箇
月
以
内
の
間
に
未
成
年
者
又
は

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
に
法
定
代
理
人
が
な
い
と

き
は
、
そ
の
未
成
年
者
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が

行
為
能
力
者
と
な
っ
た
時
又
は
法
定
代
理
人
が
就
職
し
た
時
か
ら
六
箇
月
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
未
成
年
者
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
翻
判
割

受
け
た
者
に
対
し
て
、
時
効
は
、
完
成
し
な
い
。

２
未
成
年
者
が
そ
の
財
産
を
管
理
す
る
父
、
母
又
は
未
成
年
後
則
刈
倒
対
し

て
権
利
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
未
成
年
者
が
行
為
能
力
者
と
な
っ
た
時
又

は
後
任
の
法
定
代
理
人
が
就
職
し
た
時
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

は
、
そ
の
権
利
に
つ
い
て
、
時
効
は
、
完
成
し
な
い
。
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が
特
定
補
助
人
に
対
し
て
槽
利
を
有
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

（
委
任
の
終
了
事
由
）

第
六
百
五
十
三
条

委
任
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
綾
了
す
る

一
・
二

（
略
）

三
受
任
者
が
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
こ
と

第
六
百
七
十
九
条

前
条
の
場
合
の
ほ
か
、
組
合
員
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に

第
七
百
三
十
七
条
及
び
第
七
百
三
十
八
条

第
七
百
十
三
条

精
神
上
の
理
由
に
よ
り
自
己
の
行
為
の
責
任
を
弁
職
す
る
能

力
を
欠
く
状
態
に
あ
る
間
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
者
は
、
そ
の
賠
償
の
責

任
を
負
わ
な
い
。
た
だ
し
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
一
時
的
に
そ
の
状
態

を
招
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
婚
姻
の
規
定
の
準
用
）

第
七
百
六
十
四
条

第
七
百
三
十
九
条
及
び
第
七
百
四
十
七
条
の
規
定
は
、
協

謎
上
の
離
婚
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
露
知
能
力
）

第
七
百
八
十
条

認
知
を
す
る
に
は
、
父
又
は
母
が
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
で

よ
っ
て
脱
退
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三
潮
‐
州
須
荊
一
項
の
規
定
に
よ
到
謝
判
を
受
け
た
こ
と
．

四
（
略
）

き

削

（
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
と
時
効
の
完
成
猶
予
）

第
百
五
十
八
条

時
効
の
期
間
の
満
了
前
六
箇
月
以
内
の
間
に
未
成
年
者
又
は

成
年
被
後
見
人
に
法
定
代
理
人
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
未
成
年
者
若
し
く
は

劇
弔
閥
倒
副
人
が
行
為
能
力
者
と
な
っ
た
時
又
は
法
定
代
理
人
が
就
職
し
た

時
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
未
成
年
者
又
は
噛
謂
閥
樹

見
人
に
対
し
て
、
時
効
は
、
完
成
し
な
い
。

第
七
百
十
三
条

精
神
上
の
障
害
に
よ
り
自
己
の
行
為
の
責
任
を
弁
幟
す
る
能

力
を
欠
く
状
態
に
あ
る
間
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
者
は
、
そ
の
賠
償
の
責

任
を
負
わ
な
い
。
た
だ
し
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
一
時
的
に
そ
の
状
態

を
招
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
百
七
十
九
条

前
条
の
場
合
の
ほ
か
、
組
合
員
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
権

（
委
任
の
終
了
事
由
）

第
六
百
五
十
三
条

委
任
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。

一
・
二

（
同
上
）

三
受
任
者
が
後
見
開
始
の
審
判
を
受
け
た
こ
と
。

（
成
年
被
後
見
人
の
婚
姻
）

：
Ｊ
ｉ

の
同
意
を
要
し
な
い
。

：
関

（
寓
知
能
力
）

、

第
七
百
八
十
条

認
知
を
す
る
に
は
、
父
又
は
母
が
未
成
年
者
‐
刈
国
圃
判
澗
倒

（
婚
姻
の
規
定
の
準
用
）

第
七
百
六
十
四
条

第
七
百
三
十
八
条
、
第
七
百
三
十
九
条
及
び
第
七
百
四
十

七
条
の
規
定
は
、
協
議
上
の
雌
婚
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
則
刈
が
そ
の
財
産
を
管
理
す
る
父
・
母
又
は
後

則
刈
同
対
し
て
権
利
を
有
す
る
と
き
は
．
そ
の
未
成
年
者
濁
し
く
は
成
年
被

倒
則
刈
が
行
為
能
力
者
と
な
っ
た
時
又
は
後
任
の
法
定
代
理
人
が
就
職
し
た

時
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
櫓
利
に
つ
い
て
、
時
効
は

、
完
成
し
な
い
。

よ
っ
て
脱
退
す
る
。

一
・
二

（
同
上
）

三
倒
園
開
始
の
翻
判
を
受
け
た
こ
と
。

四
（
同
上
）

に
は
、
そ
の
成
年
後
見
人
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（
婚
姻
の
規
定
の
準
用
）

第
七
百
九
十
九
条

第
七
百
二
十
九
条
の
規
定
は
、
縁
組
に
つ
い
て
準
用
す
る

（
婚
姻
の
規
定
の
竃
用
）

第
八
百
十
二
条

第
七
百
三
十
九
条
及
び
第
七
百
四
十
七
条
の
規
定
は
、
協
離

上
の
離
縁
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「

三
箇
月
一
と
あ
る
の
は
、
「
六
箇
月
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
百
六
条

第
七
百
九
十
四
条

未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
被
後
見
人
を
養
子
と
す
る
に
は

、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
未
成
年
後
則
刈
呵
任
務

が
終
了
し
た
後
、
ま
だ
そ
の
管
理
の
計
算
が
終
わ
ら
な
い
間
も
、
同
様
と
す

る
．

剰
到
剃

利
飼
料
倒
則

第
一
節

制
飼
料
倒
則
の
開
始

第
八
百
三
十
八
条

未
成
年
後
見
は
、
未
成
年
者
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
が

（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
）

第
八
百
十
七
条
の
二

（
略
）

２
前
項
に
規
定
す
る
請
求
を
す
る
に
は
、
第
七
百
九
十
四
条
第
一
項
又
は
第

七
百
九
十
八
条
の
併
可
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
．
３

（
略
）

場
合
を
含
む
。
第
八
百
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

（
未
成
年
後
見
人
と
未
成
年
被
後
見
人
と
の
間
等
の
無
許
可
縁
組
の
取
消
し

１雪 受
け
た
者
を
養
子
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
革
用
す
劉
引
‐

『
ユ
■
■

違
反
し
た
縁
組
は
、
養
子
又
は
そ
の
実
方
の
親
族
か
ら
、
そ
の
取
消
し
を
家

庭
裁
判
所
に
賄
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ
た
だ
し
、
管
理
の
計
算
が
終
わ
っ

た
後
、
養
子
が
追
認
を
し
、
又
は
六
箇
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

あ
っ
て
も
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い

な
い
と
き
、
又

（
未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
被
後
見
人
を
養
子
と
す
る
縁
組
等
）

前
項
の
規
定
は
．
特
定
補
助
人
が
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銅
判
剖

第
七

を
行
う
者
が
管
理
権
を 同

い
と
き
に
開
始
す
る :

の
規
定
に

（
婚
姻
の
規
定
の
準
用
）

第
七
百
九
十
九
条

第
七
百
三
十
八
条
及
耐
第
七
百
三
十
九
条
の
規
定
は
、
縁

組
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
百
九
十
四
条

第
八
百
六
条

第
七
百
九
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
縁
組
は
、
養
子
又
は
そ

の
実
方
の
親
族
か
ら
、
そ
の
取
消
し
を
家
庭
裁
判
所
に
猜
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
管
理
の
計
算
が
終
わ
っ
た
後
、
饗
子
那
追
認
を
し
、
又
は

六
箇
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
）

第
八
百
十
七
条
の
二

（
同
上
）

２
前
項
に
規
定
す
る
請
求
を
す
る
に
は
、
第
七
百
九
十
四
条
又
は
第
七
百
九

十
八
条
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
婿
姻
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
十
二
条

第
七
百
三
十
八
条
、
第
七
百
三
十
九
条
及
び
第
七
百
四
十
七

条
の
規
定
は
、
協
譲
上
の
離
縁
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
条
第
二
項
中
「
三
箇
月
一
と
あ
る
の
は
、
『
六
箇
月
一
と
醜
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

剰
到
画

倒
則

第
一
節

倒
則
の
開
始

第
八
百
三
十
八
条

倒
則
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
開
燗
制
引
釧

２
．
３

（
同
上
）

見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
養
子
と
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
劃
別
科
刺
任
務
が
終
了
し
た
後
．
ま
だ
そ
の
管

理
の
計
算
が
終
わ
ら
な
い
間
も
、
同
桜
と
す
る
。

（
新
股
）

《

則
刈
で
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い

者
が
管
理
権
を
有
し
な
い
と
き
。

二
後
見
開
始
の
審
判
が
あ
っ
た
と
き

一’

（
後
見
人
と
被
後
見
人
と
の
間
の
無
許
可
縁
組
の
取
消
し
）

未
成
年
者
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
が
な
い
と
き
、
又
剛
親
権
を
行
う

が
被
後
見
人
を
義
子
と

後
見
人
が
被
後
見
人

（
未
成
年
被
後
見
人
及
び
成
年
被
後

181口
凸 凹



第
．
八
百
四
十
二
条
及
び
第
八
百
四
十
三
条

（
辞
任
し
た
未
成
年
後
見
人
に
よ
る
新
た
な
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
論
求

）

第
八
百
四
十
五
条

調
由
弔
後
見
人
が
そ
の
任
務
を
辞
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
に
未
成
年
後
則
刈
を
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
辞
任
し
た
未
成

判
倒
則
川
は
、
遅
滞
な
く
新
た
な
未
成
年
後
則
刈
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に

請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
未
成
年
後
見
人
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
四
十
七
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
未
成
年
後
則
刈
日
な
る
こ
と
が
で
き

か
も
い
。

｜

（
略
｝

（
未
成
年
後
見
人
の
解
任
）

第
八
百
四
十
六
条

未
成
年
後
見
人
に
不
正
な
行
為
、
著
し
い
不
行
跡
そ
の
他

未
成
年
後
見
剣
任
務
に
適
し
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、

（
未
成
年
後
見
人
の
辞
任
）

第
八
百
四
十
四
条

未
成
年
御
則
刈
は
、
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
．
家
庭

裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
任
務
を
辞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

察
官
の
硝
求
に
よ
り
又
は
職
擢
で
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

未
成
年
後
見
監
督
人
‐
未
成
年
被
後
見
人

第
二
節

謁
劇
飼
倒
剋
の
機
関

荊
斗
ｌ
調
判
劇
判
例
則
刈

：

若
し
く
は
そ
の
親
族
若
し
く
は
検

権
で
、
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
。

２
劇
銅
倒
則
人
が
欠
け
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
成
年
被
後
見
人
若
し

く
は
そ
の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
謂
求
に
よ
り
又
は
園
梱
で
、
成
詞

後
見
人
を
選
任
す
る
．

３
成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
掲
合
に
お
い
て
も
、
家
庭
裁
判
所
は
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
剥
圃
詞
劉
者
若
し
く
は
成
年
後
見

人
の
鯖
求
に
よ
り
又
は
職
擢
で
、
更
に
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

割
‐
副
１

釧
飼
判
倒
則
Ｎ
劇
週
田
す
る
に
は
、
成
田
師
閥
圃
開
匿
幽
砥
身
の
状
態
並
胡
‐
口

因
雇
闘
岸
凹
脚
悶
隠
開
陛
埋
■
鴎
鴎
鬮
呵
踊
鴎
画
困
る
者
の
副
銅
到
胡
圏
圃
並
び
に

瑚
弔
洩
倒
則
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
（
成
年
後
見
人
と
な
る
者
が
法
人
で

』 第
二
節

掛
副
の
機
関

荊
引
鯏

倒
則
刈

第
八
百
四
十
二
条

訓
噸

剖
瑚
鋼
倒
園
利
呵
週
田
「

第
八
百
四
十
五
条

倒
則
Ｎ
が
そ
の
任
務
を
辞
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
後

別
刈
を
選
任
す
る
必
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
後
則
刈
は
、
遅
滞
な
く
新

た
な
倒
則
刈
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
欄
則
刈
の
辞
任
）

第
八
百
四
十
四
条

倒
則
川
は
、
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
を
得
て
、
そ
の
任
務
を
辞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

緬
倒
刷
刈
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
四
十
七
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
掛
則
‐
刈
剖
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
側
則
刈
の
解
任
）

第
八
百
四
十
六
条

倒
則
刈
回
不
正
な
行
為
、
著
し
い
不
行
跡
そ
の
他
倒
則
呵

任
務
に
適
し
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
後
見
監
督
人
、

閥
倒
則
刈
若
し
く
は
そ
の
親
族
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権

で
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
内
容
並
び
に
そ
の
法
人
及
び
そ
の
代

表
者
と
成
年
被
後
見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
）
、
成
年
被
後
見
人
の
意
見

そ
の
他
一
切
の
事
傭
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

（
同
上
）

（
辞
任
し
た
後
見
人
に
よ
る
新
た
な
側
則
刈
の
適
任
の
舗
求
）

膳

20り

（
未
成
年
後
見
監
督
人
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
五
十
条

剰
劇
瑁
潤
則
刈
の
配
偶
者
、
直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
は

未
成
年
後
則
鬮
倒
刈
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
未
成
年
後
見
監
督
人
の
週
任
）

第
八
百
四
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
劇

剰
剖
謝
目
圏
刈
、
そ
の
親
族
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
騒

権
で
、
未
成
年
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
未
成
年
後
見
監
督
人
の
職
務
）

第
八
百
五
十
一
条

未
成
年
後
見
監
督
人
の
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

｜

未
成
年
後
見
人
の
事
務
を
監
督
す
る
こ
と
。

二
未
成
年
後
見
人
が
欠
け
た
場
合
に
、
遅
滞
な
く
そ
の
選
任
を
家
庭
裁
判

（
財
産
の
禰
査
及
び
日
齢
の
作
成
）

第
八
百
五
十
三
条

未
成
年
後
見
人
は
、
遅
滞
な
く
未
戎
年
被
後
見
人
の
財
産

の
詞
査
に
着
手
し
、
一
箇
月
以
内
に
、
そ
の
闘
査
を
終
わ
り
、
か
つ
、
そ
の

目
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
．
家
庭
裁
判

所
に
お
い
て
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
財
産
の
調
査
及
び
そ
の
目
録
の
作
成
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
と

（
委
任
及
び
未
成
年
後
見
人
の
規
定
の
軍
用
）

第
八
百
五
十
二
条

第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五

条
、
第
八
百
四
十
条
第
三
項
、
第
八
百
四
十
四
条
、
第
八
百
四
十
六
条
、
第

八
百
四
十
七
条
、
第
八
百
到
制
刈
須
、
第
八
百
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八

百
六
十
二
条
の
規
定
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
軍
用
す
る
。

三
（
略
）

四
未
成
年
被
後
見
人
に
対
し
て
訴
訟
を
し
、
又
は
し
た
者
並
び
に
そ
の
配

偶
者
及
び
直
系
血
族

五
（
略
）

所
に
鯖
求
す
る
こ
と
。

三
（
略
）

四
未
成
年
後
見
人
又
は
そ
の
代
表
す
る
者
と
未
成
年
被
後
見
別
と
の
利
益

が
相
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
未
成
年
被
後
見
人
を
代
表
す
る
こ
と
。

二
家
庭
裁
判
所
で
免
ぜ
ら
れ
た
法
定
代
理
人
又
は
補
助
人
（
第
八
百
七
十

六
条
の
五
第
三
号
の
事
由
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）

第
三
節

未
成
年
後
見
の
事
務

痢
．
綱

未
成
年
後
則
鬮
矧
刈

（
倒
則
圏
倒
Ｎ
の
職
務
）

第
八
百
五
十
一
条

倒
剋
閨
翻
「
Ｎ
の
職
務
は
、
欧
の
と
お
り
と
す
る
。

一

倒
則
川
の
事
務
を
監
督
す
る
こ
と
。

二
後
見
人
が
欠
け
た
場
合
に
、
遅
滞
な
く
そ
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
錆

（
幽
則
圏
倒
刈
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
五
十
条

御
則
刈
の
配
偶
者
、
直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
は
、
倒
則
圏

倒
刈
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
矧
引
調
到
刺
利
の
選
任
）

第
八
白
四
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
掴
倒

則
刈
、
そ
の
親
族
若
し
く
は
鋼
副
詞
Ｎ
副
請
求
に
よ
り
又
は
職
權
で
、
鍔
副
園
国

倒
刈
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
財
産
の
閥
査
及
び
目
録
の
作
成
）

■

第
八
百
五
十
三
条

倒
可
科
刈
国
、
遅
滞
な
く
調
倒
則
刈
の
財
産
の
調
査
に
藩
手

し
、
一
箇
月
以
内
に
、
そ
の
詞
査
を
終
わ
り
、
か
つ
、
そ
の
目
録
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
伸

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
財
産
の
調
査
及
び
そ
の
目
録
の
作
成
は
、
倒
副
誼
園
倒
刈
が
あ
る
と
き
は
、

（
委
任
及
び
後
見
人
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
五
十
二
条

舅
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五

条
、
第
八
百
四
十
四
条
、
第
八
百
四
十
六
条
、
第
八
百
四
十
七
条
、
第
八
百

六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
百
六
十
二
条
の
規
定
は
倒
則
閨
倒
刈
に
つ
い
て

及
び
第
八
百
五
十
九
条
の
三
の
規
定
は
成
年
後
見
圏
倒
刈
に
つ
い
て
準
用
す

》（》回

三
（
同
上
）

四
樹
倒
則
刈
に
対
し
て
訴
訟
を
し
、
又
は
し
た
者
並
び
に
そ
の
配
偶
者
及

び
直
系
血
族

五
（
同
上
）

見
監
督
人
に
つ
い
て
、
第
八
百
四
十
三
条
第
四
項
、
第
八
百
五
十
九
条
の
二

求
す
る
こ
と
。

三
（
同
上
）

四
倒
則
刈
刈
劇
そ
の
代
表
す
る
者
と
閥
倒
則
刈
と
の
利
益
が
相
反
す
る
行

為
に
つ
い
て
鯛
倒
則
刈
を
代
表
す
る
こ
と
。

二
家
庭
裁
判
所
で
免
ぜ
ら
れ
た
法
定
代
理
人
１
剖
閣
四
Ｎ
又
は
補
助
人

第
八
百
四
十
条
第
三
項
及
び
第
八

第
三
節

倒
皿
の
事
務

割
：

十
七
条
の
こ
の
規
定
は
未
成
年
後

氷, "



（
未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
場
合
の
権
限
の
行
使
等
）

第
八
百
五
十
八
条

（
略
）

（
未
成
年
被
後
見
人
が
包
括
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
準
用
）

第
八
百
五
十
六
条

前
三
条
の
規
定
は
、
未
成
年
後
見
人
が
就
職
し
た
後
料
劇

謂
調
倒
則
刈
が
包
括
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
翠
用
す
る
。

（
利
劇
鋼
倒
則
人
の
未
成
年
被
倒
則
刈
に
対
す
る
債
権
又
は
債
務
の
申
出
義

務
）

第
八
百
五
十
五
条

剰
劇
剰
倒
則
人
が
、
未
劇
銅
報
謝
閨
刷
刺
に
対
し
、
債
権
を

有
し
、
又
は
債
務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
と

き
は
、
財
産
の
調
査
に
新
手
す
る
前
に
、
こ
れ
を
未
成
年
後
見
圏
倒
刈
に
申

し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
未
成
年
後
見
人
が
、
未
成
年
被
後
見
人
に
対
し
債
櫓
を
有
す
る
こ
と
を
知

っ
て
こ
れ
を
申
し
出
な
い
と
き
は
、
そ
の
債
權
を
失
う
。

（
財
壷
の
目
録
の
作
成
前
の
橘
限
）

第
八
百
五
十
四
条

未
成
年
後
見
人
は
、
財
産
の
目
録
の
作
成
を
終
わ
る
ま
で

は
、
急
迫
の
必
要
が
あ
る
行
為
の
み
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
を
も
っ
て
善
意
の
第
一
一
一
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
財
産
の
管
理
及
び
代
表
）

第
八
百
五
十
九
条

未
成
年
後
則
刈
閏
、
調
飼
鋼
串
頚
飼
則
刈
の
財
産
を
管
理
し

、
か
つ
、
そ
の
財
産
に
関
す
る
怯
律
行
為
に
つ
い
て
未
成
年
被
後
見
人
を
代

表
す
る
。

２
（
略
）

デ
ー
５

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

き
ば
、
そ
の
立
会
い
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い

第
八
百
五
十
九
条
の
二

1
（
未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
場
合
の
構
限
の
行
使
等
）

第
八
百
五
十
七
条
の
二

（
同
上
）

争
朔
圏
刷
刈
が
包
括
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
竃
用
）

第
八
百
五
十
（
条

前
三
条
の
規
定
は
１
徴
則
刈
が
就
職
し
た
後
倒
倒
則
刈
が

包
括
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
財
産
の
管
理
及
び
代
表
）

第
八
百
五
十
九
条

倒
則
刈
出
、
洩
倒
副
刈
の
財
産
を
管
理
し
、
か
つ
、
そ
の

財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
襖
倒
則
刈
を
代
表
す
る
．

第
八
百
五
十
五
条

後
見
人
が
、
被
後
見
人
に
対
し
、
債
権
を
有
し
、
又
は
債

務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
倒
則
園
餅
刈
が
あ
る
と
き
は
、
財
産
の
調
査
に

着
手
す
る
前
に
、
こ
れ
を
倒
踊
鬮
倒
料
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
産
の
目
録
の
作
成
前
の
槽
限
）

第
八
百
五
十
四
条

後
見
人
は
、
財
産
の
目
録
の
作
成
を
終
わ
る
ま
で
は
、
急

迫
の
必
要
が
あ
る
行
為
の
み
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
後
見
人
が
、
被
後
見
人
に
対
し
債
権
を
有
す
る
こ
と
を
知
っ
て
こ
れ
を
申

し
出
な
い
と
き
は
、
そ
の
債
禰
を
失
う
。

２
～
５

（
同
上
）

洲
利
剣
引
到
１

３
崩
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
の
意
思
表
示
は
、
そ
の
一
人

に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
。

そ
の
権
限
を
行
使
す
・
へ
き
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

意
思
を
尊
重
し
、
か
つ
、
そ
の
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
立
会
い
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い

び
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
成
年
被
後
見
人
の

へ
劇
唱
謝
倒
副
刈
刎
意
思
呵
朝
画
団
胡
到
旦
呵
配
顛
「

（
後
見
人
の
被
倒
見
刈
に
対
す
る
債
権
又
は
債
務
の
申
出
義
務
）

（
同
上
）

弓
國
雫
後
見
人
が
数
人
あ
る
場
合
の
権
限
の
行
使
等
）

痢
鬮
鋤
判
所
は
、
職
禰
で
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
を
取
り
消
す
こ
と

祠
栴
で
‐
撒
人
の
成
年
後
見
人
が
、
共
同
し
て
又
は
事
務
を
分
準
し
て

成
年
後
見
人
は
、
成
年
被
後
見
人
の
生
活
、
療
養
看
惑
及

成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は

25 堀

（
利
益
相
反
行
為
）

第
八
百
六
十
条

第
八
百
二
十
六
条
の
規
定
は
、
未
成
年
後
見
人
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
た
だ
し
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

（
支
出
金
額
の
予
定
及
び
洞
剥
詞
倒
則
の
事
務
の
費
用
）

第
八
百
六
十
一
条

未
成
年
後
見
人
は
、
そ
の
就
職
の
初
め
に
お
い
て
、
詞
蜘

判
倒
倒
則
刈
の
生
活
、
敏
育
又
は
療
養
看
護
及
び
財
産
の
管
理
の
た
め
に
毎

年
支
出
す
べ
き
金
額
を
予
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

訂
エ
る
）

（
削
る
）

（
利
益
稲
反
行
為
）

第
八
百
六
十
条

第
八
百
二
十
六
条
の
規
定
は
、
初
倒
剥
刈
に
つ
い
て
革
用
す
る

。
た
だ
し
、
矧
司
詞
劉
画
刈
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
成
年
後
見
人
に
よ
る
郵
便
物
等
の
管
瑠
引

第
八
百
六
十
条
の
二

割
聞
劉
判
所
は
、
劇
弔
倒
園
人
が
そ
の
事
務
を
行
う
に

当
た
っ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
、

信
書
の
送
達
の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
成
年
被
後
則
刈

（
成
年
被
後
見
人
の

第
八
百
五
十
九
条
の
三

制
引
刈
叫
１

３
成
年
被
後
見
人
は
、
成
年
後
見
人
に
対
し
、
飼
料
倒
圃
人
が
受
け
取
っ
た

第
八
白
六
十
条
の
三

成
年
後
見
人
は
、
成
年
被
後
見
人
に
宛
て

を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
開
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
で
き
な
い
・

４
崩
年
後
見
人
の
任
務
が
終
了
し
た
と
き
は
．
家
庭
裁
判
所
は
、
第
一
項
に

引
割
国
劇
判
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
が
あ
っ
た
後
事
情
に
変
更

を
生
じ
た
と
き
は
、
成
年
被
後
見
人
、
成
年
後
見
人
若
し
く
は
成
年
後
見
監

督
人
の
餉
求
に
よ
り
又
は
職
樹
で
、
同
項
に
規
定
す
る
剰
詔
劃
取
り
消
し
、

〈
支
出
金
額
の
予
定
及
び
倒
則
の
事
務
の
費
用
）

第
八
白
六
十
一
条

倒
則
刈
国
、
そ
の
就
廠
の
初
め
に
お
い
て
、
閥
樹
則
刈
の

生
活
、
教
育
又
は
療
養
看
護
及
び
財
産
の
管
理
の
た
め
に
毎
年
支
出
す
べ
き

金
額
を
予
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 の
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
又
は
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
、
売
却
、
賃
貸
．
賃

に
宛
て
た
郵
便
吻
刻
出
国
間
事
業
者
に

、
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
に
お
い

間
間
の
解
除
又
は
抵
当
槽
の
設
定
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
処
分
を
す
る
に

規
定
す
る
薗
託
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
条
に
お
い
て
「
劃
側
糊
等
」
と
い
う
。
）
を
成
年
後
見
人
に
配
達
す
ぺ
き

旨
を
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
嗣
椚
四
瑁
圏
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
‐
る
圃
翻
側
糊
』

は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

事
務
に
閲
し
な
い
も
の
は
‘
速
や
か
に
成
年
被
後
見
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば

も
の
を
除
く
。
）
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
の
審
判
に
お
い
て
は

成
年
後
見
人
は
、
そ
の
受
け
取
っ

國
剰
倒
則
刈
幽
１
飼
弔
洩
倒
則
人
に
代
わ
っ
て
、
そ

たに
よ
り
成
年
被
後
見
人
に
交
付
さ
れ
た

て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
伸

よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る

」
と
が
で
き
な
い

後
見 る
こ
と

凸
。

n句

＆』



（
委
任
及
び
親
権
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
六
十
九
条

第
六
百
四
十
四
条
及
び
第
八
百
三
十
条
の
規
定
は
、
利
劇

判
倒
則
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
未
成
年
後
見
監
督
人
の
同
意
を
要
す
る
行
為
）

第
八
百
六
十
四
条

未
成
年
後
見
人
が
、
未
成
年
被
後
見
人
に
代
わ
っ
て
営
業

若
し
く
は
第
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
、
又
は
未
成
年
被
後
見

（
利
幽
弔
倒
則
の
事
務
の
監
督
）

第
八
百
六
十
三
条

調
劇
弔
後
見
監
督
人
又
は
家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、

詞
閥
年
後
見
人
に
対
し
詞
劇
銅
倒
副
呵
事
務
の
報
告
若
し
く
は
財
産
の
目
録

の
提
出
を
求
め
、
又
は
未
成
年
後
副
刷
事
務
若
し
く
は
未
成
年
被
後
見
人
の

財
産
の
状
況
を
萌
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
家
庭
裁
判
所
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
、
未
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
そ

の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
利
飼
料
閥
倒

則
刈
の
財
産
の
管
理
そ
の
他
剰
銅
弔
劉
副
呵
事
務
に
つ
い
て
必
要
な
処
分
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
百
六
十
二
条

家
庭
裁
判
所
は
、
未
成
年
後
見
の
事
務
の
内
容
、
未
成
年

後
見
人
及
び
未
成
年
被
後
見
人
の
資
力
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
１
利
飼
料

調
倒
則
刺
の
財
産
の
中
か
ら
、
相
当
な
報
酬
を
調
瑚
弔
倒
則
刈
口
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
未
成
年
被
後
見
人
の
財
産
等
の
譲
受
け
の
取
消
し
）

第
八
百
六
十
六
条

未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
被
後
見
人
の
財
産
又
は
刺
劇
詞

樹
倒
則
刈
に
対
す
る
第
三
者
の
権
利
を
譲
り
受
け
た
と
き
は
、
剰
劇
詞
樹
樹

則
刈
は
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
（
略
）

第
八
百
六
十
五
条

未
成
年
後
見
人
が
、
前
条
の
規
定
に
違
反
し
て
ｕ
Ⅶ
ｌ
刈
刷

同
意
を
与
え
た
行
為
は
、
未
成
年
被
後
見
人
又
は
未
成
年
後
見
人
が
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
の
規
定
を
細
用
す

る
。

２
（
略
）

２
未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
後
見
の
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
は

未
成
年
被
後
見
人
の
財
産
の
中
か
ら
支
弁
す
る
。

人
が
こ
れ
を
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
に
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
洞
頚
劉
司
引
に
掲

げ
る
元
本
の
領
収
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
未
成
年
後
見
人
の
報
酬
）

第
四
節

詞
嗣
銅
劉
笥
刷
の
終
了

（
倒
則
の
事
務
の
監
督
）

第
八
百
六
十
三
条

倒
則
園
倒
刈
又
は
家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
侮
鋤
則
刈

ｄ
対
し
倒
則
‐
剛
事
務
の
報
告
若
し
く
は
財
産
の
目
録
の
提
出
を
求
め
、
又
は

樹
副
刎
事
務
若
し
く
は
閥
倒
則
刈
の
財
産
の
状
況
を
岡
査
す
る
こ
と
が
で
き

》（》由

２
家
庭
裁
判
所
は
、
倒
則
圏
矧
刈
、
閥
倒
則
刈
済
し
く
は
そ
の
親
族
そ
の
他

の
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
倒
倒
則
刈
の
財
産
の
管
理
そ

の
他
倒
則
呵
事
務
に
つ
い
て
必
要
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
寺
き
る
。

（
倒
則
Ｎ
の
報
酬
）

第
八
百
六
十
二
条

家
庭
裁
判
所
は
、
後
見
人
及
び
被
後
見
人
の
資
力
そ
の
他

の
事
禰
に
よ
っ
て
１
鯏
劉
副
刈
刈
の
財
産
の
中
か
ら
、
相
当
な
翰
酬
を
倒
則
刺

に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

｛
倒
則
圃
矧
川
の
同
意
を
要
す
る
行
為
）

第
八
百
六
十
四
条

後
見
人
が
、
被
後
見
人
に
代
わ
っ
て
営
業
若
し
く
は
第
十

三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
、
又
は
未
成
年
被
後
見
人
が
こ
れ
を

（
委
任
及
び
親
権
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
六
十
九
条

第
六
百
四
十
四
条
及
び
第
八
百
三
十
条
の
規
定
は
、
後
見

に
つ
い
て
軍
用
す
る
．

第
八
百
六
十
五
条

衡
則
刈
洲
、
前
条
の
規
定
に
違
反
し
て
ｕ
刻
刷
同
意
を
与

え
た
行
為
は
、
閥
倒
則
‐
刈
又
は
倒
則
‐
刈
洲
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
》
尻

場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
調
倒
則
刈
の
財
産
等
の
談
受
け
の
取
消
し
）

第
八
百
六
十
』
ハ
条

後
見
人
が
被
後
見
人
の
財
産
又
は
倒
倒
則
刈
に
対
す
る
第

三
者
の
権
利
を
顔
り
受
け
た
と
き
は
、
閥
倒
則
刈
は
、
こ
れ
を
取
り
梱
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
倒
則
刈
洲
倒
則
の
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
閥
倒
則
刈
の
財

産
の
中
か
ら
支
弁
す
る
。

２
（
同
上
）

ｚ
（
同
上
）

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
に
は
、
後
見
監
督
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
副
剰
剰
引
引
に
掲
げ
る
元
本
の
領
収
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
節

後
見
の
終
了

8牢

（
返
還
金
に
対
す
る
利
息
の
支
払
等
）

第
八
百
七
十
三
条

未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
被
後
見
人
に
返
還
す
ぺ
き
金
額

及
び
未
成
年
被
後
見
人
が
未
成
年
後
見
人
に
返
還
す
亭
へ
き
金
額
に
は
、
利
劇

年
後
見
の
計
算
が
終
了
し
た
時
か
ら
、
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
未
成
年
後
見
人
は
、
自
己
の
た
め
に
未
成
年
被
後
見
人
の
金
銭
を
消
費
し

（
未
成
年
被
後
見
人
と
未
成
年
後
見
人
等
と
の
間
の
契
約
等
の
取
消
し
）

第
八
百
七
十
二
条

未
成
年
被
後
見
人
が
成
年
に
達
し
た
後
未
成
年
後
見
の
計

算
の
終
了
前
に
、
そ
の
者
と
未
成
年
後
見
人
又
は
そ
の
相
続
人
と
の
間
で
し

た
契
約
は
、
そ
の
者
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
未
成
年
後
見

人
又
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
て
し
た
単
独
行
為
も
、
同
傑
と
す
る
。

２
（
略
）

第
八
百
七
十
一
条

未
成
年
後
見
の
計
算
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
と

き
は
ゞ
そ
の
立
会
い
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
未
成
年
後
見
の
計
算
）

第
八
百
七
十
条

未
成
年
後
見
人
の
任
務
が
終
了
し
た
と
き
は
、
利
劇
判
倒
則

人
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
二
箇
月
以
内
に
そ
の
管
理
の
計
算
（
以
下
「
利
劇

年
後
見
の
計
算
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の

期
間
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
伸
長
す
る
こ
と
が
寺
き
る
。

（
委
任
の
規
定
の
憩
用
）

第
八
百
七
十
四
条

第
六
百
五
十
四
条
及
び
第
六
百
五
十
五
条
の
規
定
は
．
利

劇
唱
倒
則
に
つ
い
て
剛
用
す
る
。

（
削
る
）

た
と
き
は
、
そ
の
消
費
の
時
か
ら
、
こ
れ
に
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
な
お
損
害
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
賠
償
の
責
任

を
負
う
。

（
未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年
後
見
監
督
人
の
事
務
に
関
し
て
生
じ
た
債
権

（
委
任
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
七
十
四
条

第
六
百
五
十
四
条
及
び
第
六
百
五
十
五
条
の
規
定
は
、
後

見
に
つ
い
て
単
用
す
る
。

（
成
年
被
後
見
人
の
死
亡
後
の
成
年
後
見
人
の
椎
限
）

第
八
百
七
十
三
条
の
二

成
年
後
見
人
は
、
成
年
被
後
見
人
が
死
亡
し
た
場
合

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
成
年
被
後
見
人
の
相
綾
人
の
意
思
に
反

す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
を
除
き
、
相
続
人
が
相
統
財
産
を
管
理
す
る
こ

（
返
還
金
に
対
す
る
利
息
の
支
払
等
）

第
八
百
七
十
三
条

後
見
人
が
被
後
見
人
に
返
還
す
べ
き
金
額
及
び
閥
倒
則
刺

洲
‐
倒
則
川
に
返
還
す
．
へ
き
金
額
に
は
、
後
見
の
計
算
が
終
了
し
た
時
か
ら
、

利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
祷
言
早
人
は
、
自
己
の
た
め
に
閥
御
司
岡
川
の
金
銭
を
消
費
し
た
と
き
は
、
そ

（
未
成
年
被
後
見
人
と
未
成
年
後
見
人
等
と
の
間
の
契
約
等
の
取
消
し
）

第
八
百
七
十
二
条

未
成
年
被
後
見
人
が
成
年
に
達
し
た
後
倒
則
呵
酬
測
の
終

了
前
に
、
そ
の
者
と
未
成
年
後
見
人
又
は
そ
の
相
続
人
と
の
間
で
し
た
契
約

は
、
そ
の
者
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
未
成
年
後
見
人
又
は

そ
の
相
続
人
に
対
し
て
し
た
単
独
行
為
も
、
同
様
と
す
る
。

２
（
同
上
）

第
八
百
七
十
一
条

襯
司
利
馴
洲
興
は
、
梱
罰
調
召
固
刈
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
立

会
い
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
後
見
の
計
算
）

第
八
百
七
十
条

閏
則
刈
の
任
務
が
終
了
し
た
と
き
は
、
働
思
刈
又
は
そ
の
相

続
人
は
、
二
箇
月
以
内
に
そ
の
管
理
の
計
算
（
以
下
「
後
見
の
計
算
一
と
い

う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
家
庭
裁
判
所

に
お
い
て
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
し
、
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
酢
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’

相
続
財
産
に
属
す
る
特
定
の
財
産
の
保
存
に
必
要
な
行
為

二
相
統
財
産
に
属
す
る
債
務
（
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。

『
‐
呵
割
湖

ヨ
到
到
叫
殖
闇
両
刎
川
型
銅
刻
創
割
劃
副
制
圏
詞

と
が
で
き
る
に
至
る
ま
で
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
ぞ
き
る
計
測

の
消
費
の
時
か
ら
、
こ
れ
に
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
な
お
損
害
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

（
倒
則
に
閲
し
て
生
じ
た
債
権
の
消
滅
時
効
）

の
保
存
に
必
要
な
行
為
（
前
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
閑
。
剣
』
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｜
判
ｕ
ｑ
園
隠
匿
し
た
者

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
五

21

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
六

死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て

2

（
委
任
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
七

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
八

（
相
続
人
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
九
十
一
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
相
続
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
・

一
～
四

（
略
）

五
相
続
に
関
す
る
被
相
続
人
の
遺
言
書
を
偽
造
し
、
変
造
し
、
破
棄
し
、

（
返
還
金
に
対
す
る
利
息
の
支
払
等
）

費
し
た
と
き
は
、
そ
の
消
費
の
時
か
ら
、
こ
れ
に
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
な
お
損
害
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
賠
償
の

責
任
を
負
う
。

剖
劉
剖
到
剖
凶
Ｍ
恥
鄭
Ｉ

、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
補
助
開
始
の
審

に
反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
を
除
き

（
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
死
亡
後
の
補
助
人
等
の
権
隅
『

る
こ
と
が
で
き
る
に
至
る
ま
で
、
次
に
掲
げ
る
行
為
（
当
該
死
亡
し
た
時
に

お
け
る
槽
限
内
の
行
為
に
限
る
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第

三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

計
き
金
額
に
は
、
補
助
の
計
算
が

還
す
べ
き
金
額
及
び
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
が
補
助
人
に
返
還
す
べ

得
て
、
そ
の

ゴ ー’

＃
三！

助
監
督
人
と
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
と
の
間
に
お
い
て
補
助
人
又
は

定
は
、
補
助
に
つ
い
て
剰
用
調
刻
引
‐

訓

補
助
監
督
人
の
事
務
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
の
消
滅
醐
釧
に
つ
い
て
蛸
用
す

補
功
刻
は
、
自
己
の
た
め
に
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
剣
倒
剖
判

；

九
百
七
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
た

：

桐
鯛
財
産
に
属
す
る
債
務

相
続
財
産
に
属
す
る
特
定
の
財
産
の
保
存
に
必
要
な
行
為

助
人
又
は
補
助
監
督
人
の
事
務
に
関
し

の
火
葬
又
は
埋
葬
に
関

る
も
の
の
ほ
か
、
相

又
は
第
九
百
七
十
六
条
の
二
第
一
頂
若
し
く
は
第

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を

第
六
百
五
十
四
条
及
び
第
六
百
五
Ｈ
劃
型
詞
矧
剥

第
八
百
三
十
二
条
の
規
定
は
、
補
助
人
又
は
補

終
了
し
た
時
か
ら
、
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば

到
剰
剰
捌
酬
到
調
ｕ
剴
刺
‐
割
制
の
に
限
る
ｄ
‐
‐

て
生
じ
た
債
権
の
消
滅
時
効
）

珂
叫
ｕ
対
場
合
に
お
い
て

の保
存
に
必
要
な
行
為

結
を
す
る
こ
と
が

の
相
続
人
の
潮
刷

受
け
た
者
が

け
た
者
に
返

（
相
続
人
の
欠
格
事
由
）

第
八
百
九
十
一
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
相
続
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

一
～
四

（
同
上
）

五
相
続
に
関
す
る
被
相
続
人
の
遺
言
書
を
偽
造
し
、
変
造
し
、
破
棄
し

刻
‐
国
隠
匿
し
た
者

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

4445
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第
九
百
十
七
条

相
続
人
が
未
成
年
者
又
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審

判
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
百
十
五
条
第
一
項
の
期
間
は
、
そ
の

（
普
通
の
方
式
に
よ
る
遺
言
の
種
類
）

第
九
百
六
十
七
条

遺
言
は
、
自
筆
証
書
１
回
圏
到
叫
謝
．
公
正
証
書
又
は
秘
密

第
九
百
六
十
六
条

詞
成
年
被
後
見
人
が
、
未
成
年
後
見
の
計
算
の
終
了
前
に

、
未
成
年
後
見
人
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
直
系
卑
属
の
利
益
と
な
る
．
へ

き
遺
言
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
遺
言
は
心
無
効
と
す
る
。

第
九
百
六
十
二
条

第
五
条
、
第
九
条
測
酎
第
十
条
の
規
定
は
、
遺
言
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
保
管
証
書
遺
言
）

第
九
百
六
十
八
条
の
二

（
自
筆
証
書
遺
言
）

第
九
百
六
十
八
条

自
箪
証
書
に
よ
っ
て
遺
言
を
す
る
に
は
、
遺
言
者
が
、
そ

の
全
文
、
日
付
及
び
氏
名
を
自
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
べ
き
遺
言
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
遺
言
は
‐
荊
気
と
す
る
‐

引
醐
ゴ
詞
の
規
定
は
、
直
系
血
族
、
配
偶
者
又
は
兄
弟
姉
妹
が
制
劇
詞
倒
則

人
又
は
特
定
補
助
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

）
の
全
部
又
は
・
部
の
目
録
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
目
録
に
つ
い
て

は
、
自
書
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
遺
言
者
は
、
そ

の
目
録
の
毎
葉
（
自
香
に
よ
ら
な
い
記
載
が
そ
の
両
面
に
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
両
面
）
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
自
筆
証
書
（
前
項
の
目
録
を
含
む
．
）
中
の
加
除
そ
の
他
の
変
更
は
、
遺

言
者
が
、
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ
れ
を
変
更
し
た
旨
を
付
記
し
て
特
に
こ

れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
笠
証
害
に
こ
れ
と
一
体
の
も
の
と
し
て

相
続
財
産
（
第
九
百
九
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に

た
者
の
た
め
に
相
続
の
閲
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
起
算
す
る
。

法
定
代
理
人
が
未
成
年
者
又
は

証
書
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
方
式
に
よ
る
こ

と
を
許
す
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

了
前
に
、
特
定
補
助
人
又
は
そ
の
配
偶
者
若

相
続
財
産
（
第
九
百
九

規
定
す
る
樋
利
を
含
む

る
方
式
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
未
成
年
被
後
見
人
等
の
遺
言
の
制
限
）

趨
鬮
飼
制
閏
顕
を
不
正
に
作
り
、
破
棄
し
、
若
し
く
は
隠
匿
し
た
者

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が
、
補
助
の
計
算
の
終

。
第
九
百
六
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。

保
管
証
書
に
よ
っ
て
通
言
を
す
る
に
は
、
次
に
掲
げ

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け

し
く
は
直
系
卑
属
の
利

（
普
通
の
方
式
に
よ
る
遺
言
の
種
類
）

第
九
百
六
十
七
条

遺
言
は
、
自
筆
証
霄
、
公
正
証
書
又
は
秘
密
証
書
に
よ
（

創
訓
詞
の
規
定
は
、
直
系
血
族
、
配
偶
者
又
は
兄
弟
姉
妹
が
倒
則
川
で
あ
る

場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
湖
罰
割
剥
刈
の
通
言
の
制
限
）

第
九
百
六
十
六
条

棚
劉
国
潤
刈
が
、
禰
劃
召
叫
謝
創
の
終
了
前
に
１
刎
劉
剥
刈
又
は

そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
直
系
卑
属
の
利
益
と
な
る
・
へ
き
遺
言
を
し
た
と
き
は

、
そ
の
遺
言
は
、
無
効
と
す
る
。

（
新
設
）

第
九
百
十
七
条

相
続
人
が
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、

第
九
百
十
五
条
第
一
項
の
期
間
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
未
成
年
者
又
は
成

判
捌
倒
則
刈
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
起
算

す
る
。

（
自
筆
証
書
遺
言
）
‐

第
九
百
六
十
八
条

自
筆
証
書
に
よ
っ
て
遺
言
を
す
る
に
は
、
遺
言
者
が
、
そ

の
全
文
、
日
付
及
び
氏
名
を
自
書
し
、
こ
れ
に
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
九
白
六
十
二
条

第
五
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は

、
遺
言
に
つ
い
て
は
、
。
適
用
し
な
い
。

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
筆
証
書
に
こ
れ
と
一
体
の
も
の
と
し
て

相
続
財
産
（
第
九
百
九
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に

規
定
す
る
権
利
を
含
む
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の
目
録
を
添
付
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
自
書
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
遺
言
者
は
、
そ
の
目
録
の
毎
葉
（
自
書
に
よ
ら
な
い
記
載
が
そ
の

両
面
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
両
面
）
に
署
名
し
、
印
を
押
さ
な
け

測
因
な
ら
な
い
。

ｄ
自
筆
証
書
（
前
項
の
目
録
を
含
む
。
）
中
の
加
除
そ
の
他
の
変
更
は
、
遺

言
者
が
、
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ
れ
を
変
更
し
た
旨
を
付
記
し
て
特
に
こ

（
新
股
）

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
方
式
に
よ
る
こ
と
を
許
す
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

力
を
生
じ
な
い

れ

に署
名
し
、
か
つ
、
子

に
印
を
押
さ
な
け
れ
ば

そ
の
効
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第
九
百
七
十
三
条

（
秘
密
証
書
遺
言
）

第
九
百
七
十
条

秘
密
証
書
に
よ
っ
て
遺
言
を
す
る
に
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

遺
言
者
が
、
そ
の
証
書
に
割
判
制
‐
副
こ
と
．

二
遺
言
者
が
、
そ
の
証
寄
に
封
を
す
る
こ
と
。

吋
叫
国
司
到
到
封
洲
刈
司
》
〒
と
。

２
（
略
）

（
公
正
証
書
遺
言
）

第
九
百
六
十
九
条

（
略
）

２
前
項
の
公
正
証
書
は
、
公
証
人
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
も

の
と
す
る
。

３
（
略
）

引
遺
言
者
が
、
遡
罰
副
割
当
制
「
剴
画
翻
調
到
四
銅
側
詞
閏
輌
割
れ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
遺
言
の
全
文
及
び
氏
名
）
が
配
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
証
書

に
つ
い
て
、
署
名
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
措
匠
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る

も
の
を
廟
ず
る
こ
と
。

二
遺
言
者
が
、
遺
言
書
保
管
官
（
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
遺

言
書
保
管
官
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
前
で
、
そ
の

証
書
に
記
載
さ
れ
、
又
は
配
録
さ
れ
た
遺
一
官
の
全
文
を
口
述
す
る
こ
と
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
遺
言
は
、
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等

に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
遺
言
に
係
る
証
書
を
保
管
し

な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

（
保
管
証
書
遺
一
言
の
方
式
の
特
則
）

第
九
百
六
十
八
条
の
三

口
が
き
け
な
い
者
が
保
管
旺
書
に
よ
っ
て
遺
曾
を
す

る
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
、
遺
言
書
保
管
官
の
前
で
、
遺
言
の
全
文
を
通
訳

人
の
通
訳
に
よ
り
申
述
し
、
又
は
自
書
し
て
、
前
条
第
一
項
第
二
号
の
口
述

に
代
え
な
け
れ
ば
な
副
割
劉
叫
１

２
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
咽
酬
鋼
画
口
洲
洲
掛
ら
ず
、
遺
言
書
保
管
官

剖
到
ｕ
列
Ⅶ
１

三
（
略
）

四
公
証
人
が
、

に
記
載
し
た
後

産
の
全
部
又
は
一
部
の
目
録
を
遺
言
者
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
法
務

省
令
で
定
め
る
措
置
を
購
ず
る
と
き
は
、
そ
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
同
号
の

口
述
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
訳
人
の
通
訳
に
よ
る
申
述
若
し
く
は
自
香

が
保
管
鉦
書
と
一
体
の
も
の
と
し
て
記
戦
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
相
続
財

（
罰
制
劉
鯏
洞
呵
観
測
を
受
け
た
者
の
遺
言
）

；

そ
の
旺
書
を
提
出
し
た
日
付
及
び
遺
言
者
の
申
述
を
封
紙

こ
れ
に
印
を
押
し
、
遺
言
者
及
び
証
人
と
と
も
に
こ
れ

｜
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
を
受
け
た
者
が
事
理

（
劇
早
被
後
見
人
の
遺
言
）

第
九
百
七
十
三
条

成
年
被
後
見
人
が
事
理
を
弁
職
す
る
能
力
を
一
時
回
復
し

（
秘
密
証
嘗
遺
言
）

第
九
百
七
十
条

秘
密
証
書
に
よ
っ
て
遺
言
を
す
る
に
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

遺
言
者
が
、
そ
の
証
書
に
国
周
回
旧
■
副
閥
騨
醐
皿
こ
と
。

（
公
正
証
書
遺
言
）

第
九
百
六
十
九
条

（
同
上
）

２
前
項
の
公
正
証
書
は
、
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

３
（
同
上
）

三
（
同
上
）

四
公
証
人
が
、

に
記
載
し
た
後

詞
こ
と
。

ｚ
（
同
上
）

（
新
設
）

｜

遺
言
者
が
、
そ
の
証
書

二
遺
言
者
が
、
そ
の
証
書

口
剖
割
引
祠
劉
こ
と
。そ
の
証
書
を
提
出
し
た
日
付
及
び
遺
言
者
の
申
述
を
封
紙

遺
言
者
及
び
証
人
と
と
も
に
こ
れ
に
署
名
し
、
印
を
押

を
封
じ
、
鉦
害
に
用
い
た
印
章
を
も
っ
て
こ
れ
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４
秘
密
証
書
に
よ
る
遺
言
に
立
ち
会
っ
た
医
師
は
、
そ
の
封
紙
に
第
二
項
に

規
定
す
る
旨
の
記
載
を
し
、
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

第
九
百
七
十
六
条
の
二

前
条
第
一
項
呵
剖
潤
間
制
倒
洲
剃
ら
ず
、
次
の
各
号
に

規
定
す
る
状
況
を
録
音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ
り
記
録
す
る
と

き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
は
、
証
人
一
人
以
上
の

立
会
い
を
も
っ
て
、
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
百
七
十
六
条

疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者

が
遺
言
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
証
人
三
人
以
上
の
立
会
い
を
も
っ
て
、

そ
の
一
人
に
遺
言
の
趣
旨
を
口
授
し
て
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
口
授
を
受
け
た
者
が
、
こ
れ
を
筆
記
し
て
、
遺

一
盲
者
及
び
他
の
証
人
に
醜
み
聞
か
せ
、
又
は
閲
覧
さ
せ
、
各
証
人
が
そ
の
筆

記
の
正
確
な
こ
と
を
承
認
し
た
後
、
こ
れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
人
及
び
立
会
人
の
欠
格
事
由
）

第
九
百
七
十
四
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
遺
一
官
の
証
人
又
は
立
会
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

’

（
略
）

二
推
定
相
続
人
並
び
に
召
‐
呵
配
偶
者
及
び
直
系
血
族

三
前
号
の
証
人
が
、
同
号
の
害
面
又
は
同
号
の
遍
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
惰
報
の
内
容
を
表
示
し
た
も
の
を
、
遺
言
者
に
読
み
聞
か
せ
、
又
は
閲

覚
さ
せ
、
遺
言
者
が
そ
の
記
載
又
は
記
録
の
正
砿
な
こ
と
を
承
認
す
る
こ

‐〃」。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
遺
言
を
す
る
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
、
遺
一
盲
者
及
び

名

を
弁
識
す
る
能
力
を
一
時
回
復
し
た
時
に
お
い
て
還
言
を
す
る
に
は
、
医
師

二
人
以
上
の
立
会
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
遺
言
（
保
管
鉦
書
又
は
秘
密
証
書
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
、
）
に
立
ち
会
っ

た
医
師
は
、
遺
言
者
が
遺
言
を
す
る
時
に
お
い
て
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
事

理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
状
態
に
な
か
っ
た
旨
を
遺
言
書
に
配
載
し
、

又

刷
鯏
画
罰
ｕ
剣
１
こ
れ
に
署
名
し
、
又
は
法
務
省
令
で
定
め
る
署
名
に
代
わ
る

措
置
を
漁
じ
な
け
れ
剛
な
ら
な
い
。

遺
言
害
保
管
官
に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

三’二 一（
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
の
遺
言
）

一

証
人
の
一
人
に
遺
言
の
趣
旨
を
口
授
す
る
こ
と
。

。
前
号
の
口
授
を
受
け
た
証
人
が
、
遺
言
の
趣
旨
及
び
証
人
の
氏
名
を
書

面
口
詞
朝
し
、
又
は
画
圃
的
副
詞
顛
倒
飼
鰯
調
る
こ
と
．

の
被
用
者
及
び
役
員
）

四
公
証
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
、
書
記
及
び
閥
馴
笥

直
系
血
族
及
ひ
被
用
者

保
管
証
書
に
よ
る
遺
言
に
立
ち
会

受
遺
者
（
推
定
相
続
人
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
並
び
に
そ
の
配
偶
者

受
遺
者
が
法
人
で
あ
る

た
医
師
は
、
前
項
に

に

あ

て
は
、

そ

（
証
人
及
び
立
会
人
の
欠
格
事
由
）

第
九
百
七
十
四
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
遺
首
の
証
人
又
は
立
会
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

一

（
同
上
）

二
推
定
相
続
人
図
酬
到
週
蜀
並
び
に
ゴ
測
引
呵
配
偶
者
及
び
直
系
血
族

（
新
股
）

た
時
に
お
い
て
遺
言
を
す
る
に
は
、
医
師
二
人
以
上
の
立
会
い
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
通
言
に
立
ち
会
っ
た
医
師
は
、
遺
一
冨
者
が
遺
一
宮
を
す
る
時
に
お
い
て
精
神

上
の
園
萄
に
よ
り
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
状
態
に
な
か
っ
た
旨
を
遣

（
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
の
遺
言
）

第
九
百
七
十
六
条

疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者

が
遺
言
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
証
人
三
人
以
上
の
立
会
い
を
も
っ
て
、

そ
の
一
人
に
遺
一
目
の
趣
旨
を
口
授
し
て
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
口
授
を
受
け
た
者
が
、
こ
れ
を
筆
記
し
て
、
遺

言
者
及
び
他
の
証
人
に
談
み
聞
か
せ
、
又
は
閲
覧
さ
せ
、
各
証
人
が
そ
の
筆

記
の
正
確
な
こ
と
を
承
認
し
た
後
、
こ
れ
に
署
名
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
～
５

（
同
上
）

言
書
に

周
ｕ
ｌ

を
し
、

（
新
設
）

（
新
股
）

（
新
般
）

三
公
証
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
、
書
記
及
び
使
用
人

州
詞
Ｕ
‐
て
、
こ
れ
に
署
名
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば

秘
密
肛
書
に
よ
る
遺
言
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
封
紙
に
そ
の
旨
の
記
載

署
名
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｑ
‐

か
つ
た
旨
を
遺

な
ら
な
い
。
た
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の
状
態
を
相
互
に
認
臓
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ

て
、
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
，
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
遺
言
に
つ

51 ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
‐
て
、
証
人
を
立
ち
会
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
口
が
き
け
な
い
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
言
を
す
る
場
合
に
は
，
遺

言
者
は
、
証
人
の
前
で
、
遺
言
の
趣
旨
を
通
訳
人
の
通
訳
に
よ
り
申
述
し
て

、
同
項
第
一
号
の
口
授
に
代
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
耳
が
聞
こ
え
な
い
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
画
を
す
る
堀
合
に
は
、

遺
言
の
趣
旨
の
口
授
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
述
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者

は
、
第
一
項
第
二
号
の
香
面
に
記
戦
さ
れ
た
内
容
又
は
同
矧
刎
函
囲
幽
醐
詞
銅

（
船
舶
遭
難
者
等
の
遺
言
）

第
九
百
七
十
九
条

船
舶
が
遭
難
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
中
に
在
っ

て
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
は
、
証
人
二
人
以
上
の
立
会
い
を
も
っ
て
口
頭

で
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
災
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事

者
に
送
信
す
る
方
式

２
前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
遺
言
を
す
る
場

合
に
は
、
遺
言
者
は
，
遺
言
者
及
び
証
人
が
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り

第
九
百
七
十
九
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
詞
ｄ
刺
固
急
に
迫
っ
た
者

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
唾
閲
開
幽
閉
凹
睡
に
よ
り
、

口
頭
で
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

証
人
一
人
以
上
の
立
会
い
を
も
っ
て
、
口
頭
で
遺
言
を
す
因
隅
薗
陛
園
睡

音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ
り
記
録
す
劉
制
劃

２
（
略
）

３
前
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
し
た
遺
言
は
、
証
人
が
、
そ
の
趣
旨
を
筆
記
し

て
、
こ
れ
に
署
名
し
、
か
つ
、
証
人
の
一
人
又
は
利
害
関
係
人
か
ら
遅
滞
な

く
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
て
そ
の
確
琵
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ

な
い
。

４
（
略
）

叫
剴
劃
副
詞
副
１

大
か
つ
急
迫
の
危
睡
を
避
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
に
在
っ
て
死
亡
の
危
急

．

に
迫
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
槻
川
副
別
劉
．

変
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
骸
天
災
又
は
当
舷
事
変
か
ら
生
じ
た
重

同
項
第
三
号
の
読
み
聞
か
せ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る

証
人
が
映
像
と
音
声
の
送
受
慣
に
上

よ
っ
て
、
証
人
を
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
る
と
き
は
、
遺
一
盲
者
は

＃

口
頭
で
遺
言
を
す
る
状
況
を
録
音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ

な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に

に
よ
り
遺
言
者
に
伝
え
〒

、’

（
船
舶
遭
難
者
の
遺
言
）

第
九
百
七
十
九
条

船
舶
が
遭
難
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
中
に
在
っ

て
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
は
、
証
人
二
人
以
上
の
立
会
い
を
も
っ
て
口
頭

で
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
（
同
上
）

３
前
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
し
た
遺
言
は
、
証
人
が
、
そ
の
趣
旨
を
筆
記
し

て
、
こ
れ
に
署
名
し
、
印
を
押
し
、
か
つ
、
証
人
の
一
人
又
は
利
害
関
係
人

か
ら
遅
滞
な
く
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
て
そ
の
碗
泥
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の

効
力
を
生
じ
な
い
。

４
（
同
上
）

（
新
設
）
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３

３
口
が
き
け
な
い
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
言
を
す
る
場
合
に
は
、
遺

言
者
は
、
通
訳
人
の
通
訳
に
よ
り
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
口
が
き
け
な
い
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
言
を
す
る
場
合
に
お
い
て

、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
る
と
き
は
、
遺
言
者
は
、
遺

言
者
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
進
言
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
遺

言
者
及
び
証
人
）
が
通
訳
人
と
の
間
で
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手

‐
刎
樹
想
剖
棡
互
に
認
狼
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ

て
、
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
引
‐

５
前
各
項
の
規
定
に
従
っ
て
し
た
遺
言
は
、
証
人
の
一
人
、
第
一
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
る
送
僧
を
受
け
た
者
又
は
利
害
関
係
人
か
ら
遅
滞
な
く
家
庭
裁

判
所
に
舗
求
し
て
そ
の
碗
記
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
樹
叫
引
‐

６
第
九

（
遺
言
関
係
者
の
署
名
）

第
九
百
八
十
条

第
九
百
七
十
七
条
及
び
第
九
百
七
十
八
条
の
場
合
に
は
、
遺

言
者
、
筆
者
、
立
会
人
及
び
証
人
は
、
各
自
遺
言
書
に
署
名
し
な
け
れ
国
な

ら
な
い
。

（
普
通
の
方
式
に
よ
る
遺
言
の
規
定
の
準
用
）

第
九
百
八
十
二
条

第
九
百
六
十
八
条
第
三
項
、
第
九
百
七
十
三
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
九
百
七
十
四
条
並
び
に
第
九
百
七
十
五
条
の
規
定
は
、
第
九

百
七
卜
六
条
か
ら
第
九
百
七
十
九
条
ま
で
及
び
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
遺
言

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
百
七
十
六
条
の
二
の
規

定
に
よ
る
遺
言
に
つ
い
て
第
九
百
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
と

き
は
、
同
項
中
「
遺
言
者
が
、
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ
れ
を
変
更
し
た
旨

を
付
記
し
て
特
に
こ
れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば
一
と
あ
る
の
は
、
「
遺
言
者
が

そ
の
場
所
を
指
示
し
、
証
人
の
一
人
が
こ
れ
を
変
更
し
た
旨
を
囮
輯
ｕ
訓
ｌ
刃

は
記
録
し
、
か
つ
、
そ
の
状
況
を
録
音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ

叫
記
罰
し
な
け
れ
ば
一
と
銃
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
第
九
百
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
百
七
十
阿
条
並
び
に
第
九

百
七
十
五
条
の
規
定
は
、
第
九
百
七
十
九
条
の
こ
の
規
定
に
よ
る
遺
言
に
つ

い
て
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
百
七
十
三
条
痢
ゴ
封
剰
判
斗
過

言
書
に
記
載
し
、
又
は
記
録
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
に
記
輯
し
、
又
は

画
圃
醐
記
録
に
記
録
し
て
」
と
、
第
九
百
七
十
五
条
中
「
証
書
」
と
あ
る
の

凶
剖
第
九
百
七
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
詞
鋼
劃

測
‐
刺
圃
闘
的
記
録
」
と
航
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
署
名
が
不
能
の
場
合
）

第
九
百
八
十
一
条

第
九
百
七
十
七
条
か
ら
第
九
百
七
十
九
条
ま
で
の
場
合
に

お
い
て
、
画
創
到
呵
引
こ
と
の
で
き
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
立
会
人
又
は
証

人
は
、
そ
の
事
由
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
外
国
に
在
る
日
本
人
の
遺
言
の
方
式
）

に
つ
い
て
準
用
す
る

（
普
通
の
方
式
に
よ
る
遺
言
の
規
定
の
準
用
）

第
九
百
八
十
二
条

第
九
百
六
十
八
条
第
一
一
一
項
測
胡
第
九
百
七
十
三
条
洲
創
調

九
百
七
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
百
七
十
六
条
か
ら
刺
剰
剥
‐
劃
の
規
定

に
よ
る
遺
言
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
署
名
又
は
押
印
が
不
能
の
場
合
）

第
九
百
八
十
一
条

第
九
百
七
十
七
条
か
ら
第
九
百
七
十
九
条
ま
で
の
場
合
に

お
い
て
、
署
名
又
は
印
を
押
す
こ
と
の
で
き
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
立
会

（
通
言
関
係
者
の
署
名
副
‐
飼
矧
剤
）

第
九
百
八
十
条

第
九
百
七
十
七
条
及
び
第
九
百
七
十
八
条
の
場
合
に
は
、
遺

言
者
．
筆
者
、
立
会
人
及
び
証
人
は
、
各
自
通
言
書
に
署
名
し
、
剛
劃
翔
劃

（
新
殿
）

刺
刷
測
倒
な
ら
な
、

人
又
は
証
人
は
、
そ
の
事
由
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
外
国
に
在
る
日
本
人
の
遺
言
の
方
式
）
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法
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
図
画
瑚
飼
鰯
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
遺
言
書
等

一
と
い
う
。
）
の
保
管
者
は
、
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
後
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
家
庭
裁
判
所
に
提
出
し
て
、
そ
の
検
配
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

１
遡
司
掴
判
の
保
管
者
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
が
画
面
謝
謝
劃
発

見
し
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

２
（
略
）

３
第
一
項
の
規
定
は
、
遺
言
者
が
第
九
百
七
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
遺

５
（
略
）

呵
剥
画
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
が
配
録
さ
れ
た
と

き
）
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
骸
遺
言
に
係
る
遺
一
百
害
の
保
管
者
の
一
人

が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
認
の
購
求
を
し
た
と
き
は
、
他
の
保
管
者
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

４
前
項
の
規
定
は
、
遺
一
盲
者
が
第
九
百
七
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
通
言

第
千
四
条

第
九
百
八
十
四
条

日
本
の
領
事
の
駐
在
す
る
地
に
在
る
日
本
人
が
公
正
証
書

又
は
秘
密
証
書
に
よ
っ
て
通
言
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
証
人
の
職
務

は
、
領
事
が
行
う
。

（
遡
司
翻
割
又
は
遺
贈
の
目
的
物
の
破
棄
）

第
千
二
十
四
条

遺
言
者
が
故
意
に
週
司
割
矧
を
破
棄
し
た
と
き
は
、
そ
の
破

棄
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
遺
言
を
撤
回
し
た
も
の
と
み
な
す
。
遺
言
者
が

故
意
に
遺
贈
の
目
的
物
を
破
棄
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
過
料
）

第
千
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
遡
司
翻
劉
を
提
出
す
る
こ
と
を
怠
り
、
そ
の

検
記
を
経
な
い
で
遺
言
を
執
行
し
、
又
は
家
庭
裁
判
所
外
に
お
い
て
そ
の
開

封
を
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

法

言
を
し

書
」
と
あ
る
の
は
、
一
第
九
百
七
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
方

を
し
た
場
合
に

（
第
九
百
八
十
一

（
劃
司
副
劇
謝
の
検
認
）

よ
り
記
録
さ
れ
だ

遺
言
書
又
は
第
九

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中

｜
と
醗
み
替
寧
え
る
も
の
と
す
る

＃

（
糊
甥
司
翻
の
検
認
）

第
千
四
条

遺
言
書
の
保
管
者
は
、
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
後
、
遅
滞
な
く
、

こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
提
出
し
て
、
そ
の
検
認
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
１
週
司
翻
の
保
管
者
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
が
遡
副
萄
劃
発
見

し
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

第
九
百
八
十
四
条

日
本
の
領
事
の
駐
在
す
る
地
に
在
る
日
本
人
が
公
正
証
書

又
は
秘
密
証
書
に
よ
っ
て
遺
一
目
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
証
人
の
職
務

３
（
同
上
）

（
週
割
翻
又
は
適
贈
の
目
的
物
の
破
棄
）

第
千
二
十
四
条

遺
言
者
が
故
意
に
遡
司
調
を
破
棄
し
た
と
き
は
、
そ
の
破
棄

し
た
部
分
に
つ
い
て
は
＄
遺
首
を
撤
回
し
た
も
の
と
み
な
す
。
遺
言
者
が
故

意
に
遺
贈
の
目
的
物
を
破
棄
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
過
料
）

第
千
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
濁
創
劃
を
提
出
す
る
こ
と
を
怠
り
、
そ
の
検

認
を
経
な
い
で
遺
言
を
執
行
し
、
又
は
家
庭
裁
判
所
外
に
お
い
て
そ
の
開
封

を
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

２
（
同
上
）

（
新
設
）

（
新
設
）

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺
言
者
及
び
証
人
は
、
同
号
の
印
を
翔
制

を
要
し
な
い
。

は
、
領
事
が
行
う
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
九
百
七
十
条
第
一
項
第
四こ
と

56

７

○
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
吹
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該

各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

〃

｜

任
意
後
見
契
約

委
任
者
が
、
受
任
者
に
対
し
、
精
神
上
の
割
劇
に
よ

り
事
理
を
弁
轍
す
る
能
力
が
不
十
分
な
状
況
に
お
け
る
自
己
の
生
活
、
療

饗
看
護
及
び
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
し
、

そ
の
委
託
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
代
理
権
を
付
与
す
る
委
任
契
約
で
あ
っ

て
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
開
始
の
審
判
が
さ
刎
画
時

か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
旨
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

二
（
略
）

三
任
意
後
見
受
任
者

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
開
始
の

審
判
が
さ
れ
る
前
に
お
け
る
任
意
後
見
契
約
の
受
任
者
を
い
う
。

四
任
意
後
見
人

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
開
始
の
審
判

洲
到
引
刺
刈
後
に
お
け
る
任
意
後
見
契
約
の
受
任
者
を
い
う
。

（
不
開
始
の
合
意
）

痢
叫
剰

詞
刈
測
胡
田
意
後
園
到
田
割
削

（
任
意
後
見
契
約
の
方
式
）

第
三
条

任
意
後
見
契
約
は
、

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
任
意
後
見
開
始
の
審
判
）

矧
珂
詞

任
意
後
見
契
約
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
糟
神
上
の
劃

由
に
よ
り
本
人
の
事
理
を
弁
磁
す
る
能
力
が
下
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
き
は

、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
、
任
意
後
見
受
任

者
、
補
助
人
、
補
助
監
督
人
又
は
任
意
後
見
開
始
の
審
判
を
謂
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
と
し
て
公
正
証
書
に
よ
っ
て
本
人
の
指
定
し
た
者
の
調
求
に
よ

り
、
任
意
後
見
開
始
の
審
判
を
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
．

｜

（
略
）

（
削
る
）

き
な
い
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

二
任
意
後
見
受
任
者
が
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
。

イ
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
六
条
の
六

に
至
る
ま
で
は
、
吹
条
第

前
項
の
合
意
は
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

後
見
契
約
の
受
任
者
が
死
亡
そ

法
務
省
令
で
定
め
る
儀
式
の
公
正
証
書
に
よ
っ

そ
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
標
と
す
る
。

改
正

案

開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
詞

の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
欠 ’

け
る

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該

各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

｜

任
意
後
見
契
約

委
任
者
が
、
受
任
者
に
対
し
、
精
神
上
の
園
割
に
よ

り
事
理
を
弁
職
す
る
能
力
が
不
十
分
な
状
況
に
お
け
る
自
己
の
生
活
、
療

養
看
護
及
び
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
し
、

そ
の
委
托
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
代
理
櫓
を
付
与
す
る
委
任
契
約
で
あ
っ

て
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
劃
測
‐
詞
時

か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
旨
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

二
（
同
上
）

三
任
意
後
見
受
任
者

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人

が
選
任
さ
れ
る
前
に
お
け
る
任
意
後
見
契
約
の
受
任
者
を
い
う
。

四
任
意
後
見
人

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
選

田
割
刈
刺
後
に
お
け
る
任
意
後
見
契
約
の
受
任
者
を
い
う
。

（
任
意
後
見
監
督
人
の
遡
田
引

潮
四
銅

任
意
後
見
契
約
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
糟
神
上
の
園

割
に
よ
り
本
人
の
事
理
を
弁
鼓
す
る
能
力
が
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
き
は

、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
又
は
任
意
後
見
受

田
割
の
謂
求
に
よ
り
、
任
意
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
。
た
だ
し
、
吹
に
掲

げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
任
意
後
見
契
約
の
方
式
）

第一一一条任意後見契約は．法務省令で定める機式の公正証書によつ一
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

三
任
意
後
見
受
任
者
が
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
。

イ
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
四
十
七
条
各
号

二’一い
て
、
当
骸
本
人
に
係
る
後
見

人
の
利
益
の
た
め
特
に
必
要
で
あ
る
と
腿
め
る
と
き
．

本
人
が
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
で
あ
る
場
合
に
お

（
同
上
）

現
行保
佐
又
は
補
助
を
継
続
す
る
こ
と
が
本

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
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創
訓
詞
の
規
定
に
よ
り
本
人
以
外
の
者
の
鯖
求
に
よ
り
任
意
後
見
開
始
の
審

判
割
引
詞
引
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
本
人
が
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
削
る
）

（
公
正
証
書
に
よ
る
指
定
）

荊
対
剰

巨
隈
闘
剛
園
畠
閑
鴎
胆
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
正
調
翻
口
到

る
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

潮
目
鍋

割
題
鋼
訓
開
削

２
任
意
後
見
監
督
人
が
欠
け
た
堀
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
、
そ
の

剃
旗
、
任
意
後
見
人
、
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
の
開
求
に
よ
り
、
又

国
刷
桐
で
、
任
意
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
．

３
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
銅
囲
到
瑚
到
刷

は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
の
舗
求
に
よ
り

、
又
は
職
権
で
、
更
に
任
意
後
見
監
督
人
を
遡
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
任
意
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
に
は
、
本
人
の
啄
見
（
任
意
後
見
契
約
‐
剣

締
結
の
際
に
本
人
が
公
証
人
に
対
し
て
任
意
後
見
監
督
人
と
な
る
者
に
つ
い

て
の
希
望
を
申
述
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
申
述
し
た
内
容
を
含
む
。
）
、
本

人
の
心
身
の
状
態
並
び
に
生
活
及
び
財
産
の
状
況
、
任
意
後
見
監
督
人
と
な

る
者
の
職
業
及
び
経
歴
並
び
に
本
人
及
び
任
意
後
見
受
任
者
又
は
任
意
後
見

人
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
利
害
関
係
の
有
無
（
任
意
後

見
監
督
人
と
な
る
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
種
詞
列
耐
吋
濁

刈
副
副
ｌ

（
削
る
）

（
削
る
）

ヨ（
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
）

糊
の
受
任
者
が
死
亡
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
欠
け
る
に
至
っ
て
い
な

任
意
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
。

割
引
（
第
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者

ロ
（
略
）

ハ
不
正
な
行
為
そ
の
他
任
意
後
見
人
の
任
勝
に
適
し
な
い
事
由
が
あ
る

昔前
条
第
一
項
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の
任
意
後
見
契§

51 刺
剖
引
珂
Ⅷ
１

引
剰
訓
詞
の
規
定
に
よ
り
本
人
以
外
の
者
の
請
求
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人

剖
到
園
画
詞
劉
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
本
人
が
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

４
任
意
後
見
監
督
人
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
１
頭
閏
鋼
判
所
は
、
本
人
、
そ
の

必（
新
設
）

（
新
設
）

督
人
を
遺
任
す
る
。

判
所
は
、
当
骸
本
人
に
係
る
後
見
開
始

親
族
若
し
く
は
任
意
後
見
人
の
鯖
求
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
任
意
後
則
鬮

人
が
成
年
被
後
見
人

は
、
必
要
が
あ
る
と
樫
め
る
と
き
は
、
前
項
に
掲
げ
る
者
の
鯖
求
に
よ
り

又
は
卿
権
で
、
更
に
任
意
後
見
監
督
人
を
週
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
以
下
「
後
見
開
始
の
審
判
等
」
と
総
称
す
る
。
）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
因

｛
第
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者

ロ
（
同
上
）

ハ
不
正
な
行
為
１
覇
し
い
不
行
跡
そ
の
他
任
意
後
見
人
の
任
務
に
適
し

な
い
事
由
が
あ
る
者

（
新
設
）

任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
家
庭
裁
判
所

前
項
の
頬
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
を
週
任
す
る
堀
合
に
お
い
て
‐
本

開
始
又
は
補
助
開

家
庭
毅

審
判

601

21

ヨ：

荊
Ｈ
鋼

（
略
）

２
．
３

（
略
）

４
民
法
第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五
条
、
痢
川

（
本
人
の
意
向
の
尊
重
並
び
に
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
澗
測
呵
配
圃
引

調
刈
剰

任
意
後
見
人
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
委
能
に
係
る
事
務
（

以
下
「
任
意
後
見
人
の
事
務
一
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
本
人

の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
、
本
人
に
対
し
、
任
意
後
見
人
の
事
務
に
関
す
る

（
任
意
後
見
監
督
人
の
欠
格
事
由
）

調
川
鍋

（
略
）

規
定
す
る
方
法
に
よ
り
掴
掴
し
た
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
、
‐
か
つ
、
そ
の
心

情
報
の
提
供
を
し
て
本
人
の
任
意
後
見
人
の
事
務
に
関
す
る
陳
述
を
聴
取
す

閉
閏
淵
『
Ｈ
到
制
四
Ｍ
州
司
’

句
劃
掴
掴
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
因
な
ら
な
い

督
人
．
揃
馴
開
燗
‐
口
調
判
を
受
け
た
者
一
と
あ
る
の
は
一
本
人
一
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

鬮
鋼
判
所
」
と
あ
る
の
は
「
家
庭
裁
判
所
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
補
助
監

の
十
九
の
規
定
は
、
任
意
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

相
当
で
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
任
意
後
見
監
督
人
、
本
人
、
そ
の

親
族
１
割
鯏
馴
Ｎ
１
補
助
監
督
人
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職

権
で
、
任
意
後
見
人
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
に
配
慮
し

後
見
監
督
人
を
週
任
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

意
後
見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
）
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ

並
び
に
そ
の
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
と
本
人
及
び
任
意
後
見
受
任
者
又
は
任

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
頃
‐
「
補
助
監
督
人
又
は
家

る
こ
と
そ
の
他
の
適
頃
な
方
注
に
よ
的

そ
の
任
務
に
著
し
く
反
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
職
務
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

選
任
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
任
意
後
見
人
の
事
務
の
監
督
に
つ
い
て

八
百
七
十
六
条
の
十
二
’
第
八
百
七
十
六
条

百
七
十
六
条
的
三
、
第
八
百
七
十
六
条
め
五
、
第
八
百
七
十
六
条
勿
六
、
第

い
と
罷
め
る
と
き
は
、
第
一
項
及
び
第
一
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意

（
任
意
後
見
人
の
事
務
の
監
督
）

（
任
意
後
見
人
の
解
任
｝

（
任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
等
）

任
意
後
見
人
は
、
任
意
後
見
人
の
事
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
に

家
庭
裁
判
所
は
、
明
侯

任
意
後
見
人
が
不
正
な
行
為
を
し
た

民
怯
第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
の
胡
定
同

任
意
後
見
監
督
人
が

っ
か
に
任
意
後
見
監
督
人
に
よ
る
監
督
の
必
要
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

の
十
八
及
び

｜
と
き
、
又
は
任
意
後
見
人
が

（
任
意
後
見
監
督
人
の
欠
格
事
由
）

荊
五
剣

（
同
上
）

（
任
意
後
見
人
の
解
任
）

調
川
鍋

任
意
後
見
人
に
不
正
な
行
為
、
著
し
い
不
行
跡
そ
の
他
そ
の
任
務
に

適
し
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
任
意
後
見
監
督
人
、
本

人
、
そ
の
親
族
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
任
意
後
見
人
を
解
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

荊
口
調

（
同
上
）

２
．
３

（
同
上
）

４
民
法
第
六
百
四
十
四
条
．
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五
条
、
詞
川

（
本
人
の
意
思
の
尊
重
等
）

荊
利
鏑

任
意
後
見
人
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
委
託
に
係
る
事
務
（

以
下
「
任
意
後
見
人
の
事
務
一
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
本
人

（
新
設
）

（
新
股
）

利
‐
Ｈ
１
剰
の
規
定
は
、
任
意
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
砲
用
す
る

百
四
十
三
条
第
四
項
、
第
八
百
四
十
四
条
、
第
八
百
四
十
六
条
、
第
八
百
四

刺
酬
利
瞬
な
ら
な
い

十
七
条
、
第
八
百
五
十
九
条
の
二
、
第
八
百
六
十
一
条
第
二
項
及
酬
潮
川
司

の
意
思
を
尊
重
し
、

（
任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
等
）

洲
引
、
そ
の
心
身
の
状
態
及
酬
劉
澗
の
状
況
に
配
慮
し

４

率



（
任
意
後
見
人
の
代
理
楯
の
消
滅
の
対
抗
要
件
）

第
十
五
条

（
略
）

（
補
助
と
の
関
係
）

荊
刊
凹
剰

任
意
後
見
契
約
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
。
家
庭
裁
判
所
は

、
本
人
の
利
益
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
補
助
開

嫡
‐
呵
稠
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
場
合
に
お
け
る
補
助
開
始
の
審
判
の
請
求
は
、
任
意
後
見
受
任
者

、
任
意
後
見
人
、
任
意
後
見
監
督
人
（
任
意
後
見
人
が
欠
け
た
こ
と
に
よ
り

（
任
意
後
見
契
約
の
解
除
）

荊
卦
ヨ
調

任
意
後
見
閲
腫
閣
陶
鼬
鼬
晒
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
本
人
又
は
任

意
後
見
受
任
者
は
、
い
つ
で
も
、
公
証
人
の
認
証
を
受
け
た
書
面
刻
叫
画
瑚

（
削
る
）

も
す
る
こ
と
が
で
き
る

任
意
後
見
契
約
が
終
了
し
た
時
に
任
意
後
見
監
督
人
で
あ
っ
た
者
（
任
意
後

よ
る
憎
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
っ
て
、
任
意
後
見

契
約
呵
当
釧
刻
剛
「
知
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

任
意
後
見
開
始
の
審
判
が
さ
測
洵
後
に
お
い
て
は
、
本
人
又
は
任
意
後
見

人
は
、
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、

任
意
後
見
契
約
の
全
部
又
は
一
部
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

含
む
。
）
又
は
第
五
条
第
一
項
の
公
正
証
書
に
よ
っ
て
本
人
の
指
定
し
た
者

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に

醐
詞
馴
剖
画
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
罷
議

見
契
約
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
）
を

（
任
意
後
見
人
の
代
理
権
の
消
滅
の
対
抗
要
件
）

第
十
一
条

（
同
上
）

（
後
見
、
保
倒
到
胡
補
助
と
の
開
係
）

潮
制
調

任
意
後
見
契
約
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、

本
人
の
利
益
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
倒
則
剛
燗

剰
翻
判
割
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
場
合
に
お
け
る
後
見
開
始
の
審
判
覇
の
謂
求
は
、
任
意
後
見
受
任

者
、
任
意
後
見
人
又
は
任
意
後
見
監
督
人
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
31 Zい

て
は
、
本
人
又
は
任
意
後
見
人
は
、
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
任
意
後
見
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

』

に
お
い
て
は
、
本
人
又
は
任
意
後
見
受
任
者
は
、
い
つ
で
も
、
公
証
人
の
認

証
を
受
け
た
書
面
に
よ
っ
て
、
任
意
後
見
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

い
て
本
人
が
後
見
開
始
の
審
判
等
を
受
け
た
と
き
は
、
任
意
後
見
契
約
‐
は
終

（
任
意
後
見
契
約
の
解
除
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
退
任
さ
れ
た
後
に
お

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
た
後
に
お

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
遍
任
さ
れ
る
前

諺‘

Ｃ
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
趣
旨
）

第
一
条

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
規
定
す
る
補
助
に
関

す
る
登
記
到
胡
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五

十
号
副
‐
馴
祠
「
任
意
後
見
契
約
法
一
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
任
意
後
見
契

約
の
登
記
（
以
下
「
後
見
登
記
等
一
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令

に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
翻
馴
の
壁
記
等
）

第
四
条

補
助
の
登
記
は
、
嘱
託
又
は
申
賄
に
よ
り
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ

に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物

を
含
む
。
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
後
見
登
記
等
フ

ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

八
補
助
人
に
代
理
権
が
付
与
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
代
理
權
の
範
囲

九
数
人
の
制
馴
刈
又
は
数
人
の
補
助
監
督
人
が
、
共
同
し
て
又
は
事
務
を

分
掌
し
て
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
ぺ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ

の
定
め

Ｈ
捌
馴
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
及
び
年
月
日

十
一

家
事
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
百
二
十

七
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
の
職
務

の
執
行
を
停
止
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

上’六’

三
楠
馴
刈
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
補
助
監
督
人
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

｜

禰
醐
剛
墹
の
審
判
を
し
た
裁
判
所
遡
例
‐
口
矧
呵
審
判
の
事
件
の
表
示
及

び
確
定
の
年
月
日

二
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
住
所
及
び

本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
籍
）

ヱ
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
行
為
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は

そ
の
行
為

と
の
で
き
る
行
為
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
・
そ
の
行
為

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
．
取
り
消
す
こ

を
付
す
る
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

改
正

案

（
後
見
等
の
登
記
等
）

第
四
条

後
見
、
保
佐
又
は
補
助
（
以
下
「
後
見
等
一
と
総
称
す
る
。
）
の
登

記
は
、
嘱
託
又
は
申
調
に
よ
り
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に

よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
第
九
条

に
お
い
て
同
じ
。
〉
を
も
っ
て
頂
製
す
る
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

｜

後
見
等
の
穂
別
、
開
始
の
審
判
を
し
た
裁
判
所
、
そ
の
審
判
の
事
件
の

表
示
及
び
確
定
の
年
月
日

二
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
（
以
下
「
成
年
被
後
見
人

等
一
と
総
称
す
る
。
）
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
住
所
及
び
本
籍
（
外

（
趣
旨
）

第
一
条

民
法
（
明
治
一
一
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
規
定
す
る
倒
則
剖
倒

耐
補
助
に
関
す
る
登
記
型
‐
閃
側
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
五
十
号
）
に
規
定
す
る
任
意
後
見
契
約
の
登
記
（
以
下
「
後
見

登
配
等
」
と
倒
謝
打
到
。
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

刺
網
倒
刈
刈
圃
補
助
人
に
代
理
権
が
付
与
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
代
理
権

の
範
開

七
数
人
の
成
年
後
見
人
等
又
は
数
人
の
成
年
後
見
監
督
人
等
が
、
共
同
し

て
又
は
事
務
を
分
掌
し
て
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
．
へ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
と
き
は
、
そ
の
定
め

川
倒
則
矧
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
及
び
年
月
日

九
家
事
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
百
二
十
七

見
監
督
人
等
」
と
総
称
す
る
。
）
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所

五
閑
圃
刈
刻
圃
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
行
為
が
定
め
ら
れ

た
と
き
は
、
そ
の
行
為

（
新
股
）

（
新
般
）

Ⅲ’ 三謝
制
副
到
ｌ
可
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
籍
）

剰
に
お
い
て
竃
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
成
年
後
見
人
等

又
は
成
年
後
見
監
督
人
等
の
職
務
の
執
行
を
停
止
す
る
審
判
前
の
保
全
処

分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

条
第
一
項
（
同
条
第
五
項

嗣
銅
後
見
監
督
人
、
保
佐
監
督
人
又
は
補
助
監
督
人
（
以
下
「
成
年
後

鯛
年
後
見
人
、
保
佐
人
又
は
補
助
人
（
以
下
「
成
年
後
見
人
等
」
と
総

’

現
行同
法
第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
四
十
四

以
下
同
じ
。
）
、
保
佐
及

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

凸
■
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（
任
意
後
見
契
約
の
登
記
）

第
五
条

任
意
後
見
契
約
の
登
記
は
、
嘱
託
又
は
申
猜
に
よ
り
、
後
見
登
記
笄

Ｈ
コ

前
号
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
り
樹
馴
人
又
は
補
助
監
督
人
の
礎
務
代

行
者
を
選
任
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所

Ｈ
ヨ

（
略
）

２
家
事
事
件
手
続
法
第
百
二
十
六
条
第
二
項
刻
倒
詞
到
斗
興
の
規
定
に
よ
る
審

判
前
の
保
全
処
分
（
以
下
「
補
助
命
令
導
一
と
い
う
．
）
の
登
記
は
、
嘱
庇

又
は
申
硝
に
よ
り
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

｜

捌
馴
射
制
鋼
の
租
別
、
揃
馴
剣
制
割
を
し
た
裁
判
所
並
び
に
そ
の
補
助

瑚
制
朝
の
事
件
の
表
示
及
び
発
効
の
年
月
日

二
財
産
の
管
理
者
の
補
助
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
〈
以
下

「
補
助
命
令
等
の
本
人
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
住
所

及
び
本
鯖
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
篇
）

三
（
略
）

四
家
事
事
件
手
続
法
第
百
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
前
の
保

全
処
分
に
お
い
て
、
財
産
の
管
理
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の

と
定
め
ら
れ
た
行
為

五
制
馴
銅
剣
期
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
及
び
年
月
日

六
（
略
）

（
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
緬
成
）

第
六
条

後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
は
１
矧
馴
の
登
記
に
つ
い
て
は
測
醐

剛
燗
の
審
判
ご
と
に
、
澗
醐
制
引
潮
の
登
記
に
つ
い
て
は
樹
醐
州
制
割
ご
と

に
、
任
意
後
見
契
約
の
登
記
に
つ
い
て
は
任
意
後
見
契
約
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
縞
成
す
る
。

｛
変
更
の
登
記
）

第
七
条

後
見
愁
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
各
記
録
（
以
下
「
豊
記
記
録
」
と
い
う
。

）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
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示
及
ひ
碗
定
め
年
月
日

せ
任
意
後
見
監
督
人
が
適
任
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
代
行

者
を
選
任
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

Ｈ
．

（
略
）

刺

フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

一
～
五

｛
略
）

家
事
事
件
手
続
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
醜
用
す
る
同

略 開
始
の
審
判
を
し
た
裁
判

口
割
引
咽
禰
珂
刊
の
罰
調
閉
の
表

（
任
意
後
見
契
約
の
荘
配
）

第
五
条

任
意
後
見
契
約
の
登
記
は
、
嘱
舵
又
は
申
謂
に
よ
り
、
後
見
壁
記
等

刊
前
号
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
り
成
年
後
見
人
等
又
は
成
年
後
見
監
督
人

等
の
職
務
代
行
者
を
選
任
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

廿
引

（
同
上
）

２
家
事
事
件
手
続
法
第
百
二
十
六
条
第
二
項
、
第
百
三
十
四
条
第
二
項
又
は

第
百
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
前
の
保
全
処
分
（
以
下
「
後
見

命
令
等
一
と
総
謝
制
劉
。
）
の
登
記
は
、
嘱
庇
又
は
申
請
に
よ
り
、
後
見
登

記
等
フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

｜

倒
則
耐
制
割
の
種
別
、
審
判
前
の
保
全
処
矧
を
し
た
裁
判
所
１
判
『
劉
翻

判
前
の
保
全
処
分
の
事
件
の
表
示
及
び
発
効
の
年
月
日

二
財
産
の
管
理
者
の
後
見
、
保
佐
又
は
補
助
を
受
け
る
．
へ
き
こ
と
を
命
ぜ

ら
れ
た
者
（
以
下
「
後
見
命
令
等
の
本
人
」
と
総
称
す
る
。
）
の
氏
名
、

出
生
の
年
月
日
、
住
所
及
び
本
跨
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
箱
）

｜｜｜
（
同
上
）

四
家
事
事
件
手
枕
法
第
百
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
前
の
保

全
処
分
に
お
い
て
、
財
産
の
管
理
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の

と
定
め
ら
れ
た
行
為

五
後
見
命
令
等
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
及
び
年
月
日

六
（
同
上
）

（
変
更
の
登
記
）

第
七
条

後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
各
記
録
（
以
下
「
登
記
記
録
」
と
い
う
。

）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
咳
各
号
に

（
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
福
成
）

第
六
条

後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
は
１
倒
則
剰
の
登
記
に
つ
い
て
は
後

則
割
叫
剛
墹
の
審
判
ご
と
に
、
掛
則
州
制
謝
の
登
記
に
つ
い
て
は
倒
則
荊
制

等
ご
と
に
、
任
意
後
見
契
約
の
登
記
に
つ
い
て
は
任
意
後
見
契
約
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
編
成
す
る
。

六
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

刊
引

（
同
上
）

七
～
九

（
同
上
）

Ｈ
前
号
に
矧
国
唱
詞
副
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
代
行
者
を
選

任
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
・
っ

一
～
五

（
同
上
）

（
新
設
）

住
所
並
び
に
そ
の
選
任
の
審
判
の
確
定
の
年
月
日

①.＊．

（
終
了
の
登
記
）

第
八
条

樹
馴
に
係
る
豊
記
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
前
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
者
は
、
揃
馴
閲
始
の
審
判
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た

と
き
は
、
終
了
の
登
記
を
申
鯖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

３
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
親
族
、
任
意
後
見
契
約
の
本
人
の
親
族

そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
荊
馴
又
は
任
意
後
見
契
約
が
終
了
し
た
と
き
は

、
嘱
駝
に
よ
る
登
記
が
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
終
了
の
登
記
を
申
錆
す
る
こ

（
登
記
事
項
証
明
香
の
交
付
等
）

第
十
条

何
人
も
、
登
記
官
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
登
記
記
録
に
つ
い
て
、
後

見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
（
記
録
が
な
い
と
き
は
ゞ
そ

の
旨
）
を
証
明
し
た
書
面
（
以
下
「
登
記
事
項
証
明
香
一
と
い
う
。
）
の
交

付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

｜

自
己
を
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と

す
る
登
記
記
録

二
自
己
を
補
助
人
．
補
助
監
督
Ｎ
、
任
意
後
見
受
任
者
、
任
意
後
見
人
又

は
任
意
後
見
監
督
人
（
退
任
し
た
こ
れ
ら
の
者
を
含
む
。
）
と
す
る
豊
記

記
録

三
自
己
の
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
を
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た

謝
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

四
自
己
を
補
助
人
、
補
助
監
督
人
又
は
任
意
後
見
監
督
人
の
騒
務
代
行
者

（
退
任
し
た
こ
れ
ら
の
者
を
含
む
。
）
と
す
る
登
記
記
録

五
自
己
を
補
助
命
令
等
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

六
（
略
）

七
自
己
の
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
を
補
助
命
令
等
の
本
人
と
す
る

豊
記
記
録

２
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
壁
記
官
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
登
記
記
録
に
つ
い
て
、
登
記
事
項
証
明
害
の
交
付
を
鯖
求
す
る
こ
と
が

定
め
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
嘱
託
に
よ
る
登
記

が
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
変
更
の
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｃ

一

（
略
）

二
第
四
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
職
務
代
行
者

同
号
に
掲
げ
る

事
項

三
｛
略
）

四
第
五
条
第
二
号
、
第
三
号
又
は
荊
制
‐
引
に
規
定
す
る
者

同
条
各
号
に

掲
げ
る
事
項

五
第
五
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
職
務
代
行
者

同
号
に
掲
げ
る
事
項

補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
親
族
．
補
助
命
令
淳
の
本
人
の
親
族
、

任
意
後
見
契
約
の
本
人
の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
前
項
各
号
に
定

め
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
嘱
託
に
よ
る
登
記
が
さ
れ
る
場
合
を

除
き
、
変
更
の
丑
記
を
申
謂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

（
終
了
の
登
配
）

第
八
条

倒
則
崇
に
係
る
登
記
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
前
条
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
者
は
、
成
年
調
倒
則
刈
謂
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、

終
了
の
登
配
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
同
上
）

３
成
年
被
後
見
人
等
の
親
族
、
任
意
後
見
契
約
の
本
人
の
親
族
そ
の
他
の
利

害
関
係
人
は
、
後
見
等
又
は
任
意
後
見
契
約
が
終
了
し
た
と
き
は
、
嘱
託
に

よ
る
遜
記
が
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
終
了
の
登
記
を
申
錆
す
る
こ
と
が
で
き

（
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
等
）

第
十
条

何
人
も
、
荏
記
官
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
登
記
記
録
に
つ
い
て
、
後

見
登
配
等
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
（
記
録
が
な
い
と
き
は
、
そ

の
旨
）
を
証
明
し
た
書
面
（
以
下
「
登
記
事
項
証
明
書
一
と
い
う
。
）
の
交

付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

｜

自
己
を
成
年
被
後
見
人
等
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
整
配
配

録

二
自
己
を
劇
年
後
見
人
等
．
成
年
後
見
監
督
人
等
、
任
意
後
見
受
任
者
、

任
意
後
見
人
又
は
任
意
後
見
監
督
人
（
退
任
し
た
こ
れ
ら
の
者
を
含
む
。

）

と
す
る
登
記
記
録

三
自
己
の
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
を
成
年
被
後
見
人
等
又
は
任
意

後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

四
自
己
を
成
年
後
見
人
等
＄
成
年
後
見
監
督
人
等
又
は
任
意
後
見
監
督
人

の
職
務
代
行
者
（
退
任
し
た
こ
れ
ら
の
者
を
含
む
。
）
と
す
る
登
記
記
録

五
自
己
を
後
見
命
令
等
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

六
（
同
上
）

七
自
己
の
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
を
後
見
命
令
等
の
本
人
と
す
る

登
記
記
録

２
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
登
記
官
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
咳
各
号
に
定

め
る
丑
記
記
録
に
つ
い
て
、
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が

定
め
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
嘱
託
に
よ
る
登
記

が
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
変
更
の
壁
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
同
上
）

二
第
四
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
職
務
代
行
者

同
号
に
掲
げ
る
事

項

三
（
同
上
）

四
第
五
条
第
二
号
、
第
三
号
又
は
矧
却
引
に
規
定
す
る
者

同
条
各
号
に

掲
げ
る
事
項

五
第
五
条
第
十
号
に
規
定
す
る
職
務
代
行
者

同
号
に
掲
げ
る
事
項

２
閉
園
醗
臓
目
陥
購
圏
の
視
族
、
後
見
命
令
等
の
本
人
の
親
族
、
任
意
後
見
契

約
の
本
人
の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
事
項
に

変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
嘱
託
に
よ
る
笠
記
が
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
変
更

の
登
記
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

る
。
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（
手
数
料
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
物
価
の
状
況
、
登
記
に
要
す
る
実
費
、
竪
記

事
項
証
明
書
の
交
付
等
に
要
す
る
実
費
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
政

令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

312

補
助
命
令
零
の
本
人
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
配
録

３
何
人
も
、
登
記
官
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
閉
鎖
登
記
記
録
に
つ
い
て
、
閉

鎖
登
記
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
（
記
録
が
な
い
と
き
は
、
そ
の

旨
）
を
証
明
し
た
害
面
（
以
下
「
閉
鎖
登
記
事
項
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

伊

一

自
己
が
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
で

あ
っ
た
閉
鎖
登
記
記
録

二
自
己
が
補
助
人
、
補
助
監
督
人
、
任
意
後
見
受
任
者
、
任
意
後
見
人
又

は
任
意
後
見
監
督
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
登
記
記
録

三
自
己
が
任
意
後
見
受
任
者
又
は
任
意
後
見
人
で
あ
る
任
意
後
見
契
約
の

四
自
己
が
補
助
人
、
補
助
監
督
人
又
は
任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
代
行
者

で
あ
っ
た
閉
鎖
豊
記
記
録

劃
自
己
が
補
助
命
令
等
の
本
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
登
記
記
録

六
（
略
）

４
相
続
人
そ
の
他
の
承
継
人
は
、
竪
記
官
に
対
し
、
被
相
続
人
そ
の
他
の
被

で
き
る
。

一

未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年
後
見
監
督
人

そ
の
未
成
年
被
後
見
人
を

補
明
閲
蝸
‐
の
審
判
を
受
け
た
者
．
補
助
命
令
等
の
本
人
又
は
任
意
後
見
契

約
の
本
人
と
す
る
登
記
配
録

二
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

そ
の
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
を
任

意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

三
登
記
さ
れ
た
任
意
後
見
契
約
の
任
意
後
見
受
任
者
又
は
任
意
後
則
刈

そ
の
任
意
後
見
契
約
の
本
人
を
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
、
補
助
命

令
等
の
本
人
又
は
他
の
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

四
国
法
第
七
条
第
一
項
の
公
正
証
害
に
よ
っ
て
本
人
の
指
定
し
た
者
又
は

後
見
契
約
の
本
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
整
記
記
録
に
つ
い
て
、
閉
鎖
登
記
事
項
証

明
書
の
交
付
を
請
求
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

一I

承
継
人
が

二
・
三

（
略
）

（
略
）

｜

登
記
を
嘱
妊
す
る
者

劃
記
劃
卿
託
す
る
者
を
除
く
。
）

を
裁
判
所
に
納
め
な
け

の
本
人
の
指
定
し
た
者

次
に
掲
げ
る
申
立
て
を
す
る
者
は
、
当
該
申
立
て
時
に
、
第
一
項
の
手
数

擬
助
に
醜
す
る
審
填
車
件

を
他
の
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
閉

哨

な
ら（
家
事
事
件
手
続
法
別
表
第
一
の
一
の

け
か の
公
正
証
杏
に
よ
っ
て
任
意
後
見
興
雛

U

補
助
命
令
等
の
本
人
又
は
任
意

に
よ
り

（
手
数
料
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
物
価
の
状
況
、
登
記
に
要
す
る
実
費
、
登
記

事
項
証
明
書
の
交
付
等
に
要
す
る
実
費
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
政

令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－

登
記
を
嘱
託
す
る
者

三
自
己
が
成
年
後
見
人
等
、
成
年
後
見
監
督
人
等
又
は
任
意
後
見
監
督
人

の
職
務
代
行
者
で
あ
っ
た
閉
鎖
登
記
記
録

四
自
己
が
後
見
命
令
等
の
本
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
登
記
配
録

到
（
同
上
）

４
相
続
人
そ
の
他
の
承
継
人
は
、
登
記
官
に
対
し
、
被
相
続
人
そ
の
他
の
被

３
何
人
も
、
登
記
官
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
閉
鎖
登
記
配
録
に
つ
い
て
、
閉

鎖
登
記
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
（
記
録
が
な
い
と
き
は
、
そ
の

旨
）
を
証
明
し
た
書
面
（
以
下
「
閉
鎖
豊
記
事
項
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
己
が
崩
年
被
後
見
人
等
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
で
あ
っ
た
閉
鎖

登
記
記
録

二
自
己
が
成
年
後
見
人
等
、
成
年
後
見
監
督
人
等
、
任
意
後
見
受
任
者
、

任
意
後
見
人
又
は
任
意
後
見
監
督
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
登
記
記
鋒

（
新
設
）

二
・
三

（
同
上
）

２
（
同
上
）

（
新
設
）

で
き
る
。

｜

未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年
後
見
監
督
人

そ
の
未
成
年
被
後
見
人
を

瑚
銅
観
後
見
人
等
、
後
見
命
令
等
の
本
人
又
は
任
意
後
見
契
約
の
本
人
と

す
る
登
配
記
録

本
人
で
あ
っ
た
閉
鎖
竪
記
記
録
に
つ
い
て
、
閉
鎖
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
同
上
）

承
継
人
が

二｜

登
記
さ
れ

約
の
本
人
を

録（
新
設
）

任
意
後
見
契
約
の
本
人
と
す
る
登
記
記
録

登
記
さ
れ
た
任
意
後
見
契
約
の
任
意
後
見
受
任
者

そ
の
任
意
後
見
趣

成
年
後
見
人
等
又
は
成
年
後
見
監
督
人
等

！

成
年
被
後
見
人
等
又
は
後
見
命
令
等
の
本
人
と
す
る
登
記
配

倒
則
命
令
等
の
本
人
両 そ
の
成
年
被
後
見
人
等
を

〈
は
任
意
後
見
契
約
の

77句
0 世

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○
家
事
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
現
行
規
定
は
、
第
二
百
十
一
条
、
第
一
一
百
十
二
条
及
び
第
二
百
十
四
条
を
除
き
、
民
事
関
係
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
の
推
進
を
図
る
た
砧

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
）

で
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
に
限
る
。
｝
の
申
立
て

二
任
意
後
見
契
約
法
に
規
定
す
る
審
判
事
件
（
家
事
事
件
手
続
法
別
表
第

一
の
百
十
一
の
項
、
百
十
二
の
項
、
百
十
五
の
項
か
ら
百
十
七
の
項
ま
で

又
は
百
二
十
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
、
の
審
判
事
件
に
限
る
。
）
の
申
立
て

三
第
一
号
に
規
定
す
る
審
判
事
件
（
家
事
享
件
手
続
法
別
表
第
一
の
一
の

項
、
五
の
項
、
十
五
の
項
又
は
十
八
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
割
判
調
州

同
隈
到
１
）
又
は
前
号
に
規
定
す
る
審
判
事
件
（
同
表
の
百
十
六
の
項
又

は
百
二
十
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
に
限
る
。
）
を
本
案
と
す

る
保
全
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
の
申
立
て

４
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
は
、
民
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
及
び
家
事
事
件
手

引
剣
調
の
金
銭
を
還
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

６
民
事
所
舩
費
用
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
岡
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規

（
新
設
）

目
孜第
一
編

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
一
章
の
二

日
本
の
裁
判
所
の
管
輔
権
（
第
三
条
の
二
ｌ
潮
ヨ
須
呵
刊

利
）

第
二
章
～
第
九
章

（
略
）

第
二
編

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
一
一
章

（
略
）

網
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
申
立
て
の
手
数
料
と
み
な

制
司
‐第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
申
立
て
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
家
事
事
件
手
続
法
第

（
新
設
）

定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

司
川
打
刻
銅
剣
規
園
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
項
各
号
に

規
定
す
劉
調
判
事
件
が
終
了
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
鋼
判
詞
翻
劃
司
圃
１

申
立
て
に
よ
り

二
の
項
、
四
の
項
か
ら
十
二
の

四
十
五
条
’
第
百
四
十
七
条
）

潮
ヨ
飼

失
院
の
宣
告
に
関
す
る
謝
判
調
州

痢
斗
‐
罰

失
院
の
宣
告
の
審
判
事
件
（
第
百
四
十
八
条
）

第
二
節

荊
引
飼

補
醐
口
閲
制
引
覇
判
剰
州
劃
第
百
十
七
条
’
第
百
四
十
四
条

ー1

改
止

案

処
分
の
審
判
事
件
（
第
百

圏
闇
圏

目
次第
一
編

（
同
上
）

第
一
章

（
同
上
）

第
一
章
の
二

日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
（
第
三
条
の
二
ｌ
鯛
ゴ
コ
詞
呵
刊

到
）

第
二
章
～
第
九
章

（
同
上
）

第
二
編

（
同
上
）

第
一
章

（
同
上
）

第
二
章

（
同
上
）

荊
訓
釧

飼
鋼
倒
副
固
閲
ず
る
審
判
事
件
（
第
百
十
七
条
’
第
百
二
十

七
条
）

剣
．
訓

保
佐
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
二
十
八
条
’
第
百
三
十
五

霊

荊
ヨ
剛

痢
馴
口
閲
詞
る
審
判
事
件
（
第
百
三
十
六
条
’
第
百
四
十
四

銅
引

（
新
設
）

現
行

7民



…

第
三
条
の
四

裁
判
所
は
、
意
思
表
示
〔

（
相
続
に
関
す
る
審
判
事
件
の
管
轄
権
）

第
三
条
の
十
二

（
略
）

２
．
３

（
略
）

４
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
国
の
裁
判
所
に
遺
産
の
分
割
に
関

す
る
審
判
事
件
（
別
表
第
一
一
の
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
の
事
項
に
つ

痢
ヨ
須
刎
劃
～
第
ヨ
条
の
十
一

（
略
）

の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
四
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

つ
い
て
、
そ
の
意
思
表
示
の
相
手
方
の
住
所
（
住
所
が
な
い
場
合
又
は
住
所

測
剖
羽
利
刺
Ｎ
場
合
に
は
、
居
所
）
が
日
本
国
内
に
あ
る
と
き
は
、
管
輔
栴
を

封
裂
罰
劃
Ｉ

第
三
編
～
第
五
編

（
略
）

附
則

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
三
条
の
十
五
及
び
第
百
九
十
一
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
同
表
の

十
五
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
三
条
の
十
五
及
び
第

の
取
消
し
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
五
十
七
の
こ
の

到
司
鯛

親
子
に
関
す
る
審
判
事
件

第
一
款
～
第
七
款

（
略
）

荊
匂
甑

親
権
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
六
十
七
条
’
第
百
七
十
五

条
）

第
八
節

未
成
年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
七
十
六
条
’
第
百

八
十
一
条
）

荊
刈
剛

扶
養
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
八
十
二
条
’
第
百
八
十
七

条
）

荊
Ｈ
副

推
定
相
続
人
の
廃
除
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
八
十
八
条

’
第
百
八
十
九
条
）

剣
Ｈ
引
酬

相
続
の
場
合
に
お
け
る
祭
具
等
の
所
有
権
の
承
継
者
の
指

定
の
審
判
事
件
（
第
百
九
十
条
）

第
十
二
節

相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
第
百
九

十
条
の
二
）

第
十
三
節
～
第
二
十
七
節

（
略
）

鯛
．
割

銅
瞭
剣
劇
間
の
取
消
し
の
覇
判
劇
件
（
第
百
四
十
九
条
）

潮
凹
酬

意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
人
の
選
任
及
び
そ
の
取
消
し

の
審
判
事
件
（
第
百
四
十
九
条
の
二
）

荊
到
鰯

展
開
鬮
閣
四
脚
幽
閉
團
醐
脚
睦
件
（
第
百
五
十
条
１
第
百
五
十
八

条
）

に
つ
い
て

（
相
続
に
関
す
る
審
判
事
件
の
管
鰐
権
）

第
三
条
の
十
一

（
同
上
）

２
．
３

（
同
上
）

４
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
国
の
裁
判
所
に
遺
産
の
分
割
に
関

す
る
審
判
事
件
（
別
表
第
二
の
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
の
事
項
に
つ

蜘
詞
司
司
調
刎
祠
国
～
潮
ゴ
ヨ
剰
剖
叫
判
叩

（
同
上
）

（
新
股
）

第
三
縄
～
第
五
網

（
同
上
）

附
則

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
三
条
の
十
四
及
び
第
百
九
十
一
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
同
表
の

十
五
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
三
条
の
十
四
及
び
第

剰
刺
酬

嬬
姻
等
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
五
十
条
’
第
百
五
十
八

剣
引

剰
ｕ
節

親
子
に
関
す
る
審
判
事
件

第
一
献
～
第
七
款

（
同
上
）

潮
川
飼

親
権
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
六
十
七
条
Ｉ
第
百
七
十
五

条
）

剰
刈
剛

未
成
年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
七
十
六
条
’
第
百

八
十
一
条
）

荊
制
鯛

扶
養
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
八
十
二
条
’
第
百
八
十
七

条
）

荊
Ｈ
引
飼

推
定
相
続
人
の
酪
除
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
百
八
十
八

条
’
第
百
八
十
九
条
）

潮
Ｈ
ゴ
副

相
続
の
場
合
に
お
け
る
祭
具
等
の
所
有
権
の
承
継
者
の
指

定
の
審
判
事
件
（
第
百
九
十
条
）

第
十
二
節
の
三

相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
第

百
九
十
条
の
二
）

第
十
三
節
～
第
二
十
七
節

（
同
上
）

四
十
五
条
’
第
百
四
十
七
条
）

潮
到
酬

失
昧
の
宣
告
に
関
す
る
審
判
事
件

荊
計
碗

失
院
の
宣
告
の
審
判
事
件
（
第
百
四
十
八
条
）

＃：

失
除
の
宣
告
の
取
消
し
の
審
判
事
件
（
第
百
四
十
九
条
）

の
財
産
の
管
理
に
関
す
る

呵
割
判
事
件
（
第
百
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（
当
事
者
能
力
及
び
手
続
行
為
能
力
の
原
則
等
｝

第
十
七
条

当
事
者
能
力
、
家
事
事
件
の
手
続
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
（
以

（
裁
判
官
の
除
斥
）

第
十
条

裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
務
の
執
行
か
ら
除
斥

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
裁
判
所
の

嘱
託
に
よ
り
受
託
裁
判
官
と
し
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

｜
・
二

（
略
）

三
裁
判
官
が
当
事
者
又
は
そ
の
他
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
・
へ
き
者
の

未
成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
で
あ

る
と
き
。

四
～
六

（
略
）

２
（
略
）

3 二
百
卜
六
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
（
略
）

下
「
手
続
行
為
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
（
以
下
「
手
続

行
為
能
力
」
と
い
う
。
）
、
手
続
行
為
能
力
を
欠
く
者
の
法
定
代
理
及
び
手

続
行
為
を
す
る
の
に
必
要
な
授
権
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
舩
法
第
二
十
八
条

、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

人
が
次
に
掲
げ
る
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
．
特
別
の
授
槽
（
特
定
補
助
人
に

あ
っ
て
は
、
補
助
監
督
人
の
同
意
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
家

事
調
停
の
申
立
て
そ
の
他
家
事
調
停
の
手
続
の
追
行
に
つ
い
て
同
意
そ
の
他

の
授
権
を
得
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
手
続
行
為
を
す
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
．

｜
～
三

（
略
）

補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
（
手
綾
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
き
そ
の
補

助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
又
は
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
法
定
代
理
人
が
他
の
者
が
し
た
家
事
審
判

又
は
家
事
胴
停
の
申
立
て
又
は
抗
告
に
つ
い
て
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
補

助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
又
は
未
成
年
後
則
閏
翻
引
刈
の
同
意
そ
の
他
の
授

権
を
要
し
な
い
。
職
権
に
よ
り
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。

（
洞
飼
雫
割
頚
の
法
定
代
理
人
）

の
十
三
～
第
三
条
の
十
六

（
略
）

第
二
章

（
略
）

助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
又
は
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
法
定
代
理

（
当
事
者
能
力
及
び
手
続
行
為
能
力
の
原
則
等
）

第
十
七
条

当
事
者
能
力
、
家
事
事
件
の
手
続
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
（
以

鋼
ヨ
銅
刎
判
到
ゴ
ー
罰
到
ヨ
銅
刎
刈
伺
到

（
同
上
）

第
二
章

（
同
上
）

（
裁
判
官
の
除
斥
）

第
十
条

裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
務
の
執
行
か
ら
除
斥

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
裁
判
所
の

嘱
託
に
よ
り
受
託
裁
判
官
と
し
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

｜
・
二

（
同
上
）

三
裁
判
官
が
当
事
者
又
ば
そ
の
他
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
の

下
「
手
続
行
為
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
（
以
下
‐
引
呵
割

に
お
い
て
「
手
続
行
為
能
力
」
と
い
う
。
）
、
手
続
行
為
能
力
を
欠
く
者
の

法
定
代
理
及
び
手
続
行
為
を
す
る
の
に
必
要
な
授
櫓
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴

訟
法
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
並
び
に
第

三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
被
保
佐
人
、
被
補
助
人
（
手
統
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
き
そ
の
補
助
人
の

同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

後
見
人
そ
の
他
の
法
定
代
理
人
が
他
の
者
が
し
た
家
事
審
判
又
は
家
事
調
停

の
申
立
て
又
は
抗
告
に
つ
い
て
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
保
佐
人
若
し
く
は

鯛
倒
圃
倒
刈
、
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
又
は
倒
則
閨
倒
刈
の
同
意
そ

の
他
の
授
槽
を
要
し
な
い
。
職
権
に
よ
り
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い

て
も
、
同
様
と
す
る
。

３
被
保
住
人
、
被
補
助
人
又
は
後
則
利
そ
の
他
の
法
定
代
理
人
が
次
に
掲
げ

る
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
特
別
の
授
櫓
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
家
事
調
停
の
申
立
て
そ
の
他
家
事
調
停
の
手
続
の
追
行
に
つ
い
て
同
意
そ

の
他
の
授
権
を
得
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
手
続
行
為
を

す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

督
人
で
あ
る
と
き
。

四
～
六

（
同
上
）

２
（
同
上
）

二
百
十
六
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
（
同
上
）

｜
～
三

（
同
上
）

（
未
成
年
蜀
測
胡
劇
鋼
閥
倒
則
刈
の
法
定
代
理
人
）

後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人

補
助
人
又
は
補
助
監

旗



（
即
時
抗
告
）

第
百
十
条

審
判
前
の
保
全
処
分
（
第
百
五
条
第
二
項
の
審
判
に
代
わ
る
裁
判

を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
立
人
は
、
申
立
て
を
却
下
す
る
審

判
に
対
し
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
保

全
処
分
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
百
二
十
六
条
第
一
項
、
第
百
五
十
八
条
第
一
項
（
第
二
百
四
十
二
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
百
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
財
産
の
管
理
者
の
選
任
又
は
財
産
の
管
理
等
に
関
す
る
指
示

の
保
全
処
分

第
十
八
条

親
権
を
行
う
者
君
ｕ
ｑ
函
調
嗣
弔
倒
則
人
又
は
特
定
補
助
人
は

（
特
別
代
理
人
）

第
十
九
条

裁
判
長
は
、
未
成
年
者
又
は
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判

劃
到
刷
刺
司
に
つ
い
て
、
法
定
代
理
人
が
な
い
場
合
又
は
法
定
代
理
人
が
代

理
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
易
合
に
お
い
て
、
家
事
事
件
の
手
続
が
遅
滞

す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
利
害
関
係
人
の

申
立
て
に
よ
り
又
は
職
潅
で
、
特
別
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
３

（
略
）

４
特
別
代
理
人
が
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助

二
第
百
二
十
七
条
第
一
項
（
同
梨
剰
到
到
、
第
百
八
十
一
条
及
び
第
二
百

二
十
五
条
第
一
、
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
１
割
当
到
剴
Ｈ
川

剰
剰
引
割
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
七
十
四
条
第
一
項
（
第
二
百
四
十
二
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第

二
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職
務
代
行
者
の
選
任
の
保
全
処
分

２
（
略
）

Ｎ
と
同
一
の
授
権
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
略
）

第
百
十
八
条
（
こ
の
法
律
の
他
の
規
定
に
お
い
て
革
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
又
は
第
二
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
未
成
年
者
又
は
樹
詞
淘
馴

人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
が
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず
に
自
ら
手

続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未
成
年
者
又
は
樹
劇
棚

助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
を
代
理
し
て
手
続
行
為
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
家
事
審
判
及
び
家
事
調
停
の
申
立
て
は
、
民
法
（

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
親
権
を

行
う
者
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
が
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
（
人
事
訴
訟
法
第
二
条
に
規
定
す
る
人
事
に
関
す
る
所
え
（

離
婚
及
び
離
縁
の
訴
え
を
除
く
。
）
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
つ

い
て
の
家
事
調
停
の
申
立
て
に
あ
っ
て
は
、
同
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に

よ
り
そ
の
所
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
含
む
。
）
に
限
る
。

第
一
節

欄
馴
に
関
す
る
審
判
事
件

第
十
八
条

親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
は
、
第
百
十
八
条
（
こ
の
法
律
の
他

の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
百
五
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
未
成
年
者
又
は
由
銅
掴
個
見
人
が
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず

に
自
ら
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未
成
年
者
又

は
成
年
被
後
見
人
を
代
理
し
て
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

、
家
事
審
判
及
び
家
事
調
停
の
申
立
て
ば
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第

八
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
親
権
を
行
う
者
又
は
後
則
剃
が

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
（
人
事
訴
訟
法
第
二
条
に
規
定
す
る
人

事
に
関
す
る
訴
え
（
離
婚
及
び
離
縁
の
訴
え
を
除
く
。
）
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
の
家
事
調
停
の
申
立
て
に
あ
っ
て
は
、
同
法
そ
の

他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
含

む
。
）

に
限
る
。

（
即
時
抗
告
）

第
百
十
条

審
判
前
の
保
全
処
分
（
第
百
五
条
第
二
項
の
審
判
に
代
わ
る
裁
判

を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
立
人
は
、
申
立
て
を
却
下
す
る
審

判
に
対
し
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
保

全
処
分
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
別
代
理
人
）

第
十
九
条

裁
判
長
は
、
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
則
刈
に
つ
い
て
、
法
定
代

理
人
が
な
い
場
合
又
は
法
定
代
理
人
が
代
理
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
、
家
事
事
件
の
手
続
が
遅
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
が
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
利
害
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
特

別
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｚ
・
３

（
同
上
）

４
特
別
代
理
人
が
手
続
行
為
を
す
る
に
は
、
後
見
人
と
同
一
の
授
椎
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

５
（
同
上
）

（
第
二
百
四
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

第
二
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
産
の
管
理
者
の
選
任
又
は
財
産
の
管

理
等
に
関
す
る
指
示
の
保
全
処
分

二
第
百
二
十
七
条
第
一
項
（
第
百
三
十
五
条
、
第
百
四
十
四
条
、
第
百
八

十
一
条
及
び
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
混
合

を
含
む
。
）
、
第
百
七
十
四
条
第
一
項
（
第
二
百
四
十
二
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
百

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職
務
代
行
者
の
選
任
の
保
全
処
分

（
同
上
）

一

第
百
二
十
六
条
第
一
項

痢
引
詞
同
樹
叫
引
璃
用
す
る
場
合
劃
封
捌
剥
Ｊ

第
一
節

嗣
詞
樹
則
に
関
す
る
審
判
事
件

三
十
四

第
百
五
十
八
条
第
一
項

型

SII．81

‐
副

；
…

（
手
続
行
為
能
力
）

剰
司
Ｈ
Ｎ
須

次
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（
第
一
号
、
第
十
三
号
、
第
十
五
号
及

酬
第
十
七
号
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
事
件

劃
劃
胡
引
「
口
お
い
て
は
、
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
・
へ
き
者

裁
判
所
の
管
輯
に
属
す
る
。

２
欄
馴
個
関
す
る
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
一
の
項
か
ら
二
十
七
の
詞
劇
司

の
裁
判
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

所
）
の
菅
輔
に
属
す
る
。
た
だ
し
、

に
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
一

て
の
審
判
事
件
を
い
う
．

除
き
．
補
助
開
始
の
審
判
を
し
た
家
庭
裁
判
所
（
抗
告
鋼
判
詞
洲
補
叫
開
始

七
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の
審
判
の
取
消

六’ 三’

引
欄
功
開
始
の
審
判
羽
州

二
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の
審
判
事
件
（

別
表
第
一
の
二
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

及
び
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
は
、
第

十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
所
詮
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず
に
、
自
ら
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
者
が
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
（
手
続
行
為
を
す
る
こ
と

九’ 事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
．
）

四
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
の
取
消
し
の
審
判
事
件
（
別
表
第

一
の
四
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
引
刊
「

到
思
届
開
削
鮒
踊
画
面
す
る
処
分
の
翻
判
瓢
伸
（
別
表
第
一
の
五
の
項
の
事

項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

+’ 八’

に
つ
き
そ
の
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ

っ
て
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
の
同
意
が
な
い
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

（
未
成
年
者
に
賑
一

項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
．
）

1

補
助
人
の
同
意
に
代
わ

取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
行
為
の
定
め

助
開
始
の
審
判
の
取
消
し

人
に
対
す
る
代
理
権
の
付
与
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
八
の

『
到
酬
欄
馴
閲
嫡
の
翻
判
を
受
け
た
者

て
の
審
判
事
件
を

審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
一
の
項
の
事
項
に
つ
い

次
項
及
び
次
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

る
者
と
な
る
．
へ
き
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭

る

い
う
。
）
は
、
補
助
開
始
の
審
判
事
件
を

そ
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
副
詞
圏
鋼
判

つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
．
〕

定
め
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
六

審事
件
（
別
表
第
一
の
九
の
項
の
事

い
ゃ
っ
ご
）

）の
審
判

（
別
表
第
一
の
三
の
項
の

つ
い
て
の
審
判
事
件
を

消
し
の

（
未
成
年
者

Ｊ
倒
鯛
「

荊
司
Ｈ
ｕ
銅

後
見
開
始
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
一
の
項
の
事
項
に
っ
、

て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

成
年
被
後
見
人
と
な
る
．
へ
き
者
の
住
所
地
を
管
鯖
す
る
家
庭
裁
判
所
の
管
絃

回
倒
詞
到
１

．
（
手
続
行
為
能
力
）

荊
司
掛
川
剰

次
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
の
審

判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
含
む
。
）
に
お

い
て
は
、
成
年
被
後
見
人
と
な
る
ぺ
き
者
及
胡
鯛
銅
観
鶴
見
人
は
、
第
十
七

条
第
一
項
に
お
い
て
軍
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
か
刈
掴

ら
ず
、
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず
に
《
自
ら
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
そ
の
者
が
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
（
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
き
そ

の
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
保

佐
人
若
し
く
は
保
佐
監
督
人
又
は
補
助
人
若
し
く
は
補
助
監
督
人
の
同
意
が

訓
嗣
舗
倒
副
何
閲
詞
到
翻
判
事
州
剖
別
表
第
一
の
一
の
項
か
ら
十
六
の
一
一
の

項
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）
は
、
後
見
開
始
の
翻
判

見
開
始
の
裁
判
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

詞
甥
副
判
所
司
の
管
轄
に
属
す
る
。
た
だ
し

頚
涌
璽
糾
闇
囲
属
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

事
件
を
除
き
、
後
見
開
始
の
審
判
を
し
た
家
庭
裁
判
所
（
掘
笥
親
判
所
が
後

な
い
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

一

後
見
開
始
の
審
判
事
件

ゴ
倒
副
開
燗
副
審
判
の
取
消
し
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
こ
の
項
の
事

項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

三
成
年
後
見
人
の
選
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
三
の
項
の
事
項
に
つ

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

到
劇
銅
倒
園
監
督
人
の
適
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
六
の
項
の
事
項

に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
１
司

対
劇
銅
倒
則
圏
個
人
の
解
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
八
の
項
の
事
項

に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
二
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ

。

）

ｄ
劇
鋼
欄
後
見
人
に
関
す
る
特
別
代
理
人
の
選
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第

一
の
十
二
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

川
鯛
鋼
調
倒
見
人
に
宛
て
た
郵
便
糊
刻
因
国
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送

達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に

四’規
定
す
る
信
書
便
物
（
以
下
「
郵
便
物
等
」
と
い
う
。
）
の
配
達
の
嘱
託

二
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
二
に

及
び
そ
の
嘱
托
の
取
消
し
又
は
変
甲

お
い
て
「
成
年
被
後
見
人
に
宛

事
件
」
と
い
う
。
）

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

劇
飼
倒
則
刈
呵
鰯
個
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
五
の
項
の
事
項
に
っ

そ
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
家

倒
則
開
始
の
審
判
事
件
が
家
庭

8
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弱
４
吹
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
伺
圃
剥
ｕ
判
別
利

ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
特
定
補
助
人
を
付
す
る
畑
州
呵
謝

判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
及
び
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を

受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

引
犀
齢
幽
踊
置
幽
罷
吋
■
穂
四
隅
鴎
幽
人
を
付
す
る
畑
矧
刎
密
判
劃
同
臨
伺
劃

て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
七
十
六
条
の
五
筋
一
号
又
は
第
二
号
の
事
由
に

よ
り
解
任
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
〉

㈲
醐
閏
面
副
Ｎ

Ｈ
．
補
助
監
督
人
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

判
刻
川
糾
廻
飼
伺

十
一

補
助
監
督
人
の
解
任
の
審
判
（
民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
十
に
お
い

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者

九
補
助
人
の
解
任
の
審
判
（
民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
五
第
一
号
又
は
第

。
引
呵
劃
由
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
場
合
に
限
る
１
司

剰
醐
刈

Ｈ
補
助
人
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人
．
補
助
監
督
人

並
び
に
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
及
び
そ
の
親
族

到
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判

民
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

書

対
原
理
隈
幽
蹴
剛
園
闘
卿
凹
圓
鴎
踊
悶
悶
時
型
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

劇

刻
‐
Ｎ

ｕ
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
行
為
の
定
め
の
翻
判

民
法
第
十
条
第
三
項

何
割
四
国
訶
到
調

。
荊
馴
閲
始
の
申
紅
て
を
却
下
す
る
密
判

剰
刺
刈

三
揃
功
人
の
同
意
に
代
わ
る
許
可
の
申
立
て
を
却
下
す
る
密
判

四’三’

引
側
馴
剛
矧
刎
割
判

．
‘
稗
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の

審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
ぺ
き
者

一
一
一
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
行
桧
の
定
め
の
翻
判
特
定
補
助
人
を
付
す

る
処
分
の
審
判
を
受
け
る
者
と
駈
る
ぺ
き
者
又
は
特
定
補
助
人
を
付
す
る

処
分
の
審
判
を
受
け
た
者

四
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
に
宛
て
た
郵
園
物
謂

の
配
運
の
嘱
能
の
審
判

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た

割

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ろ
者
（
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）

は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
‐

翻
判

田
渕
潮
Ｈ
聖

れ
る
場
合
に
限
る
割
‐
引
欄
馴
閲
燗
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
ぺ
き
者

Ｏ
と
い
画
フ
６
）

る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
号
引
以
祠
剖
任
意
後
見
契
約
法
一

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
の
取
消
し
の
申
立
て
剖
剣
村
制
‐
劃

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は

民
法
第
七
条
第
一
項
及
び
任
意
後
見
契
約
に
関
す

に
、
侭
書
の
送
逮
の
事
業
を
行
引
蜀
矧
圃

て
を
却
下
す
る
審
判

副
渕
荊
Ｈ

当
岐
各
号
に
定
め

劇
画
川

弱

立
て
を
却
下
す
る
審
判

刺
創
刈

副
詞
判
の
告
知
を
受
け
る
者
で
な
い
者
に
よ
る
後
見
開
端
‐
四
劃
判
に
対
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

’

後
見
開
始
の
審
判

剰
口
割
到
咽
打
到
割

．
後
見
開
始
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人

。
倒
副
詞
剛
燗
討
割
笥
判
呵
刷
制
し
の
申
立
て
劃
却
祠
馴
祠
到
覗
判

田
濁
剰
Ｈ

銅
口
劉
轡
唄
詞
到
割

四
成
年
後
見
人
の
鯛
田
呵
翻
判

劇
詞
割
留
別
刈

到
成
年
後
見
人
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人
、
成
年
後

副
閨
裂
倒
刈
遡
醐
伺
劇
鋼
樹
倒
副
詞
劉
銅
馴
匂
呵
劉
洩

六
飼
年
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判

劇
判
倒
則
閻
倒
刈

廿
・
刷
鋼
倒
則
監
督
人
の
鯛
網
刎
申
立
て
を
却
下
す
劉
翻
判

刺
封
糾
到
醐

回
飼
国
剰
調
国
羽
料
興
酎
召
呵
剃
鯛

Ｈ
計
成
年
被
後
見
人
の
死
亡
後
の

八
劇
網
演
倒
見
人
に
閑
団
園
鴎
鴎
晒
厩
圏
四
幽
陶
隠
閉
閉
除
悶
塵
闘
睡
飼
料
閥

後
見
人
及
び
そ
の
親
族

九
成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵
便
物
等
の
配
遺
の
嘱
託
の
取
消
し
又
は
変

則
呵
翻
判

瑚
詞
倒
則
刈

刊
嗣
年
被
後
見
人
に
剰
司
刑
罰
剰
図
糊
顎
剣
劇
盟
唱
剣
劇
昭
矧
荊
剃
制
劃
詞
麺
呵

取
消
し
又
は
変
更
の
申
立
て
を
却
下
す
る
翻
判

判
刺
糾

後
見
人
に
還
任
さ
れ
る
者
が
審
墳
の
告
虹
を
受
け
た
日
（
二
以
上
あ
る
と
き

る
者
（
第
一
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）
は
、
即
時
抗
告
を
す
る

即
裡
解
、
西
国
の
期
間
は
、

次
の
各
号
に
捌
刷
副
詞
判
同
対
し
て
は

民
法
第
七
条
及
び
任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第
二

一
頭
傑
開
胴
鋼
韮
又
は
埋
葬
に
関
十
る
契
約

当
該
各
号
に
定
め

こ
よ
り
成
年

障膨紫’

補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
が
審
判
の
告
知
を
受
け
た
日

興
胡
‐
国
由
鯛
八
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
棚
馴
刈
‐
口
圏
田
割

れ
る
者
が
審
判
の
告
知
を
受
け
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
か
ら
進
行
す
る
．

訓
翻
糊
剣
告
知
を
受
け
る
者
で
な
い
者
に
よ
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に

創
翻
判
の
告
知
を
受
け
る
者
で
な
い

第
百
二
十
四
条

（
削
る
）

欄
醐
剛
墹
馴
翻
判
剖
劃
け
た
者
及
酎
矧
呵
劉
鯛

十
三

特
定
補
助
人
を
付
す
る
配
既
悶
鹿
鱒
脇
固
臨
画
囮
者
に
宛
て
た
郵
便
物

謂
刎
詞
閨
密
呵
剰
託
の
審
判

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け

た
者
及
び
そ
の
親
族

十
四

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
に
宛
て
た
郵
便
物

酉
閉
園
誤
趣
悶
喝
随
閏
幽
取
消
し
又
は
変
更
の
判
判

糊
珂
矧
馴
刈

対
す
る
即
時
抗
告
の
期
間
は
、
当
醸
各
号
に
定
め
る
者
が
審
判
（

け
た
日
（
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）

す
る
。

審
判
と
同
穿
に
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

卦

Ｈ
到
樹
圃
痢
醐
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
に
宛
て
た
郵
便
物

刺
‐
引
綱
酬
人
に
選
任
さ
れ
る
者

二
特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判

制ヨ

と
な
る
べ
き
者
に

項
（
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
痢
刈
制
川
梨
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

（
陳
述
の
聴
取
の
例
外
）

事
業
を
行
う
者
の
陳
述
を
聴
く
こ
と
を
要
し
な
い

今
を
含
む
。
）
の
面
認
呂
個
展
限
限
間
隈
幽
■
一
隅
篇
詫
吋
里
所
は
、
僧
書
の
送
運
の

い
て
の
許
可
の
申
立
て
を
却
下
す
る
翻
判

判
刺
刈

判｜

＃

れ
る
場
合
に
限
る
。
）

っ
て
は
、
特
定
補
助
人
と
し
て
付
さ
れ
る
者
）

；

取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
行
為
の
定
め
の
審
判

糊
淘
補
助
人
を
付
す
る
処
分
の
審
判
を
受
け
た
者
に
宛
て
た

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

』
又
は
変
更
の
申
立
て
を
却
ド
す
る
春

を
付
す
る
処
分
の
審
判
と
同
時
に
さ

特
定
補
助
人
と
し
て
付
さ
れ
る

お
い
て
は
、
第
八
十
九
条
第
一

保
存
に
必
要
な
行
為
に
ら

特
定
補
助
人
（
当
該

に
さ
れ
る
場
合
に
あ

を
付
す
る
処
分
の

か
ら
進
行

る
者

く
は

第
百
二
十
三
条
の
豆

21

：

の
審
判
事
件
に
お
い
て
は
、
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
（
第
九
十
六
条
第

（
陳
述
の
轍
刷
呵
測
州
引

、
成
年
被
後
見
人
の
財
産

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ

は
、
当
該
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
か
ら
進
行
す
る

は
成
年
被
後
見
人
の
財
産
の
状
況
を
岡
査
さ
せ
、
又
は
臨
時
に
財
産
の
管
理

か
わ
ら
ず
、
抗
告
裁
判
所
は
、
信
書
の
送
達
の
事
業
を
行
う
者
の
陳
述
を
聴

｜
項
及
び
第
九

、
こ
と
を
要
し
な
い

（
成
年
後
見
の
事
務
の
監
督
）

甲

成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵
便
物
等
の
配
連
の
嘱
託
等

中
か
ら
、
相
当
な
報
酬
を

’

に
よ
り

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
か

又
は
管
理
を
し
た
者
に
対
し

成
年
後
見
の
事
務
若
し
く

る
こ
と
が
で
き

94

０
画



獣
菌
竺
蝋
S
ﾖ
ﾚ
芽
浮
謹
副
爺
が
ﾜ
ｰ
r
行
叶
う

対
U
T
井
鹿
昔
'
ユ
吋
裁
呼
鈎
。
S

南． 淫 璃

》封一
癖
海

浜
代

弁

が 口 耐 育
入 “ ｓ 津

叫 録 噸 で
雌 諏 贈 〃

ｓ 蜑 両 舜
迂 幕 圏 繍
師 ｓ ４ 露
Ｓ 母 か 津

弗 掛 滑 江
沖 （ 魁 シ
Ｓ 残 畔 代

計 討 誘 齢
３ Ｊ 帥 が

零 詩 寺 八
両 鮎 び 畔

侯ゞの Ⅳ 蝉

咽 両 峠 ｓ
裳 敞 裟 肝

計 与 咽 魂
沢 １ 坪 〃

！ ｆ ｒ

や ・ ひ 鶏ｒ

恥遜。瀦坤

豆
里

逝 常 瞳 恐 ・ 入一

判”唖絹鍛恥一
が 叫 〃 丙 八 ｓ
仰 蝋 ｘ Ｊ 両 肝
庁 Ｓ 昇 ラ 片 郭

残 肝 畳 八 ｓ ．

。 煎 存 ｓ Ｈ 幾
脚 〆 ｓ 磐 昇 淋

秤緬輻華垂恥
姐 岩 違 型 渕
臨 両 廿 “ 再
鮴 逮 滞 溢 琴
で Ｆ 肝 索 剛
〈 ・ 生 師

岬再 毒 が 骨
理 写 汁 （

岡 宝 剣 朕 Ｓ
Ｓ 罫 ｓ 咋 計

卓 Ｓ 雪 鈴 ３
個 劇 ・ 毎 験
向 重 野 ｄ 殖
産 野 圃 “ 残
叫 叩 ｓ 註 ぷ
び 卑 噌 浮 び

畳 ひ 魁 歪 斤
鋤 鹸 疎 酵 叫
呼 峠 師 Ｓ 稗

が
4
司
騰
び
ご
画
言
ｱ
噛
嵌
沖
猷
､
J
㎡

亜一眼

入
ひ
丹
I
干
雌
ぴ
こ
坤
師
堂
輯
旦
罫
宝
塁
茎

小
寺
浮
護
ひ
片
商
酬
畔
ス
が
侍
峠

鈴
,
&
雌
が
ユ
郡
師
哲
時
S
圭
端

⑮

瓦
別

言
k
)
商
パ
掛
母
S
辞
霊
江
憲
〃
,
』
ご
汁
‘
キ
峡
‘
{
同
蒔
痴
薗
〃
,
j
諮
錫
再
X
､
き

片
丙
八
目
-
畳
，
p
n
W
Y
が
計
強
洞
験
さ
計
S
蝿
噸
S
剛
野
口
X
眠
郎
離
荊

，

部
肝
S
雌
n
W
･
か
鈴
庁
＞
江
味
露
紺
禺
‘
r
{
ラ
齢
両
中
砿
計
o
ひ
残
八
骨
母

S
蔀
翌
諏
隊
皇
再

（
･
属
可
F
1
宮
散
両
淋
評
勇
輝
か
S
【
寸
引
庭
｡
副
堂
勘
頓

引
・
面
八
・
計
丙
ﾛ
，
鞍
S
鋤
1
1
諮
淋
削
叫
調
）
副
堂
灘
嗣
渕

熟
>
卜
＋
｜
|
到
韻

碑か

・ 味
輔作

研 汁
誠が

写 １
房 叫
師 雌
孝 両
４ 毎

ひ 杏

声 で

寺 鈴

》》
び 言

雌 ・
ｒ ｆ
ｒ ‐

獄 ｓ

ひ 魅

入 叩
岬 両

雌 散
一向 寺三

ｋｒ
ｔＪ１１

両
､
し
益
神
心
ひ
強
,
1
掛
掛

塑

坐坐
空剥
ｎ 編

Ｓ 懲

淨 竺
輝 到
曵 ｌ

評 誤

浄 叫
両 出

誹 紗
ラ 識
１

戸 １

コ 通．
属 Ｓゞ

・ 鉱ゞ
く Ｐ

ｐ

－洋一唖

〃 ひ

護 ｊ
淫 八
翌 再
爺 〃

Ｓ 壁

、’ 『’
３ 一汁Ｌ

零 駄 蕪 〃

制 ｓ 削 部

韮 Ｉ 誰 Ｓ
淫 シ 浮 隊
奇 く 芽 毒
非 商 才 師
ｓ 軒 Ｓ 耶

畷 皆 餅 ユ
エ 今 重 計
再 が 両 尋

グ － “ 一価

輔 庁 蕊・永

副 両 剛 Ｓ

萎 片 Ｓ 雌
浮 山 車 丙
シ バ 閥 醗

酵 “ 齢 杏
ヰ ＊ 〕 裟
斗 Ｓ 舜 岻
か 違 戸 営
麿 ど ひ 詠

む 蝿 小 彦
Ｓ 時 作 ｓ
鍋 唯 叫 作
垈 が 耳 嬰

叶 。 〃 舜
坤 部 寺
ユ ・ Ｓ 里

里
’

廻司

灯
心

国
宮
井
,
ア
井
画
芦
卑
齢
仔
岸
去

鵠
S
F
益
鄙
S
壷
富
か
､
4
･
涯
両
鰹
卓
S

ヘ
ー
宮
_
立

I

『｜
翌 噸 Ｊ 汁

畢梱
剛 腿 両
Ｓ 呼 鈴

噸 錘 ０
蝿 謹 計
雌 叫 庁 副 ｓ
蛸 ひ 叫 再 注
－ １ ・ ・ 儲庁 ｆ

〈 峠 噸 舜 再
再 戟 阻 竹 ・

竺 盆 ４ 琳 寒
哨 雌 入 嘩 蹄
置 弛 叫 御 ｓ

索 鈴 理 戸 噸
浜 〈 剛 娑 趨
Ｓ 齢 残 翠 味
畏 。 付 耐 両
目 計 〈 味 Ｊ

ペ 峠 徹 噸 言
両 岬 。 協 八

片 高 計 斗 僅
写 ・ 作 が 弱、

凶 丹 叫 Ⅳ 寺
再 竹 部 峠 が
露 欝 Ｓ 洩 旦
蕗 扉 呑 戟
徹 初 野 岬

〆 芳 剛 が

理 ・ Ｓ 許

の｜
へ 代 謝

Ｓ 鈴 塞 Ｓ
齢 ひ 淫 噸
残 入 寺 魍
州 岬 沖 雌
１ 雌 Ｓ 両

》》》》
吋 昔 宮 ユ
オ 計 向 き

く 誰 索 瓦
峠 叩 か ＃
叫 丙 哨 炉

昇 齢 酬 封
グ ー．〆 己部 一一

峠 八 謎 ・

罫・〆 浮

鵯 永 至
堂 ｓ 詐
丙 昨 Ｓ
ｄ 牢 壗
言 師 室

八 廊 僻
ｓ ユ 卵
調 汗 ユ
古 鼎 が

＋ 丙 坤

､
が
斗
斤
S
G
．
｡
&
沢
‘
鵡
戦
I
蕗
『
や
I

峠
叫
入
ぴ
鈴
I
Y
＞
誕
嘩
露
佃
剥
」
‘
再
S
が
伊
イ
ャ
「
＞
瓢
序
露
竹
忌
」
号
飼

墨
，
号
両
S
球
0
4

l
I
l
調
泳
彗
‘
へ
ご
訪
両

S
I
’
･
ひ
4
4
盈
岳
バ
ラ
･
両

印一

弧
q
輝
熟
【
+
＋
田
､
l
>
卜
調
,
沙
>
+
＋
E
皿
>
卜
誠
一
歩
E
十
E
皿
>
ﾄ
譲
群
皿

里

･
が
＋
(
Y
菜
。
〃
G
,
ヘ
ラ
J

f
7
苛
限
S
墓
韮
再
別
掴
渇
S
註
雌
諏
計
で
刷
津
。
言
齢
U
T
舜
壷
誉
ユ
秀
で
承

…
堅
削
S
非
今
浮
毒
制

S
鋤
苦
再
浪

（
。
U
'
言
庁

堂
輔
が
1
-
r
丙
制
溢
S
魁
|
I

凪
|
顕
‘
再
研
遊
S
(
｡
八
蔀
舟
飼
|
|
弧
淨
【
十
十
!
'
細
蕗
司
）
'
』
雑
淋
堂
土

_
が
聯
‘
』
強
【
Y
「
1
ぴ
寺
酎

（

|
｜
謡
い
ご
熟
r
ﾔ
｡
＋
1
1
誼
静
如
q
輝
制
途
S
,
』
州
飼
>
}
悪
口
"
学
制
l
識
浄
茸

、

-
2
0
1
,
斗
丑
盛
師
儲
溢
S
蕗
皿
o
i
4
渥
両
や
珪
罫
S
誰
ｺ
i
s
雌
廿
詩
夢
輔

誼
，
両
令
噸
師
熱
･
H
4
ハ
饗
印
萬
瀬
S
雌
S
岬
，
竜
I
コ
ッ
サ
サ
サ
、
研
溢
S
券
r
十

m
{
韻
．
再
叫
咋
亨
鈴
岬
,
』
藍
『
Y
･
｢
'
ハ
蜀
印
牒
要
S
雌
S
部
ご
片
両
田
淫
S
片

通
印
制
限
S
碕
弾
S
i
ﾔ
↓
〃
再
呵
門
鵡
副
堂
艶
，
再
叫
1
W
ﾅ
(
-
局
肝
吋
ご
違
裟
堂

輔
が
､
十
今
岬
研
輝
S
基
脹
弾
両
卜
r
S
き
き
碑
測
岡
理
引
S
雌
蝿
噸
S
剛
琢

里

遍
垂
‘
瓦
,
-
{
冒
齢
六
口
し
筆
S
「
'
・
ひ
畔
r
j
鷲
f
w
イ
キ
菱
､
s
司
郎
夢
軸
S
卜
r
剛

郵
汁
F
竺
疎
岬
>
､
0
4
丹
r
『
'
＞
緬
添
蕗
-
門
畳
"
再
魂
隠
噌
S
岡
野
S
鋤
|
鞍
曼

輝
蛸
叫
入
が
井
斤
＞
証
味
露
-
門
罫
,
口
1
M
W
才
○
ず
訣
童
磯
S
非
寺
西
味

一J

･
ぴ
､
斗
戴
祷
U
,
計

（
口
宮
崩
争
迩
｡
+
､
J
･
S
m
露
峠
‘
両
叫
r
Y
が
鈩
什
垣
｜
｜
）
m
計
ユ
耶
師
皆
”

･
か
畔
'
』
蚤
r
w
i
が
叱
今
即
弄
融
客
消
潤
潟
〃

菟
諺
S
市
註
計
F
詳
融
S
伽
，
『
達
同
鈴
配
車
S
園
聖
〃
再
劃
菫
錐
胴
剥

全

｡
0
4
，
斗
零
X
+
①
笠

･
号
S
踊
理
S
＞
証
除
鳶
･
柑
畏
,
弄
丑
率
か
､
4
‘
阻
両
輯
牢
里
淘
時
銘
S
飼
彗

里

･
か
岬
d
殼
庁

【
｢
が
十
奇
酎
輯
卑
S
蝿
噸
q
津
ﾛ
R
茜
S
罰
共
S
踊
郵
，
r
・
致
古
（
。
､
｣
，
言
I
や

I
坤
魍
噸
S
耐
配
」
バ
ラ
誌
丙
罪
S
「
'
引
挺
。
吋
叫
叶
雌
燗
噸
討
琶
塒
諏
鮮

､
s
片
両
制
溢
S
鋤
雪
）
雌
腿
噸
詐
庁
宙
脳
,
{
ご
前
方
字
畳
墾
噸
S
珍
高
が
､
斗

渥
商
圏
噸
S
閣
迂
計
汲
.
､
h
r
両
>
河
津
蕗
愉
舜
設
雌
'
'
1
夢
,
昇
到
竺
雛
願
剣

里

・
が
叫
,
j
鷺
(
Y
I
'
が
4
南
痔
呼
鈴

蝿
噸
計
F
雨
睡
バ
タ
サ
筒
存
督
主
戦
S
逸
麿
0
1
.
斗
孟
両
腿
噸
S
酬
巫
計
渕
･
牡

商
＞
坪
懸
蕗
柑
舜
蔑
坤
'
'
1
誠
，
争
'
3
J
言
．
再
引
堂
艶
厩
剥

淋
田
十
1
1
m
独

（
喰
顧
罫
S
味
腱
噂
）

専
垂
S
球
r
畔
）
‘
0
1

全

。
ひ
､
斗
到
儲
ﾊ
ﾗ

J
両
蛸
が
斗
蝿
噸
叶
踊
亙
､
ｺ
ﾂ
可
･
両
郁
途
S
風
｜
弧
‐
高
制
注
S
浄
一
t
H
m
l
>
卜

。
｡
4
畔
'
1
萱
峠
I
『
ぴ

土
野
師
I
Y
I
『
が
ユ
卵
岬
容
茜
S
I
端
間
頭
S
蹄
亙
,
畔
､
)
両
(
･
く
そ
画
ﾊ
ﾗ
散

>
ﾄ
鞘
雛
型

全
戸
斌
l
｣
.
寸
巳
塾

哩
卜
r
r
『
制
滋
S

圭一パ 〃 耶
酔 Ｓ 朕 写

刈 鯛 罵 ぴ
ユ 堂 舟 雌
が 藍 目 庁

雌 違 八 付
庁 卦 呼 ひ

対 師 庁 入

が 肝 計 畔
入 生 雌 雌
叫 小 ｓ Ｓ

咄 僻 晋 垂
Ｓ 凸 目 耐

、 ｓ 八 Ｓ
熊 雪 両 索

製 、”片 昨
計 羊 写 ｓ

淋 冊 “ すｒ

歌 誰 茅 Ｓ
Ⅱ 浮 浮 郵
刈 湯 至 古

中 岬 幕 民ゞ

中 ＃ Ｓ 盟
両 寺 母 装

誌 が 目 討
苓 唐 パ び
ぴ 寺 丙 庁

載 Ｓ Ｊ 叫
渉 輯 与 画

。
｡
'
岬
。
珪
庁
r
1
か
痒
触

｢
￥
附
劃
o
&
脂
･
丙
研
溢
S
函
l
誤
丙
呵
鰯
遡
導
睦
鼬
嗣
削
′
再
副
堂
艶
細
渕

。。

。
が
岬
'
』
鷲
庁
｢
’
が

が
､
斗
達
丙
堂
蟻
S
ご
卜
芽
抑
齢
小
ﾄ
『
両
雌
言

里 釦一 今
。 商 祁

に癖癖一心酔
再 舛 今 け 奇

・ ラ 非 ｓ 才

謎 ・ Ｓ １ ｓ
片 価 蝋 シ 噌
十 ｓ 堂 く 圭

巨 鞍 再 両 弄
淋 叩 “ 班 “

韻 両 昌 哲 剖
Ｉ 訪 笥 斗 ｌ
通 う 鴬 が 温
Ｓ （ 津 ｎ ｓ

途 暮 泗 佇 丑
計 “ 湯 両 踊

卉 舜 峠 片 Ｓ

‐ 紺 汁 心 噸
鴎 鳶 が パ 溺
翌 熊 入 “ 蝋
Ｆゞ掴 叫 岬 １

鈴 シ 鍬 ｓ 酵

壁》
←ダ 峠 一価

・ 齢 儲

ひ 杏
、人 で

鋤零埜酔
両 昔 坐 。

X
'
中
r
｢
や
塁
慈
井
u
長
盆
，
①
号
－
8
s
耐
翌
S
雌
計
寺
即
師
菫
蝋
S
罫
宝
浮

浮
毒
研
牟

バ
ラ
齢
7
『
ﾛ
P
鮎
r
才
･
ひ
藍
〆
{
掛
壬

『
津
両
雌
汁
で
蝿
魑
噸
再
X
際
圃
、
言
?
γ
丙

里
聖 子

'
￥
●

S
冒
遥
鎧
S
逃
富

識
開 浮 四 一
ｓ至仙塾
喝 罫 十 浬
腿 ｓ 問 Ｓ

婦 輯 淋 鵠

脳 堂 誤

坐恥
眸酔

が 即
、ヰ

パ 汁

浅 魂 型
． ｓ 卉

叫 理 “

か 岡 賎

・ Ｓ 脹

井 舛
薗 齢
師 汽

到 ・

際 義
於 浮

件 Ｓ

“ 慨
測 誤
再 端

諏蒋

里

。
が
畔
。

残
I
Y
I
'
小
寺
寺
畔
I
Y
･
「
'
0
1
1
抑
I
や
浮
護
S
(
｡
､
j
,
言
I
Y
I
雌
澗
噂
S
除
毒
土

両
柾
バ
ラ
前
門
融
S
I
1
引
握
)
球
渦
噌
S
儲
郵
か
渉
叶
雨
臓
s
1
-
r
7
7
研
溢
S

温
雪
，
叫
J
丙

（
。
届
コ
パ
ラ
訪
丙
鋤
l
＋
調
。
ひ
遍
丙
S
ず
び
索
丙
,
‐
{
ロ

母
S
3
冊
S
誠
司
言
斧
､
挿
瓦
芦
ユ
井
華
酔
韓
。
S
>
浮
き
園
雌
,
r
･
い
び

r
j
夢
載
0
1
,
斗
研
溢
両
飼
｜
識
浄
計
譜
蕗
扉
)
夢
載
S
l
-
r
剛
理
S
雌
叫
〉
.
が
齢

四一
く 醐 笠 非

垂祁榊諦
岬 堂

守 ｊ

ぴ 弄

仰 品 “ 溜 些 奄
斤 号 印 嵩 翠 ひ
鷺 ｍ Ｓ 酔 高 仰

ｄ 謡 鈴 謹 》 斤
叫 さ Ｓ 〈 舜 裟

が 斌 濁 仰 儒 。

・ 州 佛 咋 欝 艸
小 蝿 蔑 津 ひ
方 掴 。 甑・《

齢 〈 岬 湯 一

言 州 鈴 叶

八 薄｝ラ 片

〕 郎 咋 ぴ

悪 頓 叫 入
栖 杢 口 叫
寺 門 〃 叶
傘 〃 鞍 Ｓ
ｓ 茸 刈、ワ

噸 魁 介 迦
堂 Ｓ 紗 Ｓ
ｌ 激 Ｓ 再

垂部
作 副
←三一仰
珈 Ｔ
瞳ｅｆ

ｏ ぴ

。
0
0
，
斗
詔
儀
'
{
ラ

､
)
両
魂
〔
X
斗
隠
軍
師
醗
聖
､
写
'
千
両
研
迩
S
温
’
謡
，
耳

琳
十
酬
皿
＞
ト

甑
q
輝
か
す
十
囿
田
|
＞
卜
顎
”
か

庁
雌
が
ﾕ
津
師
竺
輯
S
罫
至
浮
義
"
室
S
r
j
蹄
か
全
|
仔
師
ご
違
裟
竺
輯
S
'
{

ざ
J
商
r
1
局
吾
S
酢
霊
浮
謹
,
､
雪
片
丙
,
｛
骨
岳
S
峰
討
F
即
，
1
月
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作
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咽
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鹸
叶
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蛸
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ﾛ
ﾚ
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戴
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寺
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噸
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剛
型
S
圏
言
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岬
j
丙
（
･
属
ｺ
ﾊ
ﾗ
抽
両
剤

[
ｬ
識
。
ハ
罪
岬
夢
或
か
＋
局
謹
両
醐
F
哉
計
妙
計
誼
藤
刑
）
夢
ｺ
i
s
卜
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剛
理
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雌
岬
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ひ
丹
I
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露
-
禰
馬
"
謡
S
,
剴
糾
｡
'
杢
併
酎
量
違
裟
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'
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豆
_
L
』
7
7
八
月
岳
S
酵
霊
訶
津
’
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s
l
-
r
穴
'
1
月
召
S
雌
計
『
･
師
八
昌
暑
蹴
昨
,

卜
十
固
画
{
＞
卜
毅
．
融
目
十
E
m
l
＞

竺

o
f
岬
,
i
殼
峠
「
’
が
f
土
峨

師
附
圏
ひ
片
両
制
溢
S
魁
｜
遡
丙
叫
魁
遡
剖
堂
艶
嗣
拙
‘
再
到
堂
艶
細
剣

望

一
旦
亘
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荊
司
．
Ｈ
ｕ
鍋

剰
圏
釧
判
所
は
、
測
馴
刈
刎
鯛
割
両
呵
調
判
朝
州
が
係
属
し
て

い
る
謁
合
に
お
い
て
、
欄
切
開
燗
到
濁
判
を
受
け
た
者
の
利
益
の
た
め
必
要

'71

訓
叫
銅
塵
鋼
判
所
は
、
い
つ
で
も
財
産
の
管
理
者
を
改
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

Ｈ
到
頭
閏
釧
判
所
は
．
財
産
の
管
理
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
任
さ
れ
た
者

剖
封
捌
司
）
に
対
し
、
財
産
の
状
況
の
報
告
及
び
管
理
の
厩
闇
圀
聞
幽
凹
回
国

と
が
で
き
る
。

４
‐

１
前
項
の
報
告
及
び
計
算
に
要
す
る
費
用
は
、
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る

制
判
酬
判
司
到
刎
割
旬
笥
。
割
何
い
て
は

剛 り
消
す
こ
と
が
で
き
る
ｑ
，

例
『
樹
窟
欄
醐
剣
令
の
審
判
が
あ
っ
た
と
き
は

を
受
け
た
日
（
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
骸
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
か
ら

進
行
す
る
。

皿
補
助
命
令
の
審
判
が
あ
っ
た
と
き
は
、
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る
者
と

な
る
．
へ
き
者
及
び
財
産
の
管
理
者
は
、
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
る
者
と
な

任
し
た
職
務
代
行
者
に
告
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

３
家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
週
任
し
た
掴
翻
閃

行
者
を
改
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
銅
圏
鋼
判
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
週
任
し
、
又
は
師
閉
薩
隅
隅
鴎
哩

よ
り
改
任
し
た
畷
務
代
行
者
に
対
し
、
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者
の
財

、
補
助
人
の
職
務
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
そ
の
職
務
代
行
者
を
選
任
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
欄
馴
刈
刎
脳
闘
呵
執
行
を
停
止
詞
剖
謝
判
倒
閉
１
噛
稠

叫
釧
制
を
停
止
さ
れ
る
補
助
人
、
他
の
補
助
人
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
還

判
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
設
定
の
豊
記
を
嘱

疵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
咽
引
ｌ
閥
泡
し
た
抵
当
権
の
変
更
又
は
消
澱
‐
呵
劃
飼
伺

つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

四
民
法
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
を

除
く
。
）
、
第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
囚
十
六
条
、
第
六
百
四
十
七
条
及

胡
‐
痢
六
百
五
十
条
の
規
定
は
、
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
計
‐

国
嘱
齢
尚
盛
購
壁
任
の
審
判
剃
州
朝
を
本
案
と
す
到
閑
封
畑
矧
司

す
る
民
法
の
規
定
を
単
用
す
る
１

を
付
す
る
処
分
の
審
墹
を
受
け
る
者
と
な
る
。
（
き
者
が
し
た
民
法
第
九
条
第

者
と
な
る
べ
き
者
の
財
産
の
中
か
ら
支
弁
す
る

が
あ
る
と
き
は
、
補
助
人
の
解
任
の
申
立
て
を
し
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又

る
ぺ
き
者
が
財
産
の
管
理
者
の
同
意
を
得
な
い
で
し
た
財
商
上
の
行
為
を
取

痢
圏
鋼
判
所
は
、
財
産
の
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
提
供
し
た
担
保
の
墹
演

変
更
又
は
免
除
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
者
及
び
財
産
の
管
理
者
は
、
特
定
補
助
人

こ
と
が
で
き
る
喝

上

糊
泡
補
明
‐
川
を
付
す
る
畑
州

に
よ
る
告
知§

（
成
年
後
見
人
の
解
任
の
審
判
事
件
等
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
百
一
一
十
七
条

剰
閏
釧
判
所
は
、
成
年
後
見
即
閉
厩
陶
鴎
幽
庶
出
闘
睡
が
係
関

し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
成
年
被
後
見
人
の
利
益
の
た
め
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
成
年
後
見
人
の
解
任
の
申
立
て
を
し
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職

権
で
、
成
年
後
見
人
の
解
任
に
つ
い
て
の
審
判
が
効
力
を
生
ず
る
ま
で
の
間

尻
陸
圏
隅
踏
画
睡
停
止
さ
れ
る
成
年
後
見
人
、
他
の
成
年
後
見
人
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
し
た
職
務
代
行
者
に
告
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効

力
を
生
ず
る
。

３
家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
副
翻
閃

行
者
を
改
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
痢
届
釧
判
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
週
任
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
詞
四
個
Ｈ
劃

劇
廻
釧
国
劇
川
剰
馴
岡
銅
引
呵
釧
行
を
停
止
し
、
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を
し
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
補
助
人
が
財
産
の
目
録
を
掴
剛

す
る
ま
で
の
間
、
痢
醐
刈
猟
判
咽
調
副
副
詞
耐
劃
矧
止
し
、
又
は
そ
の
咽
謝
閃
桐

者
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
条
第
二
項
か
ら
第
匹
項
ま
で
の
規
定
は
、
補
助
の
事
溺
の
監
督
の
審
判

（
削
る
）

Ｊ
澗
馴
刎
刺
劉
呵
園
倒
刎
濁
判
事
件
を
本
案
と
す
る
隠
陛
雨
院
圏

荊
司
。
Ｈ
Ｎ
製

鋼
塵
鋼
判
詞
は
、
補
助
の
事
務
の
監
督
の
審
劃

５
前
各
項
の
規
定
は
、
補
助
監
督
人
の
解
任
の
翻
判
羽
州
を
本
案
と
す
る
保

全
処
分
に
つ
い
て
串
用
す
る
。

第
百
二
十
九
条
か
ら
第
百
四
十
四
条
ま
で

の
提
出
を
命
じ
た
場
合
に
限
る
。
）

事
件
を
本
案
と
す

た
者
の
利
益
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は

し
て
い

こ
と
が
で
き
る
．

関

の
監
腎
の
申
立
て

51

（
手
続
行
為
能
力
）

荊
司
ゴ
Ｈ
刈
剰

第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（
第
一
号

21 剰

調
銅
八｜、~1

を
除
き
、
保
佐
開
始
の
劃
釧
剥
ｕ
矧
詞
画
弼
麺
判
詞
剖
湘
閏
劉
烈
刊
利
闇
淵
画
剛

始
の
裁
判
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
痢
鬮
鋼

判
所
）
の
管
輔
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
保
佐
開
始
の
審
判
事
件
が
痢
固
劃
判

で
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）
は
．
保
佐
開
嫡
呵
覇
判
剰
州

つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
．
）
は
．
被
保
住
人
と
な
る
ぺ
ぎ

審
判
事
件
を
含
む
。
）
に
お
け
る
被
保
佐
人
と
な
る
べ
き
者
及
び
被
係
佐
‐
人

；

相
当
な
報
酬
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

保
佐
開
始
の
審
判
事
件

。
保
佐
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の
翻
判
刺
州
劃

よ
り
改
任
Ｌ
た
職
務
代
行
者
に
対
し

Ｈ
保
佐
人
に
対
す
る
代
理
権
の
付
与
の
審
判
衷
件
（
別
表
第
一
の
三
十
二

に
つ
い
て
の
審
墹
事
件
を
い
う
‐
）

九
保
佐
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
込

目

利
保
佐
人
の
選
任
の
審
判
き

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。

到
閑
圃
刈
刎
到
刷
馴
剖
棚
掛
馴
測
団
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の
覗
判
剣
刷
澗

ｕ
‐
口
調
判
判
州
剖
別
表
第
一
の
二
十
一
の
項
の
事
項
に
到
州
司
呵
密
判
剃

州
割
引
訓
制
ｌ
「

ヨ

る
保
全
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

副
詞
鬮
目
劇
刃
割
剴
閑

八’ 四I

十
一

保
佐
人
に
対
す
る
代
理
権
の
付
与
の
審
判
の
取
消
し
の
密
判
剰
州
Ｊ

前
各
項
の
規
定
は
、
成
年
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す

の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

別
表
第
一
の
十
八
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
．
）

第
七
号
及
び
第
九
号
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
の

に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
三
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
百
三
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。

）

！
：

保
佐
開
始

保
佐
開
始
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
Ｈ
ｕ
刎
凋
刺
刺
劉
叫

網‘

桐
し
の

飼
詞
閥
倒
則
人
の
財
産
の
中
洲
副
１

い
Ｐ
フ
巴
）

の
管
幡
に
属
す
る

二
十
二
の
項
の
事
項
に
つ

別

ら
三
十
五
の
項
ま

の

】0103
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岡
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再
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計
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房
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両
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．
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ｸ

第
百
四
十
一
条

痢
司
四
Ｈ
須

吹
の
各
号
に
掴
刷
引
覇
釧
倒
則
第
七
十
四
条
第
一
項
に
劉
司
唱
訶

る
者
の
ほ
か
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

｜

補
助
開
始
の
審
判

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
七
第
一
項
の
劇
釧
画
同
判

り
補
助
人
に
選
任
さ
れ
る
者
並
び
に
任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
終
了
す
る
任
意
後
見
契
約
に
係
る
任
意
後
見
人
及
び
任
意
後

則
閨
詞
司
刈

ゴ
樹
功
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
剛
翻
判

樹
醐

頤
圃
匪
聞
咄
削
隈
固
人
（
閨
悶
塵
吋
隆
噸
睡
醐
囚
又
は
補
助
監
督
人
の
理
田
呵

審
判
と
同
時
に
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
補
助
人
と
な
る
べ
き
者
又
は

補
助
監
督
人
と
な
る
．
へ
き
者
）

禰
幼
人
及
び
そ
の
親
族

２
謝
判
の
告
知
を
受
け
る
者
で
な
い
者
及
び
被
補
助
人
と
な
る
ぺ
き
者
に
よ

劃
禰
蝋
劉
馴
姻
剛
翻
判
に
対
す
る
即
翻
詞
闇
副
詞
劃
剛
幽
１
鯛
捌
馴
人
と
な
る
べ

詞
司
叫
Ｈ
コ
剰

第
百
二
十
一
条
の
規
定
は
補
助
開
始
の
申
立
て
の
取
下
げ
及

ゴ
棚
刺
刈
呵
剛
創
倒
倒
河
引
謝
酬
酬
割
釧

補
助
人
及
び
補
助
監
督
人

四
補
助
開
始
の
審
判
の
取
消
し
の
審
判

補
助
人
及
び
補
助
監
督
人

五
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の
審
判
呵
刷
判

四
補
助
人
の
同
意
に
代
わ
る
許
可
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

劇
画
刈

到
禰
馴
利
剣
解
任
の
翻
判

捕
醐
刈

利
柵
功
刈
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人
、
補
醐
圏
倒
別

並
び
に
被
補
助
人
及
び
そ
の
親
族

目
補
助
監
督
人
の
解
任
の
審
判

翻
馴
閣
掴
副
刈

三’ 法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者

二
補
助
開
始
の
申
立
て
を
却
下
す
る
翻
判

刺
刺
刈

こ
と
が
で
き
る
。

‐
「
欄
醐
開
始
の
審
判

人
及
び
補
助
監
督
人

ｌ
ぺ
叩
制
銅
型
四
割
司
司
‐

あ
っ
て
は

棉
蹴
監
督
人
と
な
る
べ
き
者
｝

匂
補
助
人
に
対
す
る
代
理
権
の
付
与
の
審
判
の
取
消
し
呵
劃
判

叫
呵
湖
判

補
助
人
及
び
補
助
監
督
人

六
補
助
人
に
対
す
る
代
理
権
の
付
与
の

：
八I

ち
最
も
遅
い
日
か
ら
進
行
す
る
。

き
者
が
審
判
の
告
知
を
受
け
た
日
及
び
民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
七
第
一
項

る
者
（
第
一
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
．
）
は
、
即
時
抗
告
を
す
る

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者

ノ補
助
開
始
の
審
判
の
取
消
し
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

補
助

年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件
の
規
定
の
準
用

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め

…
… 被
補
助
人
及
び
補
助
監
督

と
同
時
に
さ
れ
る
場
合
に

申
立
人
並
び
に
被

を
受
け
た
日
の
う

民
法
第
十

鯛
桐
馴

11q 11ﾜ

潮
ヨ
罰

失
鯨
の
宣
告
に
関
す
る
審
判
事
件

剰
．
訓

不
在
者
の
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件

２
割
圏
鋼
判
所
（
第
百
五
条
第
二
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
高
謝
鋼
判
所
司

胃
■
唄
明
辿
洲
暇
埋
囲
い
曜
塑
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め

（
補
助
開
始
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

剰
司
回
Ｈ
ヨ
鯛

補
助
開
始
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
網
封
畑
矧
口
つ
い
て

は
、
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
．

丙
型
同
国
四
ｍ
四
四
園
圭

き
者
が
審
判
の
告
知
を
受
け
た
日
及
び
財
産
の
管
理
者
が
前
項
の
規
定
に
よ

る
審
判
の
告
知
を
受
け
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
か
ら
進
行
す
る
。

５
絢
功
剣
制
の
審
判
が
あ
っ
た
と
き
は
、
被
補
助
人
と
な
る
今
へ
き
判
到
胡
矧

産
の
管
理
者
は
、
被
補
助
人
と
な
る
べ
き
者
が
財
産
園
凹
脚
閏
嗣
間
脳
閏
圏
脳

な
い
で
し
た
財
産
上
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
の
行
為
の
取
消
し
に
関
す
る
民
法
の
規
定
を
準

４
審
判
の
告
知
を
受
け
る
者
で
な
い
者
及
び
被
補
助
人
と
な
る
ぺ
き
者
に
よ

副

６
第
百
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で

の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
被
補
助
人
と
な
る
べ
き
者
の
財
産
の

保
全
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
骸
申
立
て
を
し
た
者
の
申
立
て

に
よ
り
、
補
助
開
始
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
審
判
が
効
力
を
生
ず
る
ま
で
の

間
、
被
補
助
人
と
な
る
．
へ
き
者
の
財
産
上
の
行
為
（
民
法
第
十
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
当
骸
補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
行
為
の
定
め
の
申
立
て
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
ｕ
ｌ

）
に
つ
き
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
選
任
さ
れ
る
財
産
の
管
理
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
一
財
産
の
管

理
者
一
と
Ⅶ
剖
判
Ｊ
１
回
楠
功
蜀
到
刷
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
引
‐

は
補
助
の
事
務
の
監
督
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

淵
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
割
㈱
。
ｄ
）
の
剰
園
剛

、
財
産
の
管
理
者
に
っ
睡
目
房
悶
幽
閲
岬
■
国
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十

五
条
第
三
項
中
「
劇
鋼
油
倒
圃
人
』
と
あ
る
の
は
、
「
被
補
助
人
と
な
る
。
へ

き
者
」
と
談
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

桐
型
鯏
馴
川
判
呵
蝉
蜀
西
口
剛
制
塑
て
の
取
下
げ
に
つ
い
て
、
第
百
「
椚
呵
司
調
刷
判
詞
詞

審
判
」
と
い
う
値
）
は
、
第
七
十
匹
条
第

る
補
助
命
令
の

る
保
全
処
分
に
つ
い
て
軍
用
す
る
。

第
四
節

不
在
者
の
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件

剰
到
飼

失
膝
の
宣
告
に
関
す
る
審
判
事
件

（
補
助
人
の
解
任
の
審
判
事
件
等
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

鋼
ヨ
コ
制
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
補
助

に
お
い
て
国
刑
功
銅
幽
呵
剛

審
唄
事
件
を
本
案
と
十

る
べ
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（
特
別
養
子
適
絡
の
砿
認
の
審
判
事
件
）

第
百
六
十
四
条
の
二

（
略
）

第
百
六
十
一
条

（
略
）

２
（
略
）

３
家
庭
裁
判
所
は
、
養
子
縁
組
を
す
る
に
つ
い
て
の
肝
可
の
審
判
を
す
る
場

合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

義
子
と
な
る
べ
き
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
禰
補
上
の
理
由
に
よ
り
そ
の

者
の
陳
述
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
寿
な
い
。

一
・
二

（
略
）

４
（
略
）

創
民
潤
第
六
百
四
十
四
条
例
規
定
は
、
意
思
表
示
の
受
倒
呵
樹
別
個
劃
刈
側

５
意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
人
の
遺
任
又
は
そ
の
取
消
し
の
申
立
て
を

し
た
者
は
、
そ
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
に
対
し
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ

剖
洲
‐
司
剖
到
可

す
る
保
全
処
分
）

第
百
五
十
八
条

（
略
）

２
（
略
）

41

３
意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
Ｎ
‐
刺
週
任
の
申
立
て
を
す
る
と
き
は
、
申

立
人
は
、
そ
の
申
立
て
に
係
る
手
続
の
費
用
と
し
て
家
庭
裁
判
所
の
定
め
る

３ 第
百
四
十
九
条
の
二

意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
人
の
選
任
及
び
そ
の
取

消
し
の
審
判
事
件
は
、
そ
の
意
思
表
示
の
相
手
方
の
住
所
地
を
管
鞘
す
る
家

つ
い
て
館
用
す
る
。

荊
珂
副

婚
姻
等
に
関
す
る
審
判
事
件

（
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
る
財
産
の
管
理
者
の
変
更
等
の
審
判
事
件
を
本
案
と

第
百
二
十
六
条
第
十
四
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
財

産
の
管
理
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
六
項

陶
廟
断
些
副
幽
閣
越
に
属
す
る
。

家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、
意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代
理
人
を
改
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
９
‐

「
管
理
に
係
る
財
産
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

痢
対
鰯

親
子
に
関
す
る
審
判
事
件

助
開

§の
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
の
財
産
」
と
あ
る
の
は

田
園
卿
閣
閣

意
思
表
示
の
【
題
詞
㈱
歴
削
隅
四
裂
閲
閉
開
麓
隅
謬
唾
そ
の
取
梢

L

り
予
納
さ
れ
た
額
飼
劇
劇
別
司
ｌ
柵
剖

理
人
に
与
え
る
こ
と
が
矧
剖
副
引
１

第
百
六
十
一
条

（
同
上
）

２
（
同
上
）

３
家
庭
裁
判
所
は
、
養
子
縁
組
を
す
る
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判
を
す
る
場

合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

養
子
と
な
る
ぺ
き
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
ｕ
射
‐
呵
圃
割
に
よ
り
そ
の
者

の
陳
述
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

｜
・
二

（
同
上
）

４
（
同
上
）

す
る
保
全
処
分
）

第
百
五
十
八
条

（
同
上
）

２
（
同
上
）

３
第
百
二
十
五
条
第
二

（
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
事
件
）

第
百
六
十
四
条
の
二

（
同
上
）

（
新
股
）

洲
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
を
除
く
。

、
第
一
項
の
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
百
二
十
五
条
第
三
項
割
１
．
幽
明
捌
倒
則
刈
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
、
「
管

理
に
係
る
財
産
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

荊
匂
剛

親
子
に
関
す
る
審
判
事
件

（
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
る
財
産
の
管
理
者
の
変
更
等
の
審
判
事
件
を
本
案
と

第
六
節

蠅
姻
郡
に
関
す
る
審
判
事
件

（
新
設
）

か
ら
第
六
項
ま

の
規
定
は

向
幽
田
厚
垂
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（
特
別
養
子
縁
組
の
離
縁
の
審
判
事
件
）

第
百
六
十
五
条

（
略
）

２
（
略
）

３
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
魅
羅
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
の
聴
取
は
、
審
問
の
期
日
に

お
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四
養
子
に
対
し
親
梅
を
行
う
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
及
び

養
子
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人

五
養
親
の
特
定
補
助
人

２
～
５

（
略
）

６
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
漕
格
の
確
記
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
同
意
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
審
判
を
す
る
と

き
は
、
そ
の
者
の
陳
述
の
聴
取
は
、
審
問
の
期
日
に
お
い
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四
養
子
と
な
る
べ
き
者
の
父
母
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
と
な
る

ぺ
き
者
の
父
母
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人

７
～
雌

（
略
）

六
養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
実
父
母
の
判
禰
刷
料

後
見
人
又
は
特
定
補
助
人

４
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
離
緑
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
を

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

（
略
）

二
養
子
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補

助
人

三
養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
実
父
母
の
利
劇
詞

後
見
人
又
は
糊
司
揃
功
刈

５
．
６

（
略
）

７
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
第
一

号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）

は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
『
、
き

》（》○

一
特
別
養
子
縁
組
の
離
稔
の
審
判

養
子
、
養
親
、
養
子
の
実
父
母
、
美

子
に
対
し
親
権
を
行
う
者
で
養
親
で
な
い
も
の
、
萎
子
の
未
成
年
後
見
人

二
（
略
）

８
（
路
）

又
は
特
圃
補
助
人
、
饗
親
の
特
定
補
助
人

を
行
う
者
及
び
養
子
の
実
父
母
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
川

劉
甘
剛

親
権
に
関
す
る
審
判
事
件

養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
權

（
特
別
養
子
縁
組
の
離
縁
の
審
判
事
件
）

第
百
六
十
五
条

（
同
上
）

２
（
同
上
）

３
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
離
縁
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
の
聴
取
は
、
審
問
の
期
日
に

お
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
同
上
）

四
養
子
に
対
し
親
権
を
行
う
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
及
び

養
子
の
禰
副
判
刈

五
養
親
の
後
見
人

２
～
５

（
同
上
）

６
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
同
意
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
審
判
を
す
る
と

き
は
、
そ
の
者
の
陳
述
の
聴
取
は
、
審
問
の
期
日
に
お
い
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

｜
～
三

（
同
上
）

四
養
子
と
な
る
べ
き
者
の
父
母
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
と
な
る

・
へ
き
者
の
父
母
の
御
則
刈

７
～
咄

（
同
上
）

５
．
６

（
同
上
）

７
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
者
（
第
一

号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

》〈》。

一

特
別
養
子
縁
組
の
離
縁
の
審
判

萎
子
、
養
親
、
養
子
の
実
父
母
、
養

子
に
対
し
親
権
を
行
う
者
で
養
親
で
な
い
も
の
・
養
子
の
後
見
人
、
養
親

叫
街
則
刈
、
養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
刻
刻
酬

叫
倒
則
Ｎ

二
（
同
上
）

８
（
同
上
）

４
家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
養
子
緑
組
の
離
縁
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
を

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
同
上
）

二
養
子
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
後
見
人

三
養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
擢
を
行
う
者
及
び
英
子
の
実
父
母
の
倒
則
刺

養
子
の
実
父
母
に
対
し
親
權
を
行
う
者
及
び
養
子
の
実
父
母
の
倒
則
刈

荊
川
剛

親
楢
に
関
す
る
審
判
事
件
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剰
司
旬
刊
斗
剰

家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、
第
三
者
が
子
に
与
え
た
財
産

の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
お
い
て
遇
任
し
た
管
理
者
を
瑚
個
制

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
続
行
為
能
力
）

第
百
六
十
人
条

第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（

第
三
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ

い
て
の
審
判
事
件
を
含
む
。
）
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

一

（
略
）

二
第
三
者
が
子
に
与
え
た
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
別

表
第
一
の
六
十
六
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
剰
司
匂

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

子

三
～
八

（
略
）

３
前
項
の
報
告
及
び
計
算
に
要
す
る
費
用
は
、
子
の
財
産
の
中
か
ら
支
弁
す

る
、

21

酬
詞
曙
銅
剣
両
は
、
財
産
の
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
提
供
し
た
担
保
の
潮
溺

、
変
更
又
は
免
除
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
財
産
の
管
理
者
の
不
動
産
又
は
倒
舳
の
上
に
抵
当
権
の
設
定
を
命
椚
劉
翻

判
‐
洲
蜘
刻
を
生
じ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
股
定
の
豊
田
剖
卿

田
ｕ
刺
刷
れ
ば
な
ら
な
い
．
股
定
し
た
抵
当
柄
の
変
更
又
は
消
滅
‐
呵
劃
飼
倒

つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

引
田
法
第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
四
十
六
条
、
第
六
百
四
十
七
条
及
び
第

六
百
五
判
剰
呵
剰
園
は
、
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
翠
用
す
る
。

７
割
塵
鯛
判
所
は
、
子
が
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
、
管
理
す
べ
き
財
産
が
な
く
な
っ
た
と
き
そ
の
他
財
産
の
管
理
劃
緬
鯛

す
る
こ
と
が
相
当
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
子
、
財
産
の
管
理
者
若
し
く
は

利
害
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
梅
で
、
財
産
の
管
理
者
の
選
任
そ
の

引

第
百
八
十
条

第
百
二
十
一
条
の
規
定
は
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
申
立
て
の

取
下
げ
に
つ
い
て
、
第
百
二
十
五
条
の
規
定
は
未
成
年
後
見
の
事
務
の
監
督

に
つ
い
て
、
第
百
七
十
三
条
の
規
定
は
第
三
者
が
未
成
年
被
後
見
人
に
与
え

（
管
理
者
の
改
任
等
）

管
瑳
者
を
創
謝
“
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
財
産
の
管
理
者
」
と
刑
引
．
）

に
対
し
、
財
産
の
状
況
の
報
告
及
び
管
理
の
計
算
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

由
西
却
刊
召
調
幽
閉
同
日
お
い
て

’1

剰
川
罰

未
成
年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件

に
関
す
る
審
判

判
所
は
、
第
三
者
が

に
与
え
た
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の

に
関
す
る
審
判
事
件
の
規
定
の
準
用

に
よ
り
改
任
さ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

潮
司
廿
‐
Ｈ
ヨ
剰
第
百
二
十
五
条
の
規
定
は
、
第
三
者
が
子
に
与
え
た
財
産
の

管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
軍
用
す
る
ｑ
‐

（
手
続
行
為
鮨
力
）

第
百
六
十
八
条

第
百
十
人
条
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（

第
一
一
一
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ

い
て
の
審
判
事
件
を
含
む
。
）
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
つ
い
て

誼
用
す
る
。

｜

（
同
上
）

二
第
三
者
が
子
に
与
え
た
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
別

表
第
一
の
六
卜
六
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
痢
司
。

Ｈ
ヨ
鍋
に
お
い
て
同
じ
。
）

子

一
一
一
～
八

（
同
上
）

第
百
八
十
条

第
百
二
十
一
条
の
規
定
は
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
申
立
て
の

取
下
げ
に
つ
い
て
、
第
百
二
＋
四
条
の
規
定
は
未
成
年
後
見
の
事
務
の
監
督

に
つ
い
て
、
第
百
二
十
五
条
の
規
定
は
第
三
者
が
未
成
年
被
後
見
人
に
与
え

ヨ

（
成
年
後
見
に

荊
刈
鋼

未
成
年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件

関
す
る
審
判
事
件
の
規
定
の
準
用

12021

（
遺
産
の
管
理
に
閲
十
る
処
分
の
審
判
事
件
）

第
百
八
十
九
条

（
賂
）

２
第
白
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
推
定
相
続
人
の
廃

除
の
審
判
又
は
そ
の
取
消
し
の
審
判
の
確
定
前
の
遺
産
の
管
理
に
関
す
る
処

分
の
審
判
事
件
に
お
い
て
選
任
し
た
管
理
人
に
つ
い
て
型
用
す
る
．
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
家
庭
裁
判
所
一
と

あ
る
の
は
「
推
定
相
続
人
の
廃
除
の
審
判
又
は
そ
の
取
消
し
の
審
判
の
確
定

前
の
遺
産
の
管
理
に
閲
す
る
処
分
を
命
じ
た
裁
判
所
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
子
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
「
遺
産
一
と
陵
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

潮
Ｈ
‐
．
剛

相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件

第
百
九
十
条
の
二

（
略
）

（
遺
産
の
換
価
を
命
ず
る
裁
判
）

第
百
九
十
四
条

（
略
）
。

２
～
７

（
略
）

８
第
白
七
十
三
須
呵
規
定
及
び
民
法
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（

同
法
第
二
十
七
条
第
二
執
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

選
任
し
た
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

百
七
十
三
条
第
三
項
中
「
子
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
＄
「
遺
産
」
と
砿
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

2

３
（
略
）

た
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
箪
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
一
条
第
二
号
中
「
第
八
百
七
十
六
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
補
助
人
一
と
あ
る
の
は
「
第
八
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
未
成
年
後
見
人
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
八
百
七
十
六
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
補
助
人
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
未
成
年
後
見
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

痢
対
皇
劉
剥
司
の
規
定
は
、
相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
劉
調
詞
ヨ
興
中
「
刊
の
財
産
一

と
あ
る
の
は
、
「
相
続
財
産
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
六
条
の
二
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第
百
七
十
三
条
第
一
項
か
ら

痢
刈
副

扶
養
に
閲
す
る
審
判
事
件

潮
Ｈ
剛

推
定
相
続
人
の
廃
除
に
弱
す
る
審
判
事
件

痢
制
引
節

相
続
の
場
合
に
お
け
る
祭
具
等
の
所
有
権
の
承
継
者
ｍ

福
定
の
審
判
事
件

（
遺
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
）

第
百
八
十
九
条

（
同
上
）

２
第
百
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
推
定
相
貌
人
の
廃

除
の
審
判
又
は
そ
の
取
消
し
の
審
判
の
確
定
前
の
遺
産
の
管
理
に
関
す
る
処

分
の
審
判
事
件
に
お
い
て
選
任
し
た
管
理
人
に
つ
い
て
通
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
家
庭
裁
判
所
一
と

あ
る
の
は
『
推
定
相
続
人
の
廃
除
の
審
判
又
は
そ
の
取
消
し
の
審
判
の
確
定

前
の
遺
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
を
命
じ
た
裁
判
所
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
成
年
被
後
見
人
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
「
遺
産
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

３
（
同
上
）

（
遺
産
の
換
価
を
命
ず
る
裁
判
）

第
百
九
十
四
条

（
同
上
）

２
～
７

（
同
上
）

８
第
百
二
十
丘
剰
刎
規
定
及
び
民
法
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（

同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
・
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

選
任
し
た
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
単
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

第
十
二
節
の
二

相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件

第
百
九
十
条
の
二

（
同
上
）

2 た
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
翠
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
一
条
第
一
一
号
中
「
第
八
百
四
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
成
年
後
見
人
一
と
あ
る
の
は
「
第
八
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
未
成
年
後
見
人
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
八
百
四
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
成
年
後
見
人
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
未
成
年
後
見
人
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

司
凹
制
匂
鋼
の
規
定
は
、
相
続
財
産
の
保
存
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に

つ
い
て
砧
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
．
第
百
二
卜
五
条
第
三
項
中
「
劇

刷
銅
醐
轡
馴
刈
の
財
産
」
と
あ
る
の
は
、
「
相
続
財
産
」
と
銃
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

百
二
十
五
条
第
三
項
中

一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
四
十
六
条
の
二
到
耐
鯛

潮
Ｈ
剛

扶
養
に
関
す
る
審
判
事
件

調
Ｈ
１
剛

推
定
相
続
人
の
廃
除
に
関
す
る
審
判
事
件

荊
廿
．
剛

相
続
の
場
合
に
お
け
る
祭
具
等
の
所
有
権
の
承
継
者
の

指
定
の
審
判
事
件

「
成
年
被
後
見
人
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
、
「
遺
産
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（
即
時
抗
告
）

第
二
百
十
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
咳
各
号
に
定
め

る
者
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

（
胴
香
の
作
成
）

第
二
百
十
一
条

裁
判
所
書
記
官
は
、
遺
言
密
等
（
民
法
第
千
四
条
第
一
項
に

（
管
理
者
の
改
任
等
に
関
す
る
規
定
の
竃
用
）

第
二
百
八
条

第
百
七
十
三
条
の
規
定
は
、
相
続
人
の
不
存
在
の
場
合
に
お
け

る
相
続
財
産
の
清
算
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
一
一
項
中
「
子
の
財
産
」
と
あ
る
の
は
、
「
相
続

財
産
』
と
賊
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
五
条

家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
席
の
分
与
の

申
立
て
に
つ
い
て
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
民
法
第
九
百
五
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
、
又
は
第
二
百
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
七

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
任
し
た
相
続
財
産
の
清
算
人
（
次
条
及
び

第
二
百
七
条
に
お
い
て
単
に
「
相
統
財
産
の
清
算
人
」
と
い
う
。
）
の
意
見

（
申
立
て
の
取
下
げ
の
制
限
）

第
二
百
十
三
条

遺
言
の
確
認
又
は
固
創
劃
矧
の
検
認
の
申
立
て
は
、
審
判
が

さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
取
り
下
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
百
二
条

（
略
）

２
（
略
）

３
第
百
七
十
三
条
の
規
定
は
、
財
産
分
睡
の
請
求
後
の
相
続
財
産
の
管
理
に

関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
三
項
中
「
刊
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
、
「
相
続
財
産
一
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
遺
産
の
分
割
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
二
百
条

（
略
）

２
．
３

（
略
）

４
第
百
二
十
六
条
第
十
四
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
財

、
閥
審
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

胡
定
す
る
迅
首
省
輔
を
い
う
‐
欲
条
に
お
い
て
旧
じ
‐
）

産
の
管
理
者
に
つ
い
て
軍
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
六
項

刺
剖
謝
崩
副
阿
泊
呵
翻
判
劃
到
け
る
者
と
な
る
壱
へ
き
者
の
財
産
一
と
あ
る
の
は

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
遺
産
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
検
認
に
つ
い
一

（
意
見
の
聴
取
）

第
一
一
百
五
条

家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
産
の
分
与
の

申
立
て
に
つ
い
て
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
民
法
第
九
百
五
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
、
又
は
第
二
百
八
条
に
お
い
て
翠
用
す
る
第
百
二

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
任
し
た
相
続
財
産
の
清
算
人
（
次
条
及
び

第
二
百
七
条
に
お
い
て
単
に
「
相
続
財
産
の
清
算
人
」
と
い
う
。
）
の
意
見

第
二
百
二
条

（
同
上
）

２
（
同
上
）

３
第
百
二
十
五
条
の
規
定
は
、
財
産
分
離
の
諦
求
後
の
相
続
財
産
の
管
理
に

関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
三
項
中
「
酬
銅
顎
鯏
国
刷
刈
の
財
産
一
と
あ
る
の
は
、
「
相
続
財
産
一
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
遺
産
の
分
割
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
一
一
百
条

（
同
上
）

２
．
３

（
同
上
）

４
第
百
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
及
び
民
法
第
二
十
七
条

（
即
時
抗
告
）

第
二
百
十
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
者
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
同
上
）

（
調
書
の
作
成
）

第
二
百
十
一
条

裁
判
所
書
記
官
は
、
遡
副
劃
の
検
認
に
つ
い
て
、
飼
書
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
者
の
改
任
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
二
百
八
条

第
百
二
十
五
条
の
規
定
は
、
相
続
人
の
不
存
在
の
場
合
に
お
け

る
相
続
財
産
の
清
算
に
閲
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
軍
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
成
年
被
後
見
人
の
財
産
一
と
あ
る
の

は
、
「
相
続
財
産
一
と
銃
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
申
立
て
の
取
下
げ
の
制
限
）

第
一
言
十
二
条

遺
言
の
確
認
又
は
画
司
翻
の
検
認
の
申
立
て
は
、
審
判
が
さ

れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
取
り
下
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
百
二
十
五
条
第
三
項
中

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は

．
第
一
項
の
財
産
の
管
理
者
に
つ
い
て
通
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

「
成
年
被
後
見
人
の
財

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

産
一
と
あ
る
の
は
、
「
遺

】肥125

（
管
轄
）

第
二
百
十
七
条

任
意
後
見
開
始
の
翻
測
剰
州
（
別
表
第
一
の
百
十
一
の
項
の

事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
次
項
及
び
列
剰
剰
引
引
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
任
意
後
見
契
約
法
第
二
条
第
二
号
の
本
人
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
単
に
「
本
人
一
と
い
う
．
）
の
住
所
地
を
管
鰯
す
る
家
庭
裁
判
所
の
管

輔
に
属
す
る
。

２
任
意
後
見
契
約
法
に
規
定
す
る
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
百
十
一
の
項
か

ら
百
二
十
一
の
項
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）
は
、
田

第
二
百
十
八
条

第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
審
判
事
件
（
第
三
号

及
び
第
五
号
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
事
件

劃
創
釧
可
引
に
お
け
る
本
人
に
つ
い
て
翠
用
す
る
。

一

任
意
後
見
開
始
の
審
判
朝
州

（
精
神
の
状
況
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
の
情
神
の
状
況
に
つ
き
医
師
そ
の
他

適
当
な
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
、
任
意
後
見
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

意
後
見
開
始
の
審
判
事
件
を
除
き
、
任
意
後
見
開
始
の
審
判
を
し
た
家
庭
裁

判
所
（
抗
告
裁
判
所
が
任
意
後
見
開
始
の
審
判
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
）
の
管
幡
に
属
す
る
。
た
だ
し
、

任
意
後
見
開
始
の
審
判
剰
州
が
家
庭
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
家
庭
裁
判
所
の
管
館
に
属
す
る
。

二
遺
言
の
確
認
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

遺
言
に
立
ち
会
っ
た
証
人

矧
司
ｕ
ｌ
「

四
任
意
後
見
人
の
事
務
の
監
督
の
審
團
声
腕
四
房
幽
闘
凶
一
の
局
帰
閲
閤
幽
囲

の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
．
）

ヨ ゴ ー’ 川
刺
割
及
び
利
害
関
係
人

三
～
八

（
略
）

対 劃 （
手
続
行
為
能
力
）

に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
二
百
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同

事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
二
百
二
十
上
条
第
一
項
に
お
い

事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

1
百
二
十
一
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）

国
法
第
九
百
七
十
九
条
の
一
一
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
送
信
を
受

任
意
後
見
契
約
の
解
除
に
つ
い
一

任
意
後
見
監
督
人
の
麹
田
刺
謝
糊
事
件
（
別
表
第
一
の
百
十
二
の
項
の

任
意
後
見
人
の
解
任
の
審
判
事
件
（
玖
表
第
一
の
百
二
十
の
項
の
車
項

任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
百
十
六
の
項
の

の
許
可
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の

（
管
館
）

第
二
百
十
七
条

任
意
後
則
契
約
刺
刺
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
則
閨

督
人
の
選
任
の
翻
判
剰
傾
（
別
表
第
一
の
百
十
一
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の

審
判
事
件
を
い
う
。
次
項
及
び
列
須
に
お
い
て
同
じ
．
）
は
、
任
意
後
見
契

約
法
第
二
条
第
二
号
の
本
人
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
単
に
「
本
人
一
と
い

う
。
）
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
の
菅
輔
に
属
す
る
。

２
任
意
後
見
契
約
法
に
規
定
す
る
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
百
十
一
の
項
か

ら
百
二
十
一
の
項
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）
は
、
田

意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
審

判
事
件
を
除
き
、
任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
則

監
督
人
の
選
任
の
審
判
を
し
た
家
庭
裁
判
所
（
抗
告
裁
判
所
が
割
澗
剖
酉
画
倒

見
監
督
人
を
遡
田
ｕ
刺
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
家

庭
裁
判
所
）
の
腎
帖
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生

（
締
神
の
状
況
に
閲
す
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
の
精
神
の
状
況
に
つ
き
医
師
そ
の
他

適
当
な
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
、
任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ

る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
百
十
八
条

第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ

せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
適
任
の
審
判
事
件

さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
翻
測
劇
州
が
家
庭
裁
判
所
に
係

属
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
。

三
～
八

（
同
上
）

で
竃
用
す
る
。

（
新
股
）

（
新
股
）

二
遺
言
の
確
偲
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

遺
言
に
立
ち
会
っ
た
証
人

及
び
利
害
関
係
人

（
手
続
行
為
能
力
）

（
新
設
）

（
新
股
）

（
新
設
）

（
新
設
）

に
お
け
る
本
人
に
つ
い
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（
陳
述
及
び
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
二
十
条

家
庭
裁
判
所
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
を
す
る
場
合
に

は
、
当
族
各
号
に
定
め
る
者
（
申
立
人
を
除
く
。
）
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
緕
神
上
の
理
由
に
よ

り
本
人
の
陳
述
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
申
立
て
の
取
下
げ
の
制
限
）

第
一
一
百
二
十
一
条

屈
閏
賦
闇
睡
剛
關
幽
畦
任
意
後
則
副
詞
鋼
鬮
初
句
須
痢
．
割
呵

剥
珂
倒
刺
到
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
申
立
て
は
、
審
判
が
さ
れ
る
前
で

あ
っ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
審
判
の
告
知
）

第
二
百
二
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
者
の
ほ
か
、
当
咳
各
号
に
定
め
る
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
即
時
抗
告
）

第
二
百
二
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
骸
各
号
に
定

め
る
者
（
第
四
号
及
び
第
六
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）
は
、
即

ヨ
‐
任
意
後
見
剛
端
‐
呵
審
判

任
意
後
見
受
任
者

一
一
任
意
後
見
監
督
人
の
逓
任
の
翻
判

任
意
後
見
監
仔
人
と
な
る
。
へ
き
者

（
削
る
）

副
回
型
画
到
到
者
の
意
別
剖
轍
洲
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

五’四｜ヨ コ ー｛

計
・
ゴ

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

『
詔
農
埜
判
所
は
、
次
の
各
号
に
劉
隅
ろ
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
各

則
刈 田
創
幽
見
開
始
の
翻
判

判
刺

田
園
倒
則
監
督
人
の
圏
偶
刷
萄
判

判
刈

任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判

本
人
及
び
任
意
後
見
監
督
人

任
意
後
見
人
の
解
任
の
審
判

本
人
及
び
任
意
後
見
人

任
意
後
見
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
の
醐
訓
刎
翻
判

本
人
及
び
任
意
後

（
陳
述
及
び
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
二
十
条

家
庭
裁
判
所
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
を
す
る
渇
合
に

は
、
当
談
各
号
に
定
め
る
者
（
第
一
号
及
び
第
四
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人

を
除
く
。
）
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
心
●
身
の
障
害
に
よ
り
本
人
の
陳
述
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
審
判
の
告
知
）

第
二
百
二
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
者
の
ほ
か
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
二
百
二
十
一
条

任
一

（
即
時
抗
告
）

第
二
百
二
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
骸
各
号
に
定

め
る
者
（
第
四
号
及
び
第
六
号
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
を
除
く
。
）
は
、
即

四’三’二’

、
。

後
見
監
督
人
と
な
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、
任
意
後
見
受
任
者

見
監
督
人
の
選
任
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
任
意
後
見
契
約
の
効
力
が
生

．
｜

任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選

任
の
審
判

本
人
及
び
任
意
後
見
受
任
者

監
督
人
の
選
任
及
び
任
意
後
見
監
督
人
が
欠
け
た
堀
合
に
お
け
る
任
意
後
見

監
督
人
の
選
任
の
申
立
て
は
、
審
判
が
さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
裁
判

所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
・
四

（
同
上
）

（
申
立
て
の
取
下
げ
の
制
限
）

田
刺
覇
判
遡
飼
岡
田
創
倒
則
圃
側
人
が
欠
け
た
掴
剖
副
飼
田
画
掛
見
盟
国

人
を
更
に
選
任
す
る
掲
合
に
お
け
る
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
審
判

判
刈任
意
後
見
監
督
人
の
解
田
呵
翔
判

田
創
倒
則
盟
倒
Ｎ

任
意
後
見
人
の
解
任
の
覇
判

田
剖
劉
倒
珂
刈

剰
圏
鋼
判
所
は
、
任
意
側
則
剰
糊
呵
釧
刈
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後

雪
鵠
誇
鎧
祁
圃
回
所
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
審
判
を
す
る
場
合
に
は
，
任
意

月

額
判
呵
刷
渕
ｕ
剣
審
判
に
あ
っ
て
ば
保
佐
人
及
び
保
佐
監
督
人
並
研
に
補

呵
翻
糊
に
あ
っ
て
は
成
年
後
見
人
及
び
成
年
後
見
監
督
人
、
保
佐
開
始
の

任
意
後
見
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判

印
陦
籾
關
圓
罰
踊
幽
閉
睡
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
遺

後
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

倒
見
開
始
の
審
判
の
取
消
し

る
た
め
の
任
意
後
見

本
人
及
び
任
意
後
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（
任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
等
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
二
百
一
一
十
五
条

第
百
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
任

意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
任
意
後
見
人
等
の
事
務
の
隅
査
）

第
二
百
二
十
四
条

家
庭
哉
判
所
は
、
家
庭
裁
判
所
爾
査
官
に
任
意
後
見
人
又

は
任
意
後
見
監
督
人
の
事
務
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
四
十
条

（
略
）

２
（
略
）

３
第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
酢
可
の
審
判
事

件
に
お
け
る
被
保
護
者
、
被
保
護
者
に
対
し
親
指
を
行
う
者
及
び
被
保
磯
者

４
家
庭
裁
判
所
は
、
施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
許
呵
の
申
立
て
に
つ
い

て
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
‐
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
又
は
申
立
て

に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
を
除
き
、
被
保
謹
者
（
十
五
歳
以
上

の
も
の
に
限
る
。
）
、
被
保
護
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
被
保
護
者
の

未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
被
保
漉
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
被
保
襲
者
の

未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
即

時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判

被
保
護
者
に
対
し
親
権

時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

任
意
後
見
開
始
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人

二
任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
（
任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第
四
項

第
白
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
一
一
項
の
規
定
は
、
任
意
後
見
人
の
解
任
の

審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
岨
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

三
・
四

（
略
）

五
任
意
後
見
人
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人
、
任
意
後

い
て
、
同
条
第

項
中
「
停
止
し
、
又
は
そ
の
職
務
代
行
者
を
選
任
す
る
一

と
あ
る
の
は
「
停
止
す
る
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
の
規
定
に
よ
り
選

任
し
た
職
務
代
行
者
一
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
監
督
人
一
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
．

事
由
に
よ

見
監
督
人
、
本
人
及
び

，
七

（
略
）

に
お
い
て
軍
用
す
る
民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
の

任
さ
れ
た
場
合
に
限
る

そ

少

任
意
後
見
監
督
人

I

督
人

（
任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
等
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
二
百
二
十
五
条

第
百
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
任

意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
百
十
七
の
項
の
亭
項
に

つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
）
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

２
第
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
任
意
後
見
人
の
解
任
の

審
判
事
件
（
別
表
第
一
の
百
二
十
の
項
の
亭
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い

（
任
意
後
見
監
督
人
の
事
務
の
酬
査
）

第
二
百
二
十
四
条

家
庭
裁
判
所
は
、
家
庭
裁
判
所
闘
査
官
に
任
一

人
の
事
務
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
四
十
条

（
同
上
）

２
（
同
上
）

３
第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判
亭

件
に
お
け
る
被
保
讃
者
、
被
保
護
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
被
保
睡
者

の
倒
則
川
に
つ
い
て
革
用
す
る
．

４
家
庭
裁
判
所
は
、
施
股
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
併
可
の
申
立
て
に
つ
い

て
の
審
判
を
す
る
場
合
に
は
、
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
又
は
申
立
て

に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
を
除
き
、
被
保
獲
者
（
十
五
識
以
上

の
も
の
に
限
る
。
）
、
被
保
護
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
被
保
護
者
の

樹
則
刈
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

５
施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
被
保
護
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
被
保
護
者
の

後
見
人
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
者
は
、
即

時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
設
へ
の
入
所
等
に
つ
い
て
の
杵
可
の
審
判

被
保
護
者
に
対
し
親
権

時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

任
意
後
圃
悶
悶
幽
聞
幽
圃
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選

田
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人

二
任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
の
審
判

任
意
後
見
監
督
人

三
．
四

（
同
上
）

五
任
意
後
見
人
の
解
任
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人
、
任
意
後

見
監
督
人
並
び
に
本
人
及
び
そ
の
親
族

六
・
七

（
同
上
）

引
引
‐
可
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
一
項
中
「
停
止
し
、
又
は
そ
の
職
務
代
行
者
を
週
任
す
る
」
と

あ
る
の
は
「
停
止
す
る
一
と
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
の
規
定
に
よ
り
選
任

し
た
職
務
代
行
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
監
督
人
」
と
碇
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

I
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（
手
続
行
為
能
力
）

第
一
一
百
五
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
調
停
事
件
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に

あ
っ
て
は
、
財
産
上
の
給
付
を
求
め
る
も
の
を
除
く
。
）

に
お
い
て
、
当
該

各
号
に
定
め
る
者
は
、
錆
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
踵
用
す
る
民
事
訴
陸
法

第
三
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず
に
、
自
ら
手

続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
補
助
開
始
の
審
判
を
受
け
た
者

（
手
続
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
き
そ
の
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す

る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
の
同
意
が
な
い

場
合
も
、
同
操
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

２
親
指
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
は
、
第
十
八
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
削
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
調
停
事

件
（
同
項
第
一
号
の
調
停
事
件
に
あ
つ
一
、
は
、
財
産
上
の
給
付
を
求
め
る
も

の
を
除
く
．
）
に
お
い
て
は
、
当
咳
各
号
に
定
め
る
者
に
代
理
し
て
第
二
百

六
十
八
条
第
一
項
の
合
意
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鯛
停
条
項

案
の
受
廃
及
び
第
一
’
百
八
十
六
条
第
八
項
の
共
同
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
離
婚
に
つ
い
て
の
澗
停
事
件
に
お
け
る
夫
及
び
妻
の
特
定
補
助
人

並
び
に
離
縁
に
つ
い
て
の
岡
停
事
件
に
お
け
る
養
親
の
特
定
補
助
人
、
養
子

（
十
五
版
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
対
し

別
表
第
一
（
第
三
条
の
二
ｌ
潮
ヨ
剰
呵
制
．
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、

第
百
十
六
条
’
第
百
十
八
条
、
第
百
四
十
八
条
、
第
百
五
十
条
、
第
百
六
十

条
、
第
百
六
十
八
条
、
第
百
七
十
六
条
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
八
十
二
条

、
第
一
一
百
一
条
’
第
一
百
三
条
．
第
二
百
九
条
、
第
一
一
百
十
六
条
Ⅱ
剰
斗
面

十
・
八
条
、
第
二
百
二
十
六
条
、
第
二
百
二
十
七
条
、
第
一
一
百
三
十
二
条
、
第

二
百
三
十
四
条
、
第
二
百
四
十
条
’
第
二
百
四
十
囚
条
関
係
）

親
権
を
行
う
者
及
び
養
子
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
助
人
に
つ
い
て
も

、
同
様
と
す
る
。

二

三

へ

略
一

四’ ヨ 二’ 一I 翻
刻

項 を
行
う
者
及
び
被
保
護
者
の
未
成
年
後
見
人
又
は
特
定
補
功
人

補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ

…の
審
判
の
取
消
し

特
定
補
助
人
を
付
す
る
処
分

補
助
刺
刈
呵
同
意
に
代
わ
る
許

Ⅱ百 事
項

ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め

民
法
第
九
条
第
六
項
、
第
十

二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並

び
に
第
八
百
七
十
六
条
の
二

冊
引
荊
斗
詞

民
法
第
七
条
第
一
項

民
法
第
九
条
第
一
項

根
拠
と
な
る
法
律
の
規
定

：

（
手
続
行
為
能
力
）

第
二
百
五
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
閲
停
事
件
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に

あ
っ
て
は
、
財
産
上
の
給
付
を
求
め
る
も
の
を
除
く
。
）

に
お
い
て
、
当
咳

各
号
に
定
め
る
者
は
、
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
遁
用
す
る
民
事
所
甦
法

第
三
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
代
理
人
に
よ
ら
ず
に
、
自
ら
手

続
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
者
が
被
保
佐
人
又
は
襖
欄
馴
刈
（
手

続
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
き
そ
の
補
助
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も

ｕ
‐
ｑ
削
補
助
監
督
人
の
同
意
が
な
い
場
合
も
、
同
穣
と
す
る
。

｜
～
六

（
同
上
）

２
親
櫓
を
行
う
者
刻
削
襯
司
潤
刈
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前

項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
調
停
事
件
（
同
項
第
一
号
の
調

停
事
件
に
あ
っ
て
は
、
財
産
上
の
給
付
を
求
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
い

て
は
、
当
肢
各
号
に
定
め
る
者
に
代
理
し
て
第
二
百
六
十
八
条
第
一
項
の
合

意
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
停
条
項
案
の
受
諾
及
び
第
二
白

八
十
六
条
第
八
項
の
共
同
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
離
贈
に
つ
い

て
の
調
停
事
件
に
お
け
る
夫
及
び
妻
の
後
見
人
並
び
に
離
縁
に
つ
い
て
の
調

停
事
件
に
お
け
る
養
親
の
後
見
人
、
養
子
（
十
五
甑
以
上
の
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
親
権
を
行
う
者
及
び
英
子
の
後
見

別
表
第
一
（
第
三
条
の
二
’
第

第
百
十
六
条
’
第
百
十
八
条

刈
倒
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

を
行
う
者
及
び
被
保
護
者
の
掛
則
Ｎ

二
・
三

（
同
上
）

十
六
条
、
第
百
三
十
七
条
、
第
百
四
十
八
条
、
第
百
五
十
条
、
第
百
六
十
条

、
第
百
六
十
八
条
、
第
百
七
十
六
条
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
八
十
二
条
、

第
二
百
一
条
’
第
二
百
三
条
、
第
二
百
九
条
、
第
二
百
十
六
条
１
割
割
ゴ
副
Ｈ

七
条
．
第
二
百
一
コ
判
型
須
川
第
二
百
二
十
七
条
、
第
二
百
三
十
二
条
、
第
二

百
三
十
四
条
、
第
二
百
四
十
条
’
第
二
百
四
十
四
条
関
係
）

の
に
限
る
。
）

で
あ
つ
〒

劃 ヨ 二’

憎
四’ 項

（
第
三
条
の
二
Ｉ
調
ゴ
須
刎
判
川
「
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、

成
年
後
見
人
の
辞
任
に
つ
い

て
の
許
可

闇
騎
贈

鷺
■I■

劇
詞
鯛
則
刈
刎
選
任

事
項

後
見
開
始
の
審
判
の
取
消
し

後’

； 保
佐
人
若
し
く
は
保
佐
監
督
人
又
は
補
助
人
若

、
第
百
二
十
八
条
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
三

謂謁
ﾖ調、

｜ 司法｜

｜熊I

；

国
法
第
八
百
四
十
六
条

民
法
第
八
百
四
十
四
条

民
法
第
八
百
四
十
三
条
第
一

根
拠
と
な
る
法
律
の
規
定

項
か
ら
第
三
項
ま
で

■ 句

』』1ｺq

Ｈ
画

補
助
人
の
辞
任
に
つ
い
て
の

淵
訓

可
九’ 対｜到

第
六
項
並
ひ
に
算
八
百
七
十

六
条
の
二
十
一
第
二
項

民
法
第
十
条
第
一
項

可
七'’六’

刑
ヨ

成
年
後
見
人
又
は
成
年
後
見

監
督
人
に
対
す
る
報
酬
の
付

訓
科
姉

■

判
利
剣

鯛
詞
油
倒
見
人
の
死
亡
後
の

民
法
第
八
百
七
十
三
条
の
一
一

二
銅
体
の
火
葬
又
は
埋
葬
に
関

矧
呵
凹
翻

＃ 封 §

弱
贈
酬
圏
睦
監
督
人
の
醒
任

更’

成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵

侭
硯
幽
腸
胃
隠
悶
閏
陶
閑
鴎
凹

：

す
る
契
約
の
締
結
そ
呵
倒
棡

続
財
産
の
保
存
に
必
更
な
行

成
年
後
見
に
関
す
る
管
理
の

民
法
第
八
百
七
十
条
た
だ
し

計
算
の
期
閲
の
伸
長

劃

第
三
者
が
成
年
被
後
見
人
に

与
え
た
財
産
の
管
理
に
関
す

引
畑
州

成
年
後
見
の
事
務
の
監
督

到
姻
剃
醐
の
取
消
し
又
は
変

民
法
第
八
百
六
十
二
条
（
同

法
第
八
百
五
十
二
条
に
お
い

固
厩
悶
幽
凹
間
圏
圖
を
含
む
１

１｝ 民
法
第
八
百
六
十
条
に
お
い
一

て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
二

十
六
条

屋
酌
障
蹴
爪
間
察
囲
閲
甦
の
二
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項

』

民
法
第
八
百
六
十
九
条
に
お

い
て
竃
用
す
る
同
法
第
八
百

三
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項

卦
司

判

劇

’341辺

ヨ 卦｜土’
H

特
定
補
助
人
と
す
る
定
め

；

補
助
人
に
対
す
る
代
理
権
の

付
与
の
審
判
の
取
消
し

侭
α
一
疋
沈
α
今
石
‘
甲
伍
庁
叩
洋
１

取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
行

民
法
第
八
百
七
卜
六
条
の
一

荊
珂
‐
割

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
一

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
一

痢
斗
羽

武
法
第
十
二
条
第
五
項
及

7ド

第
八
百
七
十
六
条
の
二
十
一

割 氏
法
第
十
二
条
第
四
項
及
が

禰
助
開
始
の
審
判
の
取
消
し

弟
六
項
並
び
に
第
八

庫
法
第
十
二
条
第
一

(｜上’
’

ぱ
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
の

：補
助
人
に
Ｈ
卯
す
る
代
理
梢
②

馴 ぱ
な
ら
な
い
行
為
の

審
判
の
取
消
し

定
め
の

禰
助
人
の
同
意
を
得
な
け
釣

吠
法
第
十
条
第
四
項
‐
第
十

民
蹉
第
十
条
第
三
項

ヨ

…臨
時
補
助
人
の
選
任

刎
刊
側
制
叫
矧
竃
用
領
劉
場

合
を
含
む
。
）

園
濁
剃
刈
司
廿
Ⅱ
対
剰
刎
Ｈ

四

三

愉
劉

ヘ

百
七
十
六
条

風
挫
雰
日
リ
ノ
？

川渕｜碓岬”諦碓啄咋いての定

嗣
団
人
叉
侶
制
即
監
祖
人
〃

に
お
い
て
単
用
す
る
同
法
韻

八
百
七
十
六
条
の
五

広
法
第
八
百
七
卜
六
条
の
＋

判

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
＋

封

補
助
監
督
人
の
選
任

；

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
七

白
七
十
六
条
の
五

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
三

ヨ

戎
年
肢
後
見
人
に
関
す
る
漆

軋’ ．'｜、’

画
産
の
処
分
に
つ
い
て
の
許

Ⅱ百
お
い
て

引

準
用
す
る
場
合
を
会

（
同
法
第
八
百
五
十
二
条
に

成
年
被
後
見
人
の
居
住
用
不

氏
法
第
八
百
五
十
九
条
の
一
一

い
て
の
定
め
及
び
そ
の
腕

し

消

場 二
条
に
お
い
て
砲

；

用
す
る

十
三
一
条

ら
の
蜆

を
同
法
第
八
百
需

砿
督
人
の
槽
限
の
行
使
に
つ

弟
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ

灰
年
後
見
人
又
は
成
年
後
見
一
民
法
第
八
百
五
十
九
条
の
一

目
録
の
作
成
の
期
間
の
伸
長

五
十
六
条
に
お
い
て

る
場
合
を
含
む
割
‐
「

単
用
す

損
た
だ
し
書
（
同
法
第
八
百

成
年
後
見
に
関
す
る
財
産
の

氏
法
第
八
百
五
十
三
条
第
一

成
年
後
見
監
督
人
の
解
任

’

成
年
後
見
監
督
人

つ
い
て
の
許
可

の
辞
任
に

い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百

； 氏
法
第
八
百
五
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百

四
十
四
条

氏
法
第
八
百
五
十
二
条
に
お
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惑
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噌鯛

の
審
判
を
受
け
た
者
個
刺
剰

矧
劃
圃
酬
劃
剰
劉
明
璽
剣
劇
肥

聞
耐
詞
訓
呵
剰
託
の
取
消
し
又

保
存
に
必
要
な
行
為
に
つ
い

矧
刎
酎
当
訓

訓
雨

穴
第
一
項
、
第
三
舜
及
酬
痢

割

ヨ ゴ

ーH ‐H
プu

為
に
つ
い
て
の
許
可

同
法
第
八
百
四
十
四
条

広
法
第
八
百
七
十
六
条
の
二

采
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項

惟
お
い
て
準
用
す
る
同
出
潮

布
八
百
七
十
六
条
の
三

137 136

『’

勇
二
事
に
未
し
て
却
斥
す
る

同
法
第
八
百
四
十
四
条

民
法
第
十
七
条
第
一
項

1kW:I139

ヨ 王 1 利 荊
保
佐
人
の
辞
任
に
つ
い
て
、

副
‐
研

弟
一

に
お
い
て
単
用
す
る

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
一

閑
幽
刈
の
圏
偶

ぱ
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
、

審
判
の
取
消
し

株
佐
人
の
同
意
を
褐
な
け
れ

味
佐
開
始
の
審
判
の
取
消
し

八
百
四
十

割

三
条
第
二
項
及
祁

弟
一
項
並
び
に
同
条
第
一

｣

民
法
第
十
四
条
第
二
項

｜
｜
項
に
お
い
て
瀬
用
す
る
韻

合
を
含
む
．
）

弟
十
九
条
第
一
項
（
同
条
誤

氏
法
第
十
四
条
第
一
項
及

び

保
佐
人
の
同
意
に
代
わ
る
韓

可

民
法
第
十
三
条
第
三
項

民
法
第
十
三
条
第
二
項

；

十
八

判
一
鬮
卿

保
佐
人
の
同
意
を
得
な
け
銅

ぱ
な
ら
な
い
行
為
の
定
め

鯛
圃

被
保
佐
人
の
居
住
用
不
賦
卒

の
処
分
に
つ
い
て
の
許
可

楮
限
の
行
使
に
つ
い
て
の
定

め
及
び
そ
の
取
消
し

砺
也
．
ノ
ヌ
鵬
似
也
圓
噌
ノ
〃

弟
二
項
及
び
第
八
百
七
十
六

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
一
一

朱
の
一
一
第
一
項
及
び
第
二
項

胴
す
る
同
法
第
八
百
五
十
力

朱
の
五
第
二
項
に
お
い
て
漣

弟
二
項
及
び
第
八
百
七
十
六

氏
怯
第
八
百
七
十
六
条
の
一
一

二

十
八 ヨ ヨ ﾖ｜副’

保
佐
監
督
人
の
解
任

保
佐
監
督
人

ｄ
‐
呵
謝
訓

の
辞
任
に
つ
い

第
二
項
に
お
い
て
単
用
す
る

同
法
第
八
百
四
十
六
条

I

第
二
項
に
お
い
て
単
用
す
る

同
法
第
八
百
四
十
四
条

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
三

保
佐
監
督
人
の
週
任 :|;

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
一

剰
『
刺

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
一
ゞ

剰
ヨ
側

第
二
項
に
お
い
て
姫
用
す
る

同
法
第
八
百
四
十
六
条

氏
法
第
，
八
百
七
十
六
条
の
一
ゞ

。
。
判
型
獅
剃
割
閲
姻

民
法
第
十
五
条
第
一
項

補
助

ヨ
Ｈ
劃

三
十
四 ヨ ヨ 宝’

保
佐
に
関
す
る
管
理
の
計
盲

の
期
間
の
伸
長

同
法
第
八
百
七
十
条
た
だ
し

劃 弗
三

に
お

て
通
用
す
る

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
零

閑
倒
叫
判
翻
刎
園
矧

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
八
百
六
十
三
条

氏
法
第
，
ハ
百
七
十
レ
ハ
条
の
零

保
佐
人
に
対
す
る
代
理
栴
由

付
与
の
審
判
の
取
消
し

垂I

第
八
百
七
十
六
条
の
四

両
『

保
佐
人
に
対
す
る
代
理
格
の

付
与

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
四

剰
引
面

保
佐
人
又
は
保
佐
監
督
人
に

対
す
る
報
酬
の
付
与

用
す
る
同
怯
第
八
百
六
十
一

鋼 宋
の
五
第
二
項
に
お
い
て
和

昂
二
項
及
び
第
八
百
七
十
六

』

八
百
七
十
六
条
の
三

誰一，ろ
同

法第
八
百
五
十
力

宋
の
五
第
二
項
に
お
い
て
壷

四
十
一

ヨ

四
十
一

四
十

司
刮

1

；

補
助
人
の
辞
任
に
つ
い
て
（

謝
訓

Ｅ
一
間
須
貝
リ
ノ
『
Ｅ
，
寸
１
可
ｌ
ノ
ヵ
劃
０
４

弟
一

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
十

桐
馴
刈
刎
園
田

ぱ
な
ら
な
い
行
為
の
定
め
ぬ

審
判
の
取
消
し

補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ

禰
助
開
姉
の
審
蝋
の
取
消
し

’

八
百
四
十
三
条
第
二
項
及
が

割 に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
韻

束
一
項
並
ひ
に
辰
条
第
二
咽

氏
法
第
八
百
七
十
レ
ハ
条
の
主

民
法
第
十
八
条
第
二
項

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

（
同
条
第
二
項
に
お
い

吟竺'

季
並
ひ
に
錦
十
九
条
霧

氏
法
第
十
八
条
第
一
項
及

ぴ

可’

補
助
人
の
同
意
に
代
わ
る
許

補
助
人
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
行
為
の
定
め

民
法
第
十
七
条
第
三
項



門
贈

回
、
閲
函 ヨ

叫
Ｈ
刈
一
被
補
助
人
の
居
住
用
羽
醐
園
一
国
潤
第
八
百
七
十
六
条
の
八

Ｈ
側

四
十
四

補
助
監
督
人
の
辞
任
に
つ
い

ｄ
‐
刺
甜
訓

臨
時
補
助
人
の
選
任

補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
の

櫨
限
の
行
使
に
つ
い
て
の
定

め
及
び
そ
の
取
消
し

補
助
監
督
人
の
解
任

補
助
監
督
人
の
選
任

の
処
分
に
つ
い
て
の
許
可

第
二
項
及
び
第
八
百
七
十
六

条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
篇
八
百
五
十
九

信
柱
錦
八
百
六
十
一

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
八

第
二
項
に
渕
叫
制
租
詞
州
詞
劉

同
法
第
八
百
四
十
六
条

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

同
法
第
八
百
四
十
四
条

ヨ

割
引
面

国
濁
荊
州

第
二
項
に
お
い
‐
で
竃
刷
卦
引

同
法
第
八
百
四
十
六
条

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
八

第
二
項
及
び
第
八
百
七
十
六

条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
八
百
五
十
九

条
の
二
第
一
項
及
叫
痢
．
項

民
法
第
八
百
七
十
六

百
七
十
六
条
の
七

条
の

ろ’八I
、I

ノ、,

140141

割3

意
思
表
示
の
受
領
の

七
十
八

六
十
一

百
一
一

百
十
四

百

三3 ヨ

百
十
一

司
Ｈ
ｄ
｜
任
意
後
見
監
督
人
の
槽
限
の
一
任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第

百
十
二

百
十
｛

へ

略
一

略

（
略
）

へ

略
一 F

略

‐

意
思
表
示
の
受
領
の
特
別
代

理
人
の
選
任
及
び
そ
の
取
消

し養
子
縁
組
を
す
る
に
つ
い
一

の
肝
可

未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年

後
見
監
督
人
の
樋
限
の
行
使

に
つ
い
て
の
定
め
及
び
そ
の

取
消
し

遺
言
の
碗
認；

翻
昌
ヨ
ヨ
剥
割
の
検
認

田
創
倒
則
監
督
人
の
辞
任
に

訓
叫
引
引
呵
涌
刺

任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
に

闘
詞
引
烟
制：

任
意
後
見
監
督
人
の
選
任

:’

：；

｜
民
法
第
千
四
条
第
一
項

一Ｐ呂厚口内・島ワ、Ｉ】甲４毛‐『叩ｊ呈乱副引如訓Ⅱ］

竈

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
七
百
九
十
八
条

項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

民
法
第
九
百
七
十
六
条
第
四

項
（
同
法
第
九
百
七
十
六
条

の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第

項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
同
法
第
八
百
五

十
一
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）

民
法
第
七
百
九
十
四
条
第
一

民
法
剰
川
司
五
十
八
条
第
二

任
意
後
見
契
約
法
剰
到
剥
剰

剖
Ｉ
卿

九
百
七
十
九
条
第
三
項
到
酎

第
九
白
七
十
九
条
の
二
第
五

同任
意
後
見
契
約
法
第
刊
銅
痢

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民

法
第
八
百
七
十
六
条
の
五

任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
十
る
民

法
第
八
百
七
十
六
条
の
三

任
意
後
見
契
約
法
第
十
条
第

ヨ
同

任
意
後
見
契
約
法
荊
匂
銅
痢

一
項
か
ら
節
三
項
ま
で

ヨ

ー

六

十ヨ皇｜
ﾉ、I ヨ ：

百
二

百
一
一
一
一
制
重
司
謝
の
検
認

百
十
二

百
十
一

〕
十
ｋ

（
同
上
）

（
同
上
）

（
新
設

（
新
設
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年

後
見
監
督
人
の
権
限
の
行
使

に
つ
い
て
の
定
め
及
び
そ
の

取
消
し

養
子
縁
組
を
す
る
に
つ
い
て

の
許
可

任
意
後
見
監
督
人
を
更
に
選

任
す
る
場
合
に
お
け
る
任
意

後
見
監
督
人
の
週
招

任
意
後
見
監
督
人
が
欠
け
た

製
型
副
Ｈ
割
刷
到
任
意
後
見
監

督
人
の
選
任

任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発

生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見

園
倒
引
刈
呵
園
田

遺
言
の
碗
記

任
意
後
見
監
督
人
刎
刷
劉
倒

掛
則
剛
嫡
呵
翻
判
等
の
取
消

し任
意
後
見
監
督
人
の
辞
任
に

つ
い
て
の
肝
可 ；

（
新
設
）

民
法
第
八
百
五
十
七
条
の
三

剰
．
罰
か
ら
第
四
項
ま
で
（

こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八

百
五
十
二
条
に
お
い
て
率
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

民
法
第
九
百
七
十
六
条
第
四

項
列
‐
調
第
九
百
七
十
九
条
第

三
項

任
意
後
見
契
約
法
第
四
条
第

語 任
意
後
見
契
約
法
剰
凹
剰
荊

四
割

任
意
後
見
契
約
法
第
四
条
第

１
「
詞

第
七
百
九
十
八
条

民
法
第
七
百
刈
刈
打
凹
調
及
び

任
意
後
見
契
約
法
第
七
条
第

四
項
に
お
い
て
襲
用
詞
到
昂

法
第
八
百
四
十
四
条

任
意
後
見
契
約
法
第
七
条
第

ヨ
詞

田
愈
倒
見
契
約
法
第
四
条
第

。
詞

民
法
第
千
四
条
第
一
項

（
新
設
）

】42143

失
除
の
宣
告

へ

略

失
除
の
宣
告

（
同
上
） 割 ヨ ヨ 卦 判

補
段
に
陵
す
る
管
理

の
期
間
の
伸
長

の
計
算

同
法
第
八
百
七
十
条
た
だ
し

劃 第
二
項
に
お
い
て
単
用
す
る

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
＋

補
助
の
事
務
の
監
督

補
助
人
に
対
す
る
代
理
梅
の

付
与
の
審
判
の
取
消
し

剰 肘す
る

条
の
＋

弟
一
項
に
お
い
て

氏
法
第
八
百
七
十

同
法
第
八
百
七
十
六
条
の
皿

荊
ゴ
ヨ
割

弟
二
項
に
お
い
て
姫
用
す
る

氏
法
第
八
百
七
十
六
条
の
打

補
助
人
に
対
す
る
代
理
権
の

州
引

民
法
第
八
百
七
十
六
条
の
九

割

補
助
人
又
は
補
助
監
督
人
に

矧
詞
到
剤
酬
呵
州
割

用
す
る
同
法
第
八
百
六
十
一

斜

一
お
い
て
漣

第

及
び
第
八
百
七
十
六

I

八百
七
十
六
条
の

ヘ

蝦
力



別
表
第
二

第
二
十
五
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
六
十
六
条
’
第
七
十
一
条
、

第
八
十
二
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
、
第
百
五
十
条
、

第
百
六
十
三
条
、
第
百
六
十
八
条
、
第
百
八
十
二
条
、
第
百
九
十
条
、
第
百

九
十
一
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
三
十
三
条
、
第
二
百
四
十
条
、
第
二

百
四
十
五
条
、
第
二
百
五
十
一
一
条
、
第
一
二
円
五
十
八
条
、
第
二
百
六
十
八
条

、
第
二
百
七
十
二
条
、
第
二
百
八
十
六
条
、
第
二
百
八
十
七
条
、
附
則
第
五

第
二
百
七
十
二
条
、
第
二
百
八
十
六
条
、
第
二
百
八
十
七
条
、
附
則
第
五
条

条
関
係
）

関
係
）

（
第
三
条
の
対
１
鯛
．
銅
の
十
一
’
第
三
条
の
十
三

四
項
に
お
い
て
咽
‐
用
討
引
劃
園

任
意
後
見
契
約
法
第
十
一
条

第
二
十
条

別
表
第
二

（

二
十
五
条
、
第
三
十
‐
几
条
、
第
四
十
条
、
第
六
十
六
条
’
第
七
十
一
条
、
第

八
十
二
条
、
第
八
十
‐
ル
条
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
、
第
百
五
十
条
、
第

百
六
十
三
条
、
第
百
六
十
八
条
、
第
百
八
十
二
条
、
第
百
九
十
条
、
第
百
九

十
一
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
一
一
一
十
三
条
、
第
二
百
四
十
条
、
第
二
百

四
十
五
条
も
第
二
百
五
十
二
条
、
第
二
百
五
十
八
条
、
第
二
百
六
十
八
条
、

…
｜
…
＃

第
三
条
の
八
１
鰯
ヨ
弟
の
十
’
第
三
条
の
十
二
、
第
二
十
条
、
第

45 144

Ｃ
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
閲
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
五
条
関
係
）

（
遺
言
害
保
管
官
の
除
斥
）

荊
到
調

遺
言
書
保
管
官
は
、
次
の
各
号
の
い
詞
利
洲
に
砿
当
す
る
と
き
は

Ｊ
呵
劉
引

荊
。
鍋

←
両
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
阪

（
新
設
）

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
．

計
自
筆
証
書
遺
言
書

国
謁
剖
矧
間
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
刈

百
六
十
八
条
の
自
箪
証
盲
に
よ
っ
て
し
た
遺
言
に
係
る
遺
一
盲
害
を
刺
引
到
’

二
保
管
証
書
遺
言
書

国
法
第
九
百
六
十
八
条
の
こ
の
保
管
証
害
に
よ
っ

て
す
る
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
い
う
＆

三
書
面
保
管
証
書
遺
言
書

保
管
証
書
遺
言
書
の
う
ち
、
香
面
を
も
っ
て

作
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

荊
ヨ
鋼
・
剣
凹
剰

（
略
）

（
趣
旨
）

第
一
・
条

こ
の
法
律
は
、
法
務
局
（
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
、
法
務
局
の

支
局
の
出
張
所
並
び
に
地
方
法
務
局
及
び
そ
の
支
局
並
び
に
こ
れ
ら
の
出
張

所
を
含
む
。
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管

及
び
情
報
の
管
理
に
関
し
必
酉
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
遺
首
害

の
取
扱
い
に
関
し
特
別
の
定
め
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
の
剥
園
制
測

る
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
証
香
遺
言
害
の
保
管
の
申
捌
の
撤
回
に
係

八
条
第
一
顎
に
お
い
て
旧
じ
‐
）
を
も
毛
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
‐

五
特
定
遺
言
書
保
管
所

遺
言
害
保
管
所
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遺

一’

四
団
子
保
管
証
番
遺
言
害

保
管
証
害
遺
言
書
の
う
ち
、
副
翻
釧
田
園
Ｊ

危
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
鯏
制
引
．

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
飼
鰯
ざ
あ
っ
て
、
■
子
副
開
閾
脳
鴎
閨
囹

間
細
畑
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
．
第
十
七
条
第
一
項
及
切
痢
淵

言
香
保
管
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
遺
言
書
（
自

筆
証
番
遺
言
害
又
は
保
管
証
香
遺
言
香
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
保
管

さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
餓
遺
言
害
保
管
所
（
■
子
保
管
証
香
遺
首

翻
洲
網
澗
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
ば
、
当
蝕
■
子
保
管
証
右
遺
言
害

の
保
管
の
申
請
に
係
る
遺
首
宙
保
管
所
）
を
い
う
。

は
当
該
撤
回
に
係
る
申
鯖
人
で
あ
る
と
き

当
骸
遺
言
害
保
管
官
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
四
親
等
内
の
親
族
（

る 改
止

案

で
あ
っ
た
者
を
含
む
‐
）
が
当
砿
申
朗
又

の
保
管
の
申
諦
又
は

剰
．
剰
・
劃
ゴ
剰

（
同
上
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
法
務
局
（
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
、
法
務
局
の

支
局
の
出
授
所
並
び
に
地
方
法
務
局
及
び
そ
の
支
局
並
び
に
こ
れ
ら
の
出
張

所
を
含
む
．
閃
須
詞
．
割
割
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
遺
言
害
斗
副
詞
蜀
斗

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
百
六
十
八
条
の
自
筆
証
書
に
ょ
っ

（
新
設
）

て
し
た
遺
言
に
係
る
遺
言
有
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
管
及
び
情
報
の

管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
遺
言
書
の
取
扱
い
に

関
し
特
別
の
定
め
を
す
る
も
の
と
す
る
。

現
行

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

14617

一 言

略
一I

ヨ 1 1

任
意
後
見
契

叫
可
呵
湖
訓

鮎
の
解
除
に
（
．

任
意
後
見
契
舶

潮
。
同

怯
第
十
三
名

任
意
後
見
人
の
解
任

辻
意
後
見
人
の
事
務
の
監
督

仕
意
後
見
契
約
法
第
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
箪

八
百
七
十
六
条
の
二
十

任
意
後
見
監
督
人
に
対
す
る

…

迂
第
八
百
七
十
六
条
の
十
九

四
項
に
お
い
て
単
用
す
る
民

仕
意
後
見
契
約
法
第
十
条
麓

行
使
に
つ
い
一

そ
の
取
消
し

の
定
め
及
び

法
第
八
百
七
十
六
条
の
十
一

第
一
項
及
び
第
二
項

略
一三

項

事
項

根
拠
と
な
る
法
律
の
規
定

（
同
上
）

項

事
項

根
拠
と
な
る
法
律
の
規
定

（
同
上
）

一’

ヨ 1 ；

任
意
後
見
契
約
の
解
除
に
つ

‐
Ⅷ
可
呵
開
訓

任
意
後
見
人
の
解
任

任
意
後
見
監
督

劉
酬
刎
杣
呵
引

ハ
に
対
す
る

任
意
後
見
契
約
法
第
八
条

任
意
後
見
契
約
法
痢
刈
銅
痢

斗
圃

に
お
い
て
準
用
す
る
房

八
百
六
十
二
条

四

仕
意
後
見
契
約
法
第
七
条
承

の
定
め
及
び

法
第
八
百
五
十
九
条

一
項
及
び
第
二
項

の
二
頑

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民

吐
意
後
見
監
督
人
の
桶
限
の

仕
意
後
見
契
約
法
第
七
条
箪

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
昇

法
第
八
百
四
十
六
条



（
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
）

・

剰
呵
調

遺
言
者
は
、
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
自
筆
胚
官
遺
言
翻
刎
保
管
の

申
錆
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
っ
て
作
成

し
た
無
封
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
第
一
項
の
申
舗
は
、
適
言
者
の
住
所
地
若
し
く
は
本
符
地
又
は
遺
言
者
が

所
有
す
る
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
遺
一
盲
害
保
管
所
（
遺
言
者
の
作
成

し
た
他
の
遺
言
書
が
現
に
遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

て
ば
、
当
腋
他
の
遺
目
香
に
係
る
特
定
遺
首
害
保
管
所
）
の
遺
言
書
保
管
官

に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
通
言
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
自
筆
証
密
遺
言
有
閲
匪
隈
瞳
雨
惟
間
回
腫
囲
阻
開
闘
眠
閤
■
（
次
項

に
お
い
て
『
申
請
情
報
」
と
い
う
。
）

を
遺
言
害
保
管
官
に
提
供
し
な
け
れ

因
な
ら
な
い
。

一

自
筆
証
書
遺
言
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
成
の
年
月
日

一一
（
略
）

三
自
筆
証
香
遺
言
香
に
次
に
掲
げ
る
者
の
記
敏
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏

剰
句
調

保
管
証
香
に
よ
っ
て
遺
言
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
遺
言
害
保
管
官

に
対
し
、
保
管
証
書
遺
言
香
の
保
管
の
申
賄
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31 21 51１

（
削
る
）

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

．

に
お
い
て
「
申
請
情
報
」
と
い
う
。
）
を
遺
言
害
保
管
官
に
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

遺
言
者
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
住
所
及
び
本
箱
（
外
国
人
に
あ
っ

て
は
、
国
鯖
）

。
保
管
証
書
遺
言
害
に
次
に
掲
げ
る
者
の
記
載
又
は
記
録
が
あ
る
と
き
は

ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
鮪
情
報
と
併
せ
て
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
柾

名
又
は
名
称
及
び
住
所

イ
・
ロ

（
略
）

四
（
略
）

ろ
に
よ
り
、
保
管
旺
昏
遺
言
宮
及
び
次
に

す
る
傭
報
そ
の
他
法
務
省

第
一
項
の
申
鯖
を
し
よ
う
と
す
る
遺
言
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

す
る
推
定
相
続
人
を
い
う
。
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
お
い
て
同
じ

き
（
前
号
に
骸
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）

当
骸
遺
言
害
保
管
二
月
醐
鰡
隅
幽
遅
脚
■
筒
騎
澪
鰡
閥
閨
刷
励
凹
■
廓
髄
隅
鴎
厘

）
若
し
く
は
受
遺
者
又
は
そ
の
国
側
者
若
し
く
は
直
系
血
族
で
あ
る
と

の
申
舗
を
し
よ

法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成

め
る
情
報
を
提
供
し
な

け

I

法
務
省
令
で
定
め
る
と
と

に
係
る
情

仇

F

（
劃
副
翻
の
保
管
の
申
諦
）

剰
凹
調

遺
言
者
は
、
遺
言
害
保
管
官
に
対
し
、
画
創
劃
呵
保
管
の
申
硝
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
遡
司
観
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
っ
て
作
成
し
た
無
封

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
第
一
項
の
申
請
は
、
遺
言
者
の
住
所
地
若
し
く
は
本
涌
地
又
は
通
言
者
が

所
有
す
る
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
遺
言
香
保
管
所
。
（
遺
言
者
の
作
成

し
た
他
の
遺
言
害
が
現
に
遺
目
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
砿
他
の
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
香
保
管
所
）
の
遺
言
書

保
管
官
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
遺
言
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

5161（
新
設
）

遺
言
書
保
管
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三 二

ろ
に
よ
り

称
及
び
住
所

イ
・
ロ

（
同
上
）

四
（
同
上
）

の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
■
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

遺
言
者
が
第
一
項
の
申
賄
を
す
る
と
き
は
、
遺
言
害
保
管
所
に
自
ら
出
圃

洲
剰
呵
申
愉
有
に
は

劃
笥
割
に
記
戟
さ
れ
て
い
る
作
成
の
年
月
日

（
同
上
）

翻
司
司
翻
に
次
に
掲
げ
る
者
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名

遺
言
■
に
添
え
て

ろ

る

明
す
る
書
類
そ

た

；
を

148149

が
さ
れ
た
こ
と
を
遺
言
書
保
管
官
に
お
い
て
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
措
匠

と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
鷹
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
遺
言
香
保
管
官
は
、
申
硝
人
か
ら
の
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
申
出
を

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
省
令
ぞ
定
め
る
事
項

４
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
遺
言
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
賄
情
報
と
併
せ
て
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証

す
る
情
報
そ
の
他
怯
務
省
令
で
定
め
る
情
縄
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

１

（
遺
言
書
保
管
官
に
よ
る
本
人
確
認
）

剰
川
調

遺
言
書
保
管
官
は
、
第
六
条
第
一
項
刻
閣
前
条
第
一
項
の
申
舗
が
あ

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
人
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
申
請
人
が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
、
出
羽
劃

求
め
、
当
該
申
舗
人
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
氏
名
そ
の
他
の
法
務
省
令

で
定
め
る
事
項
を
示
す
劃
糊
の
提
示
若
し
く
は
掴
関
又
は
こ
れ
ら
の
事
項
に

つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、
民
法
第
九
百
六
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号

の
口
述
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
遺
言
客
保
管
官
は
、
申
舗
人
か
ら
の
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
申
出
を

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遺
言
者
保

管
官
及
胡
立
会
即
歴
園
闘
回
曜
幽
閣
曜
囲
凹
音
声
の
送
受
値
に
よ
り
相
謂
到
樹

姻
割
劇
判
型
倒
圃
圏
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、

民
法
第
九
百
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
述
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
○

訓
加
須
鋼
ヨ
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
輔
に
つ
い
て
串
用
す
る
。

６
第
一
項
の
申
請
人
は
、
保
管
証
審
遺
言
香
の
遺
言
の
全
文
が
外
国
語
に
よ

回
胴
岡
間
間
出
又
は
飼
鰯
割
測
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
遺
圖
閑
闘
馬
監
幽
凹

本
雁
に
よ
る
翻
訳
文
の
遺
首
嘗
保
管
官
へ
の
提
関
到
胡
国
法
第
九
百
六
十
八

21

遺
言
害
保
管
官
は
、
第
一
項
の
申
諸
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
申
錆
人
に
、

民
法
第
九
百
六
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
口
述
（
当
骸
口
述
に
代
え
て

す
る
同
法
第
九
百
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
訳
人
の
通
飼
目

よ
る
申
述
又
は
自
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
さ
せ
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
法
第
九
百
六
十
八
条
の
三
第
二
項
の
法
務
省
令

で
定
め
る
措
匝
を
蹴
ず
る
と
き
は
、
同
項
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

条
の
二
第
一
項
第
一

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
法
湧
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遺
言
害
保

管
官
及
び
申
蘭
人
（
遺
首
害
保
管
官
が
通
訳
人
に
通
駅
を
さ
せ
る
場
合
に
あ

声
の
送
受
侭
に

っ
て
は
、

、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ﾛ｜イ’

遺
言
書
保
管
官
は
、
申
硝
人
か
ら
の
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
申
出
を

到
週
謝

目
濁
第
千
六
須
痢
斗
呵
洲

塗
人
）
が
映
像
と
音

呵
当
劇
口
述

（
遺
言
害
保
管
官
に
よ
る
本
人
確
認
）

荊
到
調

遺
言
書
保
管
官
は
、
前
条
第
一
項
の
申
鯖
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
申
錆
人
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
人
が

本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
、
当
醸
申
鯖
人
を
特
定
す
る
た

め
に
必
要
な
氏
名
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
示
す
翻
剰
の
提
示

若
し
く
は
燗
剛
又
は
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
も
の
と
す

る
。

（
新
設
）

15051



ヨヨ

２
遺
言
害
保
管
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
自
筆
証
書
遺
言
書
又
は
書
面
保

（
遺
言
書
に
係
る
情
報
の
管
理
）

痢
廿
「
調

遺
言
書
保
管
官
は
、
第
九
条
第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
保

管
す
る
遺
言
害
に
つ
い
て
、
次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
遺
言
害

に
係
る
情
報
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

21 （
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

言
害
保
管
所
の
施
般
内
に
お
い
て
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

討
削
国
別

方
法
に
よ

桐
当
と
国
劇
る
と
き
は
、
前
項
四
鋸
定
侭
か
か
わ
ら
領
、
法
務
省
令
で
定
め

管
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遺
言
者
の
死
亡
の
日
（
遺

言
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
ば
、
こ
れ
に
相
当
す
る
日
と

し
て
政
令
で
定
め
る
日
）
か
ら
相
続
に
関
す
る
紛
争
を
防
止
す
る
必
要
が
あ

る
と
罷
め
ら
れ
る
期
間
と
し
て
政
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
後
は
、
こ

れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
自
箪
証
書
遺
言
書
又
は
第
七
条
第
三
項

；
る
と
こ
ろ
に
よ
り

る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
窒
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

応
じ
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
事
項
を
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
第

十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
も
っ
て
脚
製
す
る
遺
言
害
保
腎
フ
ァ

イ
ル
に
飼
鰯
制
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
計
‐

計
自
筆
証
書
遺
言
害

列
画
期
閃
ろ
事
項

心
」
陥
岡
‐
Ｋ
・
叩
も

が
次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
言
■
保
管
ヲ

（
電
子
保
管
証
書
遺
言
書
の
保
管
）

自

画
子
保
管
証
害
遺
言
害
の
保
管
は
、
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
い

た

に
係
る
情
報
の
管
理
は
、
次
の

て
、
同
唄
に
規
定
す
る

又

曲
保
管
証
膚
遺
言
書
を
遺
首
杏
保
管

に
配
飼
さ
れ
た
事
項
を

申
鯖
人
が
映
像
と
音
声
の
送
受
信

し
く
は
提
供
又
は
脱
明
を
さ
せ

ア
イ
ル
に
配
御
す
る
こ
と
に
上

に
掲
げ
る
遺
言
盲
の
区
分
に

の

第
六
条

（
遺
言
害
に
係
る
情
報
の
管
理
）

剰
廿
調

遺
言
書
保
管
官
は
．
訓
須
剰
引
詞
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
遺
甘
書

に
つ
い
て
、
次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
砿
遺
一
言
書
に
係
る
情
報
の

管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

し
て
、
遺
首
書
保
管
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
１

４
遺
言
者
が
第
二
項
の
舗
求
を
す
る
と
き
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
に
自
ら

出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規

定
を
単
用
す
る
。

５
遺
言
害
保
管
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
圃
副
劃
刺
保
管
を
す
る
場
合

31

２
遺
言
者
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
保
管

所
（
第
四
項
及
び
第
八
条
に
お
い
て
「
特
定
遺
言
害
保
管
所
一
と
い
う
。
）

の
遺
言
香
保
管
官
に
対
し
、
い
つ
で
も
当
鮫
遺
言
害
の
閲
覚
を
賄
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ヨ
21 （

新
設
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

｜

遺
言
書
の
画
像
情
報

ゴ
第
四
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
一
一
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（
遺
言
盲
の
保
管
等
）

も
っ
て
周
製
す
る
遺
言
害
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
す

に
お
い
て
、
適
言
者
の
死
亡
の
日
（
遺
言
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
日
と
し
て
政
令
で
定
め
る
日
）
か
ら
相
続

に
関
す
る
紛
争
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
期
間
と
し
て
政
令

で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
後
は
、
こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
い
て
行
う
。

に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を

に
よ
り
、
そ
の

遺
言
害
に
係
る
情
報
の
管
理
は
、
剖
画
気
詞
イ
ス
ク
（
こ
れ
に
埴
ず
る
方
法

前
項
の
錆
求
を
し
よ
う
と
す
る
遺
言
者
は
、

遺
言
書
の
保
管
は
、
遺
言
客

旨
を
肥
較
し
た

法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

で
定
め
る
■
察
を
添
付

】脇 '

に
よ
り
、
そ
の
旨
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
情
報
を
遺
言
香
保
管
官
に
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
第
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
詞
刈
司
Ⅶ

21

痢
制
。
調

遺
一
盲
者
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
香
保
管
官
に
対
し
、
い

つ
で
も
、
第
六
条
第
一
項
又
は
臨
贈
扉
露
（
■
囚
幽
の
申
蘭
に
係
る
遺
首
害
（
■

３
剰
刈
剰
荊
．
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
遺
首
書
に
係
る
情
報
の

管
理
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
司
剰
荊
．
割
中
「
廃
棄

す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
消
去
す
る
」
と
硫
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
斌
子
保
管
証
書
遺
言
書

刺
須
‐
口
剥
司
詞
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
劉
嗣

る
事
項

イ
自
筆
証
書
遺
言
書
の
画
像
情
報

ロ
第
六
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
一
一
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

Ｎ
自
筆
旺
香
遺
言
脊
の
保
管
を
開
始
し
た
年
月
日

二
特
定
遺
言
害
保
管
所
の
名
称
及
び
保
管
番
号

ホ
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

。
書
面
保
管
証
香
遺
言
書

閼
閲
悶
腰
四
回
凹
項

イ
害
面
保
管
証
香
遺
言
害
の
画
像
怖
報

ロ
痢
廿
銅
飼
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
矧
刷
‐
副
判
詞

ハ
害
面
保
管
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
開
始
し
た
年
月
日

二
特
定
遺
言
寄
保
管
所
の
名
鮒
聞
酬
保
管
番
号

ホ
民
法
第
九
百
六
十
八
条
の
一
一
一
第
一
項
に
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
遺
言

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
（
通
訳
人
の
通
訳
に
よ
り
申
述
し
た
と
き
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
峡
通
訳
人
の
氏
名
）

子
保
管
旺
害
遺
言
寄
を
除
く
。
）
の
閲
覧
を
賄
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
引
‐

（
遺
言
者
に
よ
る
自
筆
証
書
遺
言
書
等
の
閲
覧
）

1 ホ’ 二’

ハ
特
定
遺
言
客
保
管
所
の
名
称
及
び
保
管
番
号

ﾛ｜イ’ 引 卜

計
民
法
第
九
百
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
医
師
が
立
ち
会
っ
た
と
き
は

、
当
該
医
師
の
氏
名
及
び
申
述
の
趣
旨

。

前
項
の
諸
求
を
し
よ
う
と
す
る
遺
曾
者
は
、
法
務
省
令
で

卜’ る
措
匝
を
購
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
（
通
訳
人
の

る
措
匝
を
繭
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
鮫
凋
詞
酬
刈
呵
肉
刺
。
‐

第
七
条
筑
三
項
第
一
号
及
び
第
一
一
号
に
掲
げ
る
事
項

当
該
医
師
の
氏
名
及
び
申
述
の
趣
旨

民
法
第
九
百
六
十
八
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
遺
言

面
子
保
管
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
開
始
し
た
年
月
日

第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
人
が
同
項
の
法
務
省
令
で
定
め

イ
か
ら
〈
ま
で
に
提
げ
る
も
の
の
ほ
か

怯
務
箱
令
で
定
防
る
申
巧

イ
か
ら
卜
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

十
三
条
の
規
定
に
よ
り

り
申

通
訳
に
よ
り
申
述
し
た
と
き
に

が
同 法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

が
立
ち
会
っ
た
と
き
は

定
め
る
と
こ
ろ

３
削
須
痢
到
刺
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
遺
言
書
に
係
る
情
報
の
管

理
に
つ
い
て
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
調
痢
到
詞
中
「
廃
棄
す

る
」
と
あ
る
の
は
、
「
消
去
す
る
」
と
碗
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

（
新
設
）

四’。

遺
言
害
が
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
香
保
管
所
の
名
称
及
び
保
管
番
号

遺
言
香
の
保
管
を
開
始
し
た
年
月
日

154l味
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；

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
遺
言
者
が
第
一
項
の
撤
回
（
保
管
証
害
遺
一
百
香
に
係
る
も
の
個
呵
四
割
ｌ
引

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
保
管
証
害
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
図
画
劇
割
当
四
ｕ
洵

も
の
と
み
な
す
。

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
調
和
判
朶
刎
劃
廻
国
因
、
第
一
詞
詞
吻
翻
当
四
阿
づ
州
呵
可
璃
用
す
る
。

（
遺
言
害
の
保
管
の
申
鯖
の
撤
回
）

調
Ｈ
‐
囚
調
遺
言
者
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
害
保
管
官
に
対
し
、
い

つ
で
も
、
第
六
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
申
賄
を
撤
回
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
前
項
の
撤
回
を
し
よ
う
と
す
る
遺
言
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

41 ﾖ’

２
前
項
の
鯖
求
は
、

（
遺
一
盲
者
に
よ
る
適
一
菖
害
保
管
フ
ァ
イ
ル
の
記
鰯
刎
閲
痴
引

痢
刊
ヨ
鋼

遺
言
者
は
、
遺
言
害
保
管
官
に
対
し
、
い
つ
で
も
、
第
六
条
第
一

項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
遺
言
害
に
係
る
遺
言
害
保
管
フ
ァ
イ

４
遺
言
害
保
管
官
は
、
遺
言
者
が
第
一
項
の
撤
回
（
自
筆
証
書
遺
言
害
又
は

害
面
保
管
証
香
遺
言
香
に
係
る
も
の
に
隈
引
１
「
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
当
骸
遺
言
者
に
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
て
い
る
創
剰
肥

害
遺
言
香
又
は
右
面
保
管
証
害
遺
言
香
を
返
通
し
な
け
れ
因
な
ら
な
い
。

副
遡
司
画
保
管
官
は
、
掴
詞
劉
創
劉
剰
「
卿
呵
制
回
を
し
た
と
き
は
‘
劃
澗
掛

く
、
第
十
一
須
荊
。
面
詞
剴
詞
冠
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
そ
の
遺
言
観
‐
倒
閑
劃

情
報
を
消
去
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
情
報

を
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
閥
製
す
る
閉
鎖
遺
言
香
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記

（
閉
鎖
遺
言
害
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
消
去
）

相
当
と
囲
め
る
と
き
は
．
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遺
首
謝
閑

、

管
官
及
び
鯖
求
人
が
映
像
と
音
声
の
送
受
僧
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に

副
幽
ｕ
な
が
ら
通
攝
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、
第
一
項
の
閲

覧
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
そ
の
他
法
務
省
令

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
州
矧
創
い
場
合
に
あ
っ
て
ば
、
こ
れ
に
相
当
す
る
日
と
し
て
政
令
召
圃
瑚

保
管
官
に
対
し
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
‐

る
日
）

か

に
よ
り
、
そ
の
旨

の
閲
買
を
餉
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
八
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

遺
言
香
保
管
官
は
、
錆
求
人
か
ら
の
申
出
が
あ
り
、
ｌ
齢
つ
、
当
鮫
申
出
を

遺
首
香
保
管
官
は
、
遺
言
者
の
死
亡
の
日
（
遺
曾
者
の
生
麺
洲
矧

；

に
関
す
る

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

め
る
情
報
を
遺
言
害
保
管
官
に

怯
湧
省
令
で
定
め
る
と
こ

（
通
言
害
の
保
符
の
申
請
の
撤
回
）

荊
川
調

遺
言
者
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
い
つ

で
も
、
第
四
条
第
一
項
の
申
謂
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
り
、
そ
の
旨
剖
田
軌
し
た
撤
回
害
に
法
務
省
令
で
定
め
る
害
類
を
添
付

し
て
．
遺
言
香
保
管
官
に
提
出
し
な
け
れ
因
な
ら
な
い
．

３
遺
言
者
が
扇
幽
■
圏
幽
咄
ロ
一
を
す
る
と
き
は
、
特
定
遺
言
香
保
管
所
に
自
ら

２
前
項
の
撤
回
を
し
よ
う
と
す
る
遺
宮
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

規
定
を
準
用
す
る
“

４
遺
言
害
保
管
官
は
、
遺
曾
者
が
第
一
項
の
撤
回
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
当
咳
遺
言
者
に
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
て
い
る
遡
司
劃

剖
週
還
す
る
と
と
も
に
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
当
骸

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
般
）

（
新
設
）

出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
条
の

遺
首
香
に
係
る
情
報
を
消
去
Ｌ
な
け
刺
因
な
ら
な
い

1561月7
上 習 q

（
通
言
者
に
よ
る
閉
鎖
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
閲
冗
）

荊
刊
利
鋼

遺
言
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
撤
回
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

（
遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交
付
等
）

潮
付
句
剰

狄
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
『
関
係
相
続
人
等
一
と

い
う
。
）
は
、
遺
言
客
保
管
官
に
対
し
、
通
言
書
保
瞥
所
に
保
管
さ
れ
て
い

る
遺
言
香
（
そ
の
遇
一
言
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
る
ｃ
）
に
つ
い
て
、

遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
証
明
し
た
書
面
（
第
六

項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
遺
言
香
情
報
鉦
明
害
」
と

管
所
以
外
の
遺
言
害
保
管
所
の
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
て
も
す
る
こ
と
が
で

割
引
１

３
第
十
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
舗
求
に
つ
い

事
項
を
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
購
求
は
、
そ
の
舘
求
に
係
る

ニ
ー
チ

（
略
）

三
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か

割
刈
刈
次
に
掲
げ
る
者

イ
第
六
条
第
四
項
第
三
号
ロ

者

ロ
ー
ト

（
略
）

（
削
る
）

項
及
び
第
二
十

い
う
。
）
の
交

で
準
用
す
る
。

特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
遺
言
害
保
管
官
に
対
し
、
当
骸
撤
回
が
さ
れ

期
間
と
し
て
政
令

た
申
硝
に
係
る
遺
首
■
に
係
る

同
号
に
お
い
て
「
遺
言
害
情
細
証
明
情
報
一
と
い
う
。
）
の
捌
関
を
舗
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

｜

（
略
）

二
前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
該
遺
言
省
に
詞
輌
割
れ
、
若
し
く
は
記

鰯
割
刈
刈
次
に
掲
げ
る
者
又
は
そ
の
相
続
人

ア
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
消
去
す
る
こ
と
が
で
き
る

イ
荊
対
鋼
第
伽
項
第
二
号
イ
又
は
第
七
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る

者

、

ロ
（
略
）

ハ
民
法
第
八
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
廃
除
す
る
意
思
を
表
示
さ
れ

た
推
定
相
続
人
又
は
同
法
第
八
百
九
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
八
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
廃
除
を
取
り
消
す
意
思
を
表

示
さ
れ
た
推
定
相
続
人

の
交
付
又
は
当
該
事
項
を
顧
明
し

園
幽
凹
が
経
過
し
た
後
は
、
閉
鎖
遺
言
書
保
管
一

当
骸
遺
言
書
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録

た
電
磁
的
記
録
（
第
六
項
及
び

保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

て
い
た
遺
言
呑
保

に
掲
げ
る

（
遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交
付
等
）

矧
刈
調

狄
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係
相
続
人
等
一
と
い

う
。
）
は
、
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る

週
言
書
（
そ
の
遺
言
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
、
遺

言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
証
明
し
た
各
面
（
剰
珂
判

及
び
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
遺
言
書
情
報
証
明
害
」
と
い
う

。
）
の
交
付
を
論
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Z （
新
設
）

の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
関
係
遺
言
書
」
と
い
う
。
）
を
劃
口
閑

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
廃

除
を
取
り
消
す
意
思
を
表
示
さ
れ
た
推
定
相
続
人

ニ
ー
チ

（
同
上
）

三
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
骸
遺
首
害
に
制
鯛
割
‐
刺
刈
次
に
掲
げ

る
者

イ
第
四
条
第
四
項
第
三
号
口
に
掲
げ
る
者

一

（
同
上
）

二
前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
該
遺
言
吾
に
調
制
劃
‐
刈
刺
次
に
掲
げ
る

；

者
又
は
そ
の
相
続
人

ロ
（
同
上
）

ハ
民
法
第
八
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
廃
除
す
る
意
思
を
表
示
さ
れ

ロ
ー
ト

（
同
上
）

ロ
に
規
定
す
る
胎
内
に
在
る
子
に
限
る
。
）

イ
第
四
条
第
四
項
筑
三
号
イ
に
掲
げ
る
者

た
推
定
相
続
人

い
う
．
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
く
）

（
同
法
第
八
百
九
十
一

自
己
か （
ロ
に
規
定
す
る
母
の

I

又
は
同
法
第
八
百
九
十
四
条

当

ろ
推
定
相

（
以
下
こ イ

●戸 内

』｡｡ 158



２
関
係
相
続
人
等
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
遡

言
各
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
自
己
が
関
係
相
統
人
等
に
該
当
す
る
遺
言

書
（
そ
の
遺
言
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
胡
肉
調

第
一
項
に
お
い
司
剖
閲
側
遺
曾
寄
」
と
い
う
．
）
（
■
子
保
管
胚
害
過
言
香

劃
閑
ｑ
ｌ
可
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
関
銅
梱
鯛
刈
銅
は
、
遺
言
害
保
管
官
に
対
し
、
遺
菖
害
保
管
所
に
保
管
さ

測
司
叫
引
関
係
遺
言
香
に
係
る
遺
一
百
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
事
項

を
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
瞭
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４
第
一
項
又
は
前
項
の
鯖
求
は
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
以
外
の
遺
言
翻
閑
筍

所
の
遺
首
害
保
管
官
に
対
し
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
購
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
情
報
を
遺
首

書
保
管
官
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
遺
言
害
保
管
官
は
、
第
一
項
の
請
求
に
よ
り
遺
言
害
情
報
証
明
書
を
交
付

８
前
項
の
繭
求
は
、

’

（
通
言
害
保
管
事
実
証
明
害
の
劃
州
到
）

荊
汁
川
剰

何
人
も
、
遺
一
盲
書
保
管
官
に
対
し
、
遺
言
書
保
管
所
に
お
け
る
関

割
司
引
旬
吋
ｌ

９
第
五
項
の
剥
圃
閣
釧

対
し
、
当
該
撤
回
が

フ
ァ
イ
ル
に
泡
画
商
画

第
三
項
の
鯖
求
に
よ
り
関
係
遺
言
書
若
し
く
は
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記

録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
さ
せ
た
と
き
は
、
法
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
当
醸
関
係
遺
言
香
を
保
管
し
て
い
る

旨
を
遺
言
者
の
相
続
人
並
び
に
当
咳
関
係
遺
言
害
に
係
る
第
六
条
第
四
項
第

た
も
の
の
閲
覧
を
購
求
す
る
こ
副
詞
‐
可
割
引
１

－
当
咳
遺
言
者
の
相
鯛
刈

．
雨
間
国
隅
鬮
、
同
国
国
幽
ほ
か
、
回
国
隅
隅
日
目
隅
隅
唾
さ
れ
、
若
し
く
は
調

録
さ
れ
て
い
た
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
者
又
は
そ
の
相

網
刈

三
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
醸
遺
言
害
に
配
軟
さ
れ
、
又
は
飼
鰯

三
号
イ
及
び
口
又
は
錆
七
条
第
三
項
第
二
号
イ
及
び
口
に
掲
げ
る
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
者
が
既
に
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と

き
召
刎
‐
他
刎
到
制
矧
咽
知
を
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
き
と
し
て
法
務
省

令
で
定
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し

次
に
掲
げ
る
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
撤
回
を
し
た
遺
首
者
が
死
亡
し

さ
れ
て
い
た
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
卜
ま
で
に
掲
げ
る
者

る
と
き
は
、
遺
言
害
保
管
官
に

百
害
に
係
る
閉
鎖
遺
言
害
保
管

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し

又
は
第
二
項
若
し
く
は

て
も
す
る
こ
と
が
で

い
た
遺
昌
書
保

４
第
一
項
刻
圃
師
劉
の
鯖
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
劃
‐
記
載
し
た
鯖
求
書
に
法
務
省
令
で
定
め
る
香
類

を
添
付
し
て
、
遺
言
香
保
管
官
に
提
出
し
な
け
れ
出
な
ら
な
い
．

５
遺
言
客
保
管
官
は
、
第
一
項
の
請
求
に
よ
り
遺
首
書
情
報
証
明
書
を
交
付

し
又
は
第
三
項
の
鯖
求
に
よ
り
関
係
遺
言
書
の
閲
覧
を
さ
せ
た
と
き
は
、
法

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
当
該
関
係
遺
言
書
を
保
管

し
て
い
る
旨
を
遺
言
者
の
相
続
人
並
び
に
当
該
関
係
遺
言
番
に
係
る
剰
四
剰

第
四
項
第
三
号
イ
及
び
口
に
掲
げ
る
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
そ
れ
ら
の
者
が
既
に
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
遺
言
書
保
管
事
実
証
明
書
の
刻
州
）

潮
掎
剰

何
人
も
＄
遺
一
百
害
保
管
官
に
対
し
、
遺
言
書
保
管
所
に
お
け
る
関
係

３
関
係
相
続
人
等
は
、
関
係
遺
言
害
を
保
管
す
る
遺
言
香
保
管
所
の
遺
言
書

保
管
官
に
対
し
、
当
該
関
係
遺
言
害
の
閲
党
を
鯖
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
殿
｝

（
新
股
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
殿
）

管
す
る
遺
言
宙
保
管
所
以
外
の
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
密
保
管
官
に
対
し
て

も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

16 160
（
手
数
料
）

荊
引
「
呵
訓
鑓
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
物
価
の
状
況
の
ほ
か
、
当
該
各
号

に
定
め
る
事
務
に
要
す
る
実
費
を
考
恵
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’

（
略
）

二
遺
言
書
又
は
遺
言
害
保
管
フ
ァ
イ
ル
若
し
く
は
閉
鎖
遺
言
害
保
管
フ
ァ

（
遺
言
害
の
検
認
の
適
用
除
外
）

調
弐
弐
打
調

（
略
）

（
遺
言
者
の
死
亡
を
確
罷
し
た
と
き
の
通
知
）

荊
刊
刈
剰

第
六
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
申
鯖
に
係
る
適
言
者
は
、

法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
‘
当
肢
遺
言
者
の
死
亡
後
に
、
当
骸
遺

言
者
が
指
定
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
申
鮪
に
係
る
遺
冒
香
を
保
管
し
て
い
る

旨
を
遺
言
書
保
管
官
が
通
知
す
る
こ
と
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
１
‐

２
前
項
の
申
出
を
し
た
遺
言
者
は
、
ｌ
叫
剴
ざ
も
、
法
謝
劉
制
引
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
出
を
撤
回
し
、
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
遺
言
害
保
管
官
は
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
遺
言
者
の
死
亡
の
事
実
を
確

認
し
た
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
出
に
係
る

遺
一
盲
書
を
保
管
し
て
い
る
旨
を
当
該
遺
言
者
が
指
定
し
た
者
に
通
知
す
る
も

又
は
遺
言
香
保
管
事
実
証
明
書
若
し
く
は
遺
言
書
保
管
事
実
証
明
傭
報
の

交
付
刻
刷
燗
鯛
及
び
そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
務

２
前
項
の
手
数
料
の
納
付
は
、
収
入
印
紙
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

州
司
斗
遡
国
害
保
管
事
実
証
明
情
報
一
と
い
う
。
）
の
提
供
を
硝
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
購
求
に
つ
い
て
準
用
す
る

限
り
で
な
い
。

係
遺
言
書
の
保
管
の
有
無
並
び
に
当
骸
関
係
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
第
十
一
条
第
二
項
第
一

号
ロ
（
第
六
条
第
四
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
１
司
到
酎
二
、
第
二
号

ハ
及
び
二
若
し
く
は
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
し
た
害
面
（

第
二
卜
一
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
遺
言
書
保
管
事
実
証
明
書
』
と
い

う
。
）
の
交
付
釧
創
司
引
酬
酬
回

三

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
囚
条
第
一
項
の
撤
回
が
さ
れ
た
場
合
は
、

言
害
又
は
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
若
し
く
は
閉
鎖
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
及
び
そ
の
た
め
の
体
制
の

整
傭
に
関
す
る
事
務

遺
言
書
情
報
証
明
書
濁
し
く
は
遺
言
香
情
報
鉦
明
傭
報
又
は
遺
言
香
保

管
事
実
証
明
害
若
し
く
は
遺
言
害
保
管
事
実
証
明
情
報
の
交
付
刻
副
掲
偶

を
請
求
す
る
者

遺
言
書
情
報
匠
明
書
若
し
く
は
遺
言
香
情
報
証
明
情
報

イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
鮪
火
す
る
者

遺

局’

（
手
数
料
）

荊
廿
コ
調

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
物
価
の
状
況
の
ほ
か
、
当
該
各
号
に

定
め
る
事
務
に
要
す
る
実
費
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

（
同
上
｝

｜｜
遺
言
害
の
閲
覧
を
請
求
す
る
者

遺
言
書
の
閲
覧
及
び
そ
の
た
め
の
体

制
の
楚
傭
に
関
十
る
事
務

（
遺
言
書
の
検
認
の
適
用
除
外
）

荊
Ｈ
引
剰

（
同
上
）

２
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
閑
求
に
つ
い
て
準
用
す
る

２
前
項
の
手
数
料
の
納
付
は
、
収
入
印
紙
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
新
設
）

剰
叫
鯛
痢
四
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
凋
潮
叫
引

項
を
証
明
し
た
番
面
（
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
遺
一
盲
書
保
管

事
実
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
言
害
の
保
管
の
有
無
並
び
に
当
該
関
係
遺
言
密
が
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
第
七
条
第
二
項
第
二
号
（

三
遺
言
書
情
報
証
明
書
又
は
遺
言
書
保
管
事
実
証
明
香
の
交
付
を
謂
求
す

る
者

遺
言
害
情
報
証
明
書
又
は
遺
言
害
保
管
事
実
証
明
書
の
交
付
及
び

そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
務

に
掲
げ
る
衷
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（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

荊
引
「
コ
コ
剰

遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
、
遺
言
香
保
管
フ

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

剰
．
Ｈ
コ
調

（
略
）

（
個
人
情
報
の
保
唆
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

剰
斗
付
凹
剰

遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
量

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

潮
．
Ｈ
制
‐
鯛

（
略
）

荊
。
Ｈ
到
銅

（
略
）

２
～
６
‐
（
略
）

７
第
一
項
の
審
査
舗
求
に
閲
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁

」
と
、
「
弁
開
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保

管
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
一
一
十
五
条
第
四

割
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中
「
弁
明
書
一

と
あ
る
の
は
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
劉
．
Ｈ

到
剰
荊
凹
詞
の
意
見
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

荊
引
訶
荊
匂
剰

（
略
）

21 号
の
閲
覚
の
肺
求
又
は
同
項
第
三
号
の
交
付
若
し
く
は
提
供
の
捕
求
を
す
る

と
き
は
．
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
現
金
を
も
っ
て
十
る
こ
と

が
で
き
る
。

報
（
個
人
情
轍
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

同
法
第
五
章
第
四
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

鋼
荊
一
項
の
謝
逼
調
湘
口
づ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政

不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
を
適
用
す
る
１

ア
イ
ル
及
び
閉
鎖
造
言
右
保
管
フ
ァ
イ
ル

ア
イ
ル
及
び
閉
鎖
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、

（
審
査
請
求
）

た
だ
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
で
同
項
第
一
号
の
申
謂
１
同
項
調
．

第
七
条
第
一
項
の
申
舗
に
対
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
前

て
い
る
遺
一
一
門
書
、
遺
言
書
保
管
フ

に
記
録
さ
れ
て
い
る
保
有
個
人
情

行
政
機
関
の
保
有

（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
俸
の
適
用
除
外
）

荊
刊
到
剰

遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
週
一
宮
害
及
び
遺
言
書
保
管
フ

，
可
刊
吋
に
記
録
さ
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保

有
個
人
情
報
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
章
第
関
節
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
．

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

潮
Ｈ
凹
剰

遺
言
香
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
一
百
害
測
耐
過
一
言
書
保
管
フ

‐
刻
刊
判
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
憎
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

潮
Ｈ
ヨ
斜

（
同
上
）

潮
Ｈ
対
剰

（
同
上
）

２
～
６

（
同
上
）

７
第
一
項
の
審
査
諦
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
法
第
一
一
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁

」
と
、
「
弁
明
害
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保

管
導
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
六
条
第
四
項

に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
一
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中
「
弁
明
書
一
と

あ
る
の
は
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
首
害
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
荊
Ｈ
対
‐
剰

荊
四
割
の
意
見
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
八
条

（
同
上
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
十
七
条

（
同
上
）

（
新
設
）

（
審
査
錆
求
）
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